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      一話　37度１分の発熱





　夕暮れ時の校庭で、ユージは『彼女』を見つめていた。

　制服姿の『彼女』はゆっくりとこちらに振り返る。

　そして、はにかみながら言うのだ。

『ユージくん、あなたのことが、好き、です……』　

　

「俺おれも……好きだよ」

　ユージは携帯ゲーム機の中の神かん崎ざき圭けい子こに向かって話しかける。

　いいなあ。

　神崎圭子はやっぱりいいなあ。

　ユージは思わず笑みを漏らす。

　携帯ゲーム機を見ながらにやにや笑うなどキモいことこの上ない。この上ないが、ユージは気にしていない。

　何しろ、今は夏休みなのだ。

　部屋にはカーテン越しに夏の日差しが差し込んできている。だが、部屋はエアコンが充分すぎるほど効いているせいで、暑さを感じない。

　ベッドに寝転がりながら、携帯ゲーム機に映る神崎圭子を見てユージは幸せを感じていた。モニターの向こうで神崎圭子が微笑ほほえんでいる。

　快適な部屋の中で、ユージは携帯ゲームに没頭している。

　夏休みに入ってから、ユージはほとんど外出せずに家の中にいる。部屋からだって、あまり出ていない。

　食事と入浴とトイレ、そしてわずかな睡眠以外は、ほとんど『学園クロニクル』に時間を費やしている。

　ユージが神崎圭子に会うのは数ヶ月ぶりだった。

　ついに、ここまでたどり着いた。

　ユージは感慨にふけった。

　期末試験の結果姉の提示したラインをクリアし、『学園クロニクル』のソフト付きで携帯ゲーム機を買ってもらったのだ。

　そして、夏休みに入り、ユージは『学園クロニクル』を再度始めた。

　以前持っていた携帯ゲーム機がお星様になるまで、ユージは『学園クロニクル』をやり込んでいた。何度もプレイし、エンディングだって何度も見ている。

　だが、いいゲームというのは何度やってもよいものだ。

　何度も見たシーン、何度も見たセリフなのに、神崎圭子が話すたびに胸に響くものがある。

　幸せってこういうものなんだろう、とユージは思う。

　クーラーの効いた部屋で、愛いとしの圭けい子こちゃんと二人きりでいる。愛の言葉を交わしあい、やがて二人は……。

　携帯ゲーム機の画面の横からにゅっと顔が出た。

　その大きな瞳ひとみの奥にユージの顔が映っている。

「……なんだよ、ククル」

　ユージはベッドの上に身を起こした。

　ククルが黙ってユージの方を見ている。

　家の中だというのに、ククルは水着を着ていた。小さな体にぴったりと合った水着で、しかもデザインが特異だった。白の三角ビキニには赤の十字架がプリントされており、頭にはナースキャップが載っている。肩からは浮き輪を斜めにかけ、手には何な故ぜか注射器を持っていた。

「そんな格好してどうしたんだ？　今からプールにでも行くのか？」　

「違う」

　とククルは言った。

「じゃ、なんでそんな格好を？」

「暑いからだ」

「そうか？」

　ユージはエアコンのリモコンを確認した。リモコンは室温を二十二度と表示している。涼しすぎるぐらいであり、暑いとはとても思えなかった。

　しかも、ククルは基本的に寒がりであり、この部屋やリビングの温度設定を下げようとするユージと言い争いになったことが何度かあった。

「私の水着のことはよい。それより、お前に言いたいことがあるのだ」

「なんだよ」

　ククルはユージを見据えて言った。

「夏休みに入ってから、お前はず――――っとゲームばかりしているではないか」

　ククルの言う通りだった。たまにコンビニに外出するぐらいで、あとは部屋に篭こもってゲームばかりしている。

　しかし、それは当然だ。

　ユージはこの為ために期末試験をがんばったのだ。そして、それなりにいい成績をとり、携帯ゲーム機を買ってもらえた。

　自ら勝ち取った幸せなのだ。ユージにはそれを楽しむ権利がある。あるはずだった。

「いいじゃん、夏休みなんだし」

　ユージの何気ない一言に、ククルは眉まゆを吊つり上あげる。

「よくない」

　ククルは言った。

「前から思っていたのだが……」

　ククルはユージの携帯ゲーム機を睨にらみつける。画面の中の神かん崎ざき圭けい子こは相変わらず微笑ほほえんでいる。

「それは浮気ではないのか？」

「う・わ・き？」

　ユージはナース水着姿のククルと、携帯ゲーム機の中の制服姿の神崎圭子を見比べた。

　ユージの目の前にいる水着姿の女の子の名は、井いの上うえククルという。

　ククルはユージが通う秋あき島しま学園一年Ｂ組のクラスメートであり、そして、同時に妻でもあった。

「妻たる私を放ほうっておいて、ゲームの中の女に夢中になるなど、浮気ではないか」

　ククルは胸に手をあて、強く主張する。

　妻を放って他ほかの女にうつつを抜かす。それは、確かに浮気だろう。

　だが、とユージは思う。

『学園クロニクル』はゲームなのだ。フィクションなのである。

　ヒロインの神崎圭子のことは好きだが、彼女は架空の存在だ。現実には存在しない女の子なのだ。

　存在しない女の子と、浮気なんてしようがないではないか。

　ユージはククルに向かって言った。

「浮気って言うけど、これはゲームだよ、ゲーム。実在の女の子にならともかく、この世に存在しない女の子と浮気なんておかしいだろ」

「だが、お前はそのゲームに愛の言葉を囁ささやきかけていたではないか？　『俺おれも好きだ』とかなんとか」

「聞いてたのか？」

「にやにやしながら愛の言葉を囁きかけるところを、一部始終たっぷりと聞いた」

　部屋の鍵かぎをかけておけばよかったな、とユージは思ったが、後の祭りだ。

　ユージは呆れて言った。

「ゲームと張り合うなよ。ゲームと現実は違うだろ」

「むー」

　ククルは顔を歪ゆがめる。

　今日はやけにしつこいな、とユージは思った。

　夏休みに入って数日経たつが、ククルはこれまでユージがゲームをすることに対して何も言ってこなかった。

　寝ても覚めても携帯ゲーム機を放そうとしないユージを不機嫌な顔で見ていたが、特に何かを言ってくることはなかった。

　だから、ユージも安心してゲーム三ざん昧まいの日々に浸っていたのだ。

　文句があるなら最初からそう言えばいいのに、とユージは思った。

「浮気だと言うなら」

　ユージはククルの方に向かって携帯ゲーム機を突き出した。

「浮気だと言うなら、この携帯ゲーム機から浮気相手を出してみろ」

　ククルの顔がさらに不機嫌になる。

　同時に、額にかかっている髪をかきわけて、角が姿を現した。

「ククル、角が出てる」

　ククルはぷいと横を向いた。

　ククルには二つの秘密がある。

　一つは、犬いぬ伏ぶしユージの妻であること。そしてもう一つは、人間ではないことだった。

　ククルは『夜の国』から来た鬼だった。そしてユージとひょんなことから夫婦になり、現在は一つ屋根の下で一緒に暮らしている。

　ククルの角は普段は額の奥に隠れているが、怒るなど感情が激しく変化すると、額の奥からその姿を現すのだ。

　普段は自分が鬼であることを隠しているので、角を出さないよう感情のコントロールに留意している。だが今は家に居てユージしかいないこともあり、感情を露あらわにし、角を見せることにためらいはないようだった。

「ふん。そんなことを言っていると、もう一緒に風ふ呂ろに入ってやらんぞ」

「一緒に入ったことなんか一回もねーじゃねーか」

　何を言っているんだ、ククルは。

　その時、ユージは気づいた。

　ククルの顔が赤い。

　しかもよく見ると、額から出ている角もほんのり赤くなっている。

　最初は怒っているせいかと思ったが、それにしては赤味が濃い。

　……もしかして。

　ユージが手のひらでククルの額に触れると、ククルが声を出した。

「ん」

　額の角の感触と共に、熱が手のひらに伝わってくる。

　熱い。明らかに平熱ではない。

　特に角の辺りが熱かった。

「ククル……熱あるだろ」

「大丈夫だ」

「大丈夫じゃねーよ」

　ユージはククルをひょいと抱きかかえた。軽い。

「な、何をする」

　ククルの言葉を無視して、ユージはククルをベッドに寝かせた。

「着替えは？」

「押入れの中だ」

「着ろ。水着の上からでいいから」

「しかし」

「いいから着替えろ」

「……わかった」

「今体温計持ってくるからな」

　ユージは階段を降り、リビングに入った。常備してある救急箱から電子体温計を取り出す。

　しばらく使ってなかったが、電源を入れるとぴっという電子音と共に数字が表示された。大丈夫のようだ。

　電子体温計を携えて、ユージは階段を上がった。自分の部屋に入る。

　ククルは言いつけ通り黄色のパジャマに着替えている。

「これを咥えてろ」

　ユージはククルの口に体温計を突っ込む。

「んむむむむ」

「検温が終わったら音が鳴るからそれまでじっとしてろ」

　ユージはククルの体の上にタオルケットをかける。

　しばらく待つと、ぴーという音が鳴った。

　ユージは体温計を取り、デジタル表示のククルの体温を読み取る。

　三十七度一分。

「やっぱり熱があるじゃねーか」

「大丈夫だ」

「大丈夫じゃねーよ。立派な病人だ。そのまま今日は大人しく寝てろ」

「……どうりで今日は暑いと思っていた」

「まったく。ちょっと待ってろ」

　ユージは部屋を出て洗面所に行き、シンクに水を張った。そこにタオルを漬ける。そうやってタオルを充分に冷やすと水からあげ、よく絞った。

　ユージは再び自分の部屋に戻る。

　ククルはタオルケットの下から顔を出し、ユージを見ている。もうククルの怒りは解けているはずだが、額の角は出ている。

　角の周辺に手を近づけると、熱を感じた。

　鬼オウガ族は発熱すると、角が出るのかもしれない。

　ユージは冷やしたタオルをククルの額に当てる。

　ククルはひゃっという声を出す。

「どうだ？」

「気持ちいい……」

　ふう、とククルはため息をつく。

「今日は一日安静にしていろ」

「心配するな。たいしたことはない」

「いいから寝てろ」

　ユージは時計を見る。いつの間にか夕方になっていた。

　よし、今日は夕食の準備は自分がしよう。

「夕食はおかゆにするからな」

　額にタオルを乗せたククルは、とろんとした瞳ひとみになっている。

「お前、優しいな」

「俺おれは病人には優しくするようにしてるんだ」

「嘘うそつけ。本来、お前は優しい人間なのだ」

　うわごとのように、ククルは言葉を続ける。

「最初のときだって……お人好しめ……」

　やっぱり熱があるらしい。

　まったく、とユージは思った。

　家の中で水着姿でいるからだ。体のいろんな所が冷えて、風邪をひいたのかもしれない。

「何か食べたいものあるか？」

「おかゆと桃が食べたい。病人は桃を食べるものらしいではないか？」

　そうだっけか？　ユージは首を捻ひねったが、ククルの要求を受け入れることにした。

「わかったよ。買ってくるから大人しくしてろよ。あとは、何かして欲しいことはあるか？」

「ある」

　ククルは即答した。

「海に行きたい」

「海？」

　思ってもみなかった言葉にユージは面食らった。

「うむ。せっかく水着を買ったのだ。海で泳いでみたい」

「わかったよ」

「熱が下がったらすぐに行きたいのだ。いい場所を調べておくのだ」

「わかったわかった」　

「期待しているぞ」

「じゃあ買い物に行ってくるからな」

　返事の代わりにククルの瞼まぶたが閉じていく。

　ユージはククルが寝入るのを確認すると、部屋を出て玄関へと向かった。

　

　玄関から外に出ると、太陽がユージの目を射た。

　ユージは思わず手のひらで太陽の光を遮る。

　ここ数日ずっと部屋に閉じこもっていたこともあって、夕方とはいえ、日差しが強烈に感じられる。

　目を二、三度瞬まばたきすると、ユージはバス停に向かって歩き出した。

　それにしても、とユージは思った。

　ククルが熱を出すとは思わなかった。

　疲れていたのかな。

　夏休みに入って、ククルは積極的に家事をしていた。換気扇やリビングのすみっこなど、普段はなかなか掃そう除じできないところを掃除していたようだし、庭の手入れもやっていたようだった。

　その間、ユージはずっとゲームをしていたのだ。

　もう少し気を配ってやればよかった、とユージは思った。

　春にククルと出会い、同居するようになってから数ヶ月たつ。

　最初は戸惑った同居生活も、次第に日常になっていった。いつの間にかククルが家の中にいることは、ユージにとって当たり前のことになっていた。

　だから、まるで一人暮らしのように夏休み開始と同時に『学園クロニクル』に没頭できたのだ。

　……それにしても、暑いな。

　歩いていると、アスファルトからの照り返しを受けて、体温が上がっていくのがわかる。早くも額に浮き出てきた汗を拭ぬぐいながら、ユージは思った。

　ユージは、昔自分が病気したときのことを思い出した。

　姉の涼りよう子こと二人で暮らしていたころ、ユージは何度か熱を出したことがあった。

　普段は厳しい涼子だったが、病気のときだけは過保護なほど優しくしてくれた。ユージが食べたいというものは何でも作ってくれたし、して欲しいことは何でもしてくれた。

「病人は、王様なんだから」

　と涼子は言っていた、病人は、早く病気を治す義務がある。だから、何でもわがままを言っていいのだと。

　病人は、絶対君主なのだ。王様は病人で、看護する人間は臣下。

　そーだな。今日はククルが王様だ。なんでも言うことを聞いてやろう。

　ユージは歩く足を速めた。

　ちょうどバス停に来たバスに乗り、駅前に出た。

　桃を買いにスーパーへ向かう。

　桃はあいにく売っていなかったが、桃のゼリーを見つけることができた。ククルの顔を思い出し逡しゆん巡じゆんしたが、結局買うことにした。この際、桃のゼリーでも構わないだろう。

　桃のゼリーを確保すると、スーパーを出て近くの本屋に向かった。海の情報が載っている雑誌を探す為ためだ。

　夏休みのせいか、本屋には結構な人がいた。店内はクーラーが効いているはずだが、人がたくさんいるせいでむしろ蒸し暑いぐらいだった。

　ユージは雑誌のコーナーに行き、目に付いた雑誌を手に取った。

　近郊の夏レジャー特集の雑誌だった。表紙には『夏本番！　海まっさかり！』という文字が躍っている。

　ぱらぱらと雑誌をめくり、海水浴場を探した。

　雑誌によると、ここから電車で二時間ほど行った場所に鴻こうの池いけという海水浴場がある。そこが一番近そうだった。ユージも何度か行った事がある。

　電車で二時間なら日帰りもできる。ここが妥当だろう。

　雑誌を閉じレジに持って行こうとすると、背後からいきなり声がした。　

「ふーん。海に行くんだ」

「わっ」

　ユージは思わず声を出し振り返った。

　そこには、クラスメートの日下部くさかべがいた。

　部活帰りらしく、秋あき島しま学園の制服を着ている。眼鏡めがねの奥の瞳ひとみは興味深そうに、ユージとユージの手にしている雑誌を見つめていた。

　日下部は、ユージが手にしている本を覗のぞき込こんできた。

「鴻池海水浴場？　海に行くの？」

「夏だし、海ぐらい行っておこうかな、と思ってさ」

「ふーん」

　どういう意味の『ふーん』なのかわからなかったが、ユージは曖あい昧まいに笑顔を返す。

　まさかこんなところで日下部に会うとは思わなかった。

　というか、夏休みに日下部と会うことなどないと思っていた。

　日下部は吹奏楽部の部活があるので毎日学校に行っているようだったが、ユージには学校に行く予定など全まつたくない。道で偶然会ったりしない限り、接点はないはずだったのだ。

　ユージは日下部が苦手だった。

　嫌いだとか怖いとかそういうのはないが、どうも苦手なのだ。普通に話しているだけで、責められてるような気分になった。

「ところで聞きたいんだけどさ」

「何？」

「犬いぬ伏ぶしって、あーゆー水着が趣味なの？」

「あーゆーって？」

「私が水着勝負の時に着ていた水着よ」

　ユージは水着勝負での日下部の水着を思い出した。

　水着勝負の時、日下部はピンクのビキニを着ていた。胸のところにハイビスカスのプリントがしてあるかわいい水着だった。

「趣味とゆーか、まあ……」

「イエスかノーかで答えて」

「イエス」

「趣味なのね」

「はい」

　もちろん嘘うそだ。

　別に日下部くさかべが着ていた水着が特別趣味だったわけではない。日下部のピンクの水着も充分にかわいかったが、対戦相手の宮みや内うちさんの白の水着も素敵だった。

　あれは単に、後日どちらが恨みを買いそうか、という基準で判断しただけだ。

　日下部に票を入れれば宮内さんに嫌われるかもしれないが、恨みを買うまでのことはないだろう。他方、宮内さんに票を入れれば日下部がどういう行動に出るか、ユージには全まつたくわからなかった。

　だから、日下部に票を入れたまでだ。

　だが、そんなことを日下部本人の前で言えるわけがなかった。

「なるほどねー、よくわかったわ」

「よくわかったって何が？」

「いろいろよ」

　そう言うと、日下部はユージから離れそのまま本屋から出て行った。

　ふー、っと大きなため息をつく。

「なんでこんなところで日下部と会うんだよ」

　ユージは思わずつぶやいた。

「この本屋は駅近くで品しな揃ぞろえもいいから、学校帰りの日下部がいても不思議じゃないわよ」

「なるほど」

　ユージはびくっと振り返った。

　そこには担任の上うえ村むら先生がいた。

　学校の時と同じく白衣を着ている。駅前の本屋で白衣姿など違和感ありまくりの服装だが、本人はさして気にしていないようだった。

「な、なんで上村先生がこんなところにいるんですか」

「先生が本屋にいたらおかしいの？」

　上村先生はそう言うと、日下部と同じくユージが持っている雑誌を覗のぞき込こんでくる。

「海かー。なるほど」

「なにがなるほどなんです？」

　ユージの言葉を無視して上村先生はうんうんと頷うなずく。

「あんたがそんなにやる気だとは思わなかった。それなら、こっちもいろいろ考えないといけないわね」

　上村先生はユージを見て言った。

「私ね、姪めいっ子こがいるんだけど」

「はあ」

　ユージは曖あい昧まいに返事をする。

「最近、ちょっと落ち込んでてね。好きな男の子が鈍感かつ無神経な奴やつでさー、いろいろ空から回まわりしちゃってんのよね」

「はあ」

「だから、元気づけてあげたいと思って」

「そうなんですか」

　ユージは相槌を打った。

　数秒間、沈黙が続いた。

　ユージが耐えかねて口を開く。

「え、この話これで終わりですか？」

「そうよ」

「今の話、俺おれになんの関係があるんです？」

「そのうち、わかるわよ」

　上うえ村むら先生はぽんぽんとユージの肩を叩いた。

「じゃ、私帰るから。よろしくね」

　何がよろしくなんだよ、とユージは思ったが口には出さなかった。

　上村先生は軽快な足取りで本屋を出て行った。　

　

　ユージは桃のゼリーと雑誌を抱えて家に戻った。

　いつもなら玄関の扉を開けたところで『ただいま』と声をかけるところだが、今日はそうしなかった。

　寝ているであろうククルを起こしたくなかったからだ。

　なるべく物音を立てないように、静かに行動する。

　桃のゼリーを冷蔵庫にしまうと、ユージは洗面所に行き、タオルを冷やした。

　タオルを持ち、玄関脇わきの階段を上がり自分の部屋に向かう。

　部屋の扉をそっと開け、ベッドにいるククルの様子を窺うかがった。　

　ククルは寝ていた。すー、すーと穏やかな寝息をたてている。

　ユージは生ぬるくなった額のタオルを換えた。

　額に手をやり、熱を確かめる。

　熱は相変わらずあるようだが、微熱といった程度だ。出かける前とさして変わっていない。

　これなら安静にしていれば大丈夫かな、とユージは思った。

　ユージは台所に下り、おかゆを作ることにした。

　一人前用の鍋なべを出し、そこにたっぷりの水と少しの米を入れ、弱火で煮込んでいく。

　米が充分に柔らかくなったのを確認し、最後に卵を落とした。

　火を止め、鍋なべをお盆に載せる。台所の棚からレンゲを取り出し、鍋の前に置いた。

　台所から部屋まで足あし下もとを確認しながらゆっくりと運ぶ。

　部屋の扉を開けると、ククルがベッドから身を起こした。

「起きた？」

「いい匂いがしたので目が覚めた」

「胃袋は正直だな」

　ユージはおかゆを乗せたお盆をベッドの脇わきに置く。

「じゃ、どーぞ」

　ユージはそう言ったが、ククルはおかゆを前に沈黙している。

「……」

「どうした？　おかゆ苦手か？」

「違う」

　ククルは答えた。

「量が少ないとか」

「大丈夫だ」

「じゃあなんだよ？」

　ククルは上目遣いでユージを見る。

　ユージにはなんとなくわかった。

　これは、何かを要求している顔だ。

「食べさせて欲しい」

「えー」

　ユージは渋った。

「駄目か？」

　駄目だ。駄目に決まっている。そんな恥ずかしいことできっこない。

　できっこないに決まっているが、今日ばかりは事情が違った。

　病人は王様なのだ。臣下は言うことを聞かなければならない。

「承知いたしました、王様」

「なんで私が王様なのだ？」

　もっともな疑問をククルは口にした。

　ユージは答える。

「今日はお前が王様なの」

「そういうプレイか？」

「そういうプレイだよ」

　面倒なので、ユージは適当に返答した。

「では、頼むぞ」

　ククルは期待に満ちた目でユージを見る。

　変なプレッシャーをユージは感じた。

　食べさせるってどうすればいいんだよ……。

　看病をしてもらった経験はあるが、食事を食べさせてもらった経験はない。

　ユージは『学園クロニクル』の一シーンを思い出した。

　主人公が風邪をひいて、ヒロインの神かん崎ざき圭けい子こに看病をしてもらうシーンがあるのだ。

　神崎圭子はおかゆを作ってくれ、主人公は『あーん』と言って食べさせてもらっていた。

　あんな感じでいいのかな……。

「あーん」

　ユージは言った。

「あーん」

　そう言い、ククルは小さな口を開く。

　ユージはレンゲでおかゆを掬すくった。おかゆは湯気を出して激しく自己主張している。ふー、ふーと息を吹きかけおかゆを冷ます。

　もうそろそろいいかな。

　ユージはおかゆを乗せたレンゲをククルの小さな口に入れていく。

　ククルはおかゆをごくん、と飲み込んだ。

「……熱い」

「ご、ごめん」

「もう一度やれ」

「承知いたしました、王様」

　ククルのダメ出しを受け、ユージは再びおかゆを掬った。

　今度は充分に冷ました後、ククルの口へとおかゆを運ぶ。

「どう？」

「うまいぞ」

　ククルは言った。

「続けて頼む」

　ユージの持ったレンゲは、おかゆの入った鍋なべとククルの口とを何往復もした。

　おかゆの入った鍋が空からになる。

「満足だ」

　ククルが満足そうに頷うなずく。

　ようやく終わった。

　おかゆを食べさせるだけなのだが、意外に疲れてしまった。

「よし、次は桃だ」

「もう食べるの？　しばらく後の方がいいんじゃないか？」

「私は今食べたいのだ」

　犬いぬ伏ぶし家の王様はそう言った。

「わかりました」

　ユージは台所から冷蔵庫に入れてあった桃のゼリーを持ってきた。

「ゼリーだけどいいだろ？」

「うむ、全まつたく問題ない」

　そう言うと、ククルは受け取った桃のゼリーとスプーンをユージにそのまま返す。

「？」

「食べさせてくれ」

「桃も？」

「当たり前だ」

　ユージはしぶしぶスプーンを受け取る。

　ゼリーを掬すくおうとするが、その時ククルに釘をさされた。

「桃の果肉を中心に頼むぞ。小さく切ったりするなよ」

「わかったよ」

　注文の多い奴やつだな、とユージは思った。

　だが、その一方でユージは少し安心していた。

　文句をつけるということは、元気がある証拠だ。この分なら明日には完治するに違いない。

　ククルの言いつけ通り、大きな桃の果肉をスプーンで掬う。

「あーん」

　ユージの呼びかけに、ククルは素直に口を開ける。

「あーん」

　ククルの口に桃を運んだ。

　桃はするんとククルの口に吸い込まれていった。

「うまい」

　ククルは言った。

　その目が、おかわりを要求していた。

　ユージは再び桃のゼリーを掬い、ククルに食べさせる。

「病気とはいいものだな」

　ククルが言った。

「いい気分だ。ずっと病人でいたいものだ」

「何言ってんだ。さっさと治せよ」

　ユージが桃ゼリーを近づけると、ククルは口を開ける。　

　スプーンが数往復した後、桃のゼリーはすべてククルの口の中に消えた。

「あとは大人しく寝てろよ。俺おれは後片付けをしてくるから」

「うむ」

　ユージは空からになった鍋なべを持って台所に下りた。

　おかゆの鍋なべを洗い、鍋をしまう。

　部屋に戻ると、ククルは再び眠っていた。

　ユージは机の椅い子すに座り、寝ているククルを見る。

　寝てるときはこいつ大人しいし、静かだからいいな……。

　タオルを取り、ククルの額に触れる。

　角はいつの間にか額の奥に引っ込んでいた。これはいい傾向のような気がする。まだ少し額は熱いが、熱は前よりも下がっているようだった。

　食欲もあることだし、明日にはよくなるかもしれない。

　そう思うと、ユージは少しほっとした。

　しかし、考えてみれば不思議なことだ。

　入学式の時はこんなことになるなんて思ってもみなかった。

　彼女さえいなかった自分に妻ができて、夏休みにはその妻の看病をすることになるなんて、想像だにしていなかったのだ。

　しかも、妻は異世界からやってきた鬼だという。

　ユージはククルの顔をしげしげと観察する。

　まつ毛長いな、とユージは思った。

　……もし、ククルがいなかったら、とユージは考える。

　おそらく彼女なんてできず、夏休みは一人で家にいただろうな、とユージは思う。

『学園クロニクル』をやって、たまに原はら田だ達たちと遊びに行く。それぐらいが関の山だ。

　ユージの知る限り、一学期の間にクラスメートで彼女ができた人間は一人もいなかった。女子達の男子に対する反感は予想以上に強く、関係改善は容易ではなかった。

　ユージがまともに会話した女子と言えば、四し方ほう堂どうと九ここの重え、そして宮みや内うちさんぐらいのものだ。

　四方堂は特殊な人間だから論外として、九重はユージに対して好意的とは言いがたい。

　唯一の例外は宮内さんだったが、『仲がいい女の子』という存在かというと微妙な気がする。

　宮内さんに嫌われてるとは思えないし思いたくもないが、さりとて気の置けない仲にまでなったかというと、そんなことはない。

　つまり、ククルがユージにとって一番仲がいい異性なのだ。

　ククルとの生活は、なんだかんだ言って良好なものだ。いろいろあったけれど、今は落ち着いた生活をしている。

　恋しているとか愛しているとか、そういうのとは違うかもしれない。けれど、ユージはククルのことが好きだった。

　それは宮内さんへの好意とは違うし、姉の涼りよう子こに対するものとも違う。

　ククルは、ユージにとって特別なのだ。

　わがままで、マイペースで、小さくて、鬼で、この世界の人間じゃないとしても。

　ユージはククルをじっと見つめている。

　ククルの小さな体が呼吸に合わせて上下している。　

　……それにしても小さいな、とユージは思った。

　指なんて、白くて細くて、人形みたいだ。

　ユージは自分の指で、ククルの指をつついてみる。

　ククルの指は、柔らかかった。弾力があり、ぽよんという感触が指に伝わる。

　そう言えば、前にククルが寝ている間に、足の爪を切ってククルが怒ったことがあったな。

　ユージは思い出してくすっと笑う。あの時のククルはおかしかった。なぜ足の爪を切ったぐらいであんなに怒っていたのだろう。

　ユージはククルの手の指を触った。

　するっと溶けるように、ユージの指がククルの指と絡まった。

　繋つながった手にククルの手の熱が伝わってくる。

　手に伝わったククルの熱は、手から上へ伝わってくる。肩から胸へ流れ、胸元へと着地した。

　ユージは椅い子すから下り、ククルに身を寄せる。

　もう一つの手をククルの手に寄せる。その手からも、ククルの熱が伝わってくる。同じように熱が肩から胸へ流れる。今度は胸を通り抜け、足へと降りていく。

　ベッドが、ぎしっという音を立てた。

　顔をククルに近づける。ククルの息いき遣づかいが聞こえる。　

　ユージは、自分の唇をそっとククルの唇につけた。

　熱い。

　桃だ。

　ほのかに桃の味がした。さっき食べた桃ゼリーの香りが口元から鼻にぬけていく。

　ユージはククルから体を離した。絡めていた手を離し、机の前の椅子に戻る。

　……え？

　ユージは急速に我に返った。

　ええええええ？

　今、俺おれ、何した……？

　ククルと、キス、したよな……。

「たっだいまー」

　玄関から声がした。

　ユージは大おお慌あわてで玄関へと向かう。

「あ、ユージお兄ちゃんただいまー」

　金髪の幼女がにこにこと笑っている。髪を結んでいる赤いリボンが愛らしい。

　アリアンナだった。

　外見は幼女にしか見えないが、アリアンナはククルの母親だ。

　数週間前から、ユージの家に滞在している。もっとも、外出することが多く、今日も『デートしてくる』と言って朝から出かけていた。

「あ、もしかしてお邪魔だった？」

「？」

「もしかして、部屋でククルちゃんとイロイロしてた？　ククルちゃんの姿も見えないし、そうなんでしょ？　絶対そーだ」

　アリアンナは意地悪そうに笑って言った。

「してない！　してないよ！」

「そんなにムキにならないでよー。ちょっとした冗談じゃない」

「ご、ごめん」

　アリアンナの言うとおりだ。どうかしている。

　もちろん、どうかしているのは、さっきククルとキスしてしまったからだ。

　なんであんなことしてしまったんだろう。

　最初はククルの寝顔を見ていたんだ。そして、指を見たらこの間爪切ったこと思い出して、それで指を触って手を握ってそれから……

「どうしたのお兄ちゃん？」

　アリアンナが心配そうにユージの顔を覗のぞき込こんできた。



    

  
    
      



    

  
    
      「顔が赤いよ。熱でもあるの？」

「い、いや。大丈夫だよ。俺おれはどこもおかしくなんかない、いたって正常だよ」

　ユージはそう言ったが、アリアンナは首をかしげていた。

　ユージは取り繕うように言葉を続ける。

「そ、それよりククルが熱出してさ」

「熱？」

「うん。微熱なんだけど、大事をとって俺のベッドに寝かせてるんだ」

　ユージの言葉にアリアンナが真顔になる。

「ククルちゃんの様子見ていい？」

「う、うん」

　いつになく真剣な表情のアリアンナに驚きつつもユージは答えた。

　ユージとアリアンナの二人は二階に上がった。

　ククルは相変わらず眠っている。

　アリアンナはククルの額を触ったり、手を握ったりしている。

「今は熱も下がってきてるし……」

　ユージの説明を遮るように、アリアンナは言った。

「ユージお兄ちゃんにお願いがあります」

「何？」

「今日はリビングに寝てくれる？」

「それはいいけど……」

「すぐにこの部屋から出て」

　ユージはアリアンナに追い出されるようにして部屋を出た。

　扉から顔だけを出して、アリアンナは言った。

「それから今日はぜーったい、この部屋に入っちゃ駄目だからね！　ぜーったい、ぜーったい、ぜーったいだからね！」

「わ、わかった」

　ユージの言葉が終わると同時にアリアンナは扉を閉めた。がちゃりという音がする。アリアンナが部屋の中から鍵かぎをかけたのだ。

　なんなんだ？

　ユージは首をかしげ思案したが、まったくわからなかった。

　とりあえず階下のリビングに下りた。

　姉の部屋から枕とタオルケットを持ってきた。ソファで寝るならこれで十分だ。

　ふう、とため息をつく。

　ゲームをして起きていてもよかったが、なんとなくそんな気にならなかった。

　なぜ部屋に入っちゃいけないんだろう……ククルはそんなに悪いのか？　いや、熱は下がってきてたし……。もしかして俺にうつるといけないからとか？　

　ユージは思案したが、合理的な説明は浮かんでこなかった。

　考えても無駄だ。

　寝よう。

　ここはアリアンナに任せるしかない。あんなナリでもククルの母親なのだ。ユージよりよっぽど役に立つだろう。

　ユージは目を閉じた。

　ククルの寝顔が脳裏に浮かんできた。寝顔はククルの唇に焦点が移っていく。

　ククルの唇がズームアップされる。

「うわっ」

　ユージは思わず跳ね起きた。

　エアコンが効いた部屋は暑くはない。むしろ涼しいぐらいだ。

　なのに、いつの間にか汗をぐっしょりかいていた。額を拭ぬぐうと、汗が手にまとわりつく。

　シャワーを浴びようかと思ったが、その気力もわかなかった。

　寝よう。寝るしかない。

　思考を停止させよう。

　今の自分にできることはこれしかない。

　ユージはそう思った。

　

　　　＊

　

　ユージは目を覚ました。

　リビングの窓から、朝の光が差し込んできている。

　結局、昨日は遅くまで寝付けなかった。

　身を起こし、うーんと背伸びをする。

　ユージは気づいた。

　台所から人の気配がする。誰だれかがいるようだ。

　しかも、いい匂いがリビングまで漂ってきている。卵とベーコンの焼ける匂いだった。

　そういえば、とユージは気づいた。

　昨日夕食を食べるのをすっかり忘れていた。ククルにおかゆと桃を食べさせるのに夢中になって、自分の食事のことを忘れていたのだ。

　その事実に気づいた途端、胃袋が空腹をユージに主張し始める。

　台所から鼻歌が聞こえてきた。

　どこかで聞いたような歌だった。昔、この歌をどこかで聞いたことがある。

　なんだっけ？

　そうだ。ユージは思い出した。これは、春に九十九つくも公園でククルと会った時に聞いた歌だ。

　台所にいるのはククルに違いない。台所で鼻歌を歌いながら朝食を作っているということは、熱が下がって元気になったのだろう。

　よかった。ユージはほっとした。

「ククル、もうよくなったのか？」

　ユージは台所に通じる扉を開けた。　

　そこにいたのは、見知らぬ人間だった。

　しかも、半裸だ。

　形のいいお尻しりがユージの目に飛び込んできた。

　台所に立っているその人は、一枚の服しか着ていない。服というか、それはエプロンだった。

　他ほかには何も着ず、全裸の上からエプロンをしている。

　いわゆる、裸エプロンという奴やつだ。

　しかも、そのエプロンは体に比してかなり小さいようで、大事な部分を最小限にしか隠せていなかった。

　鼻歌が止やみ、その人はユージの方を振り返る。

　青い目が、ユージをみつめている。

　ユージは固まった。

　数秒後、ユージは言葉を漏らした。

「だ、誰だれ……？」

　な、なんで知らない人が俺おれん家の台所で目玉焼きとベーコン焼いてるの？

　ユージは狼ろう狽ばいした。

　慌あわてふためいているユージを諭すように、その美少女は言った。

「ユージ、私だ」

　ユージはまじまじとその女の子を見つめる。

「私だよ。ククルだ」

　

　犬いぬ伏ぶし家の食卓を、三人が囲んでいる。

　ユージの正面には二人の女の子がいた。

　一人はアリアンナ。金髪を揺らしながら楽しそうにトーストを口に運んでいる。

　もう一人はククルだった。

　正確に言うと、ククルと自己主張している女の子だった。

　金髪碧へき眼がんの女の子は長身で、すらりとした体型をしている。

　エプロンが小さいせいか、何か動作をするたびにちらちらと目に毒な物体が視界に入ってくるのがたまらなかった。

　しかも、その美少女はときどきユージを見つめてくる。その瞳ひとみは熱っぽく、何かをユージに訴えかけているように見えた。

　ユージは卵やベーコンを口に運んでいたが、味もよくわからなかった。

　落ち着かないことこの上ない。

「そろそろ説明してくれない？」

　耐え切れず、ユージはアリアンナに向かって言った。

「ひょっとまっへ」

　パンを口にいれたまま、アリアンナが答えた。牛乳を飲み干し、一息つく。

「ふー。じゃ紹介します。ここにいるのはククルちゃんです」

「あ、どーも」

　ユージは頭を下げる。

「何普通に挨あい拶さつしてるのよー。……これは重症ね」

　アリアンナがため息をつく。

「外見はちょっと変わったけど、これはククルちゃんなのよ。なに初対面みたいに挨拶してるのよ」

「この世界では目の色と髪の色と身長と体重が変わった人間を『ちょっと変わった』とは言わないんだが」

「だから、ククルちゃんを直接見せるのは嫌だったのよ。ちゃんとどういう風になったか説明して、心の準備をさせてからククルちゃんを見せたかったのに。あたしが看病疲れで寝ている隙すきにベッドを抜け出しちゃうんだから」

「すまぬ母上。昨日は少量しか食べなかったので、とにかく腹が減ってな」

　ククルは言った。

　それにしても目のやり場に困る。

　ククルサイズの小さなエプロンから胸元がちらちら見える。

　ユージは視線を上に保とうとするが、知らない間に再び胸元に移動している。結果、ユージの視線は絶え間なく上下運動をすることになった。

「ちょっとユージお兄ちゃん聞いてるの？」

「え、あ、うん」

「まったく……ククルちゃんがこうなった理由を知りたいんでしょ？」

　そうだった。

　ユージは視線をアリアンナに移した。

　今はアリアンナの話に集中しよう。

　アリアンナは言った。

「オウガ熱よ」

「オウガ熱？」

「そう」

　ユージの言葉にアリアンナは答える。

「オウガ族特有の病気なのよ。思春期によくかかる病気でね。オウガ族の女の子はみんな小柄なんだけど、この病気にかかると、身体からだが大きくなっちゃうの。大きくなるって言っても一時的なものなんだけど」

「元に戻るのか？」

「戻るわよ。ちょっと時間がかかるけれど」

　アリアンナは答えた。

「そう言うわけで、ククルちゃんは夜の国に帰るからね」

「え？」

　ユージは間抜けな声を出した。

「この国にいるより、夜の国にいた方が何かと安全なのよ。ここにはオウガ族のお医者様もいないし」

　アリアンナの言うことはもっともだった。この国で悪化させるよりも、ククルの生まれ故郷である夜の国で療養する方が、ずっと安全だ。

　それはわかっている。

　わかっては、いるけれど……。

「いつ帰るの？」

　ユージはアリアンナに聞いてみる。

「今日の夜」

　そんなに急に？

「今日の夜、この世界と『夜の国』が繋つながるのよ。もともとあたしだけ帰るつもりだったんだけど、こうなったらククルちゃんも一緒に帰ったほうがいいわよ」

　アリアンナの言っていることは正論だったので、ユージは頷うなずいた。

「今日の夜に帰るから、それまでは自由にしてていいからね」

　アリアンナはそう言った。

　朝食が終わり後片付けが済むと、ククルは外出したいと言い出した。ククルの手には、ユージが昨日買ってきた雑誌がある。

　雑誌には、ユージが見ていた海特集の他ほかに、アイスクリーム特集が組まれていた。いつのまにか、ククルはしっかり特集をチェックしていた。いくつかのページに赤マジックで印がしてある。

　印がつけてあるのは、今話題になっているアイスクリーム店だった。どれも電車に乗って出かけなければならない場所にある。

「ここに行きたい」

　ククルはそう言って雑誌をユージに見せた。

　いつものユージなら、面倒くさいとか人の多いところは嫌だとか言うはずだった。

　だが、雑誌をユージに見せているのは金髪の美少女だった。見とれてしまうような美少女だ。

　はっきり言おう。

　今のククルはユージにとってストライクだった。

　顔やスタイルは勿もち論ろん、憂いを含んだ瞳ひとみが、ユージにとってはたまらなかった。

　その美少女の要求を、ユージが拒めるはずもない。

「あ、うん……わかりました」

「お前なにか様子が変だな？　腹でも痛いのか？」

「そういうわけじゃない」

　ユージはそう答えた。

　ククルの着る服がないので、姉の涼りよう子この服を渡し着替えさせた。

「どう？」

　ユージの問いに、ククルは困ったような顔をする。

「ちょっと……小さいかも」

　Ｔシャツが短く、少しおへその下が見えていた。

　これはまずい。いろいろとまずい。

　ユージ的にも、ククル的にも不都合がある格好のように思えた。

　だが涼子の服のサイズは、どれもこれも今のククルにはやや小さいようだった。違う服を何枚か渡して着させてみたが、どれも大差なかった。強しいて言えば、一番最初に渡した服が一番無難だ。

　とりあえずこれでいこう。

　ユージも手早く着替え、ククルと一緒に外出した。

　

　失敗だった。

　外出して五分でユージは後悔した。

　とにかく、ククルは目立った。

　道を歩いていても、バスに乗っていても、電車に乗っていても同じだった。道ですれ違う人や、電車やバスに乗っている人ことごとくがククルに注目しているのがわかる。

　それはそうだ。

　こんな金髪美少女（軽くヘソ出し）を連れて歩けば、注目されない方がおかしい。

　当然、ククルと一緒にいるユージも目立つことになる。

「ユージ」

　ククルがユージの耳元で囁ささやいた。

「さっきから、妙に他人の視線を感じるのだが……」

「……」

　当たり前だ。

「もしかして、私の容姿はおかしいのか」

「そうじゃないよ」

「ではなぜすれ違う人という人が振り返るのだ？」

「それは……」

　ユージは言った。

「ククルが、び、美人だからだよ」

　顔が熱くなる。

　ククルはびっくりした表情をしている。

「美人……？」

「美少女、と言ったほうがいいかも」

　ヤケクソ気味にユージは言った。でも、嘘うそは言っていない。

「ユージは、私が美少女だとうれしいか？」

　うれしい。

　うれしいに決まっている。

　今の心の落ち着かなさは尋常ではないが。

「うれしいよ」

「ではどうしてそんなに困った顔をしているのだ」

「それはだな……」

　ユージは答えなかった。答えられなかった。

　ククルは怪訝そうな顔をしていたが、それ以上ユージを問い詰めることはなかった。

　ユージとククルの二人は、バスで秋あき島しま駅に出て、そこから電車に乗った。

　秋島駅から三十分ほど電車に乗り、目的地の駅で降りた。

　ターミナル駅で、駅の規模も秋島駅の何倍もある駅だ。人も秋島駅とは比べものにならないほど多い。

　雑誌に載っていたアイスクリームの店はこの駅にある。

　目当ての店の一軒目は、駅から徒歩五分の場所にあった。

　だが、その駅から五分の道のりがユージにとってはとてつもなく長く感じられた。

　ククルの美少女っぷりに周囲の目がひきつけられる。そのこと自体には慣れてきた。

　問題は、ユージにククル以上の好奇の視線が注がれていることだった。

　つまり『なぜこんな冴さえない高校生がこんな規格外美少女を連れて歩いているのだ？』という視線だった。

　その疑念と嫉しつ妬とに満ちた視線を受けつつ、ユージは目的の店にたどり着いた。

　夏休みということもあり、店は込んでいた。店の前には行列がぎっしりとできている。　行列の最後尾は三十分待ちであることを、看板を持ったお店の人が声高に叫んでいた。

「どうする？」

　とユージは傍かたわらのククルに聞いた。

「無論、並ぶ。ここまで来て手ぶらで帰る手はあるまい」

　そう言い、ユージの手をとった。

　ユージは反射的にククルの手を払った。

　ククルが泣きそうになる。

「……すまぬ。嫌だったか」

「ご、ごめんそういうわけじゃないよ。ただ……ちょっとびっくりしただけ」

「そうか」

　そう言うと、ククルは無言になった。ユージも口をつぐむ。

　時間だけがゆっくりと過ぎていく。

「あの……」

　ククルが話しかけてきた。

　その瞳ひとみは、熱っぽかった。

「頼みがあるんだが」

「なに？」

　どぎまぎしつつ、ユージは答える。

「手をつなぎたい」

「……」

　ユージは意を決した。

　すっと、ククルに手を差し伸べる。

　ククルは視線をそらす。

　だが拳こぶしは別の生き物のように、閉じたり開いたりを繰り返している。

　ユージはククルの拳が開いた瞬間にククルの手をとった。

　ククルの手は、この暑さだというのにひんやりとしている。

　顔を上げると、ククルがユージの顔を見つめている。

　その顔は真まっ赤かだった。

「顔が赤いぞ」

　ユージは言った。

「……人のこと言えるか。お前もだ」

　ユージは慌あわてて空いている方の手で自分の顔に触れてみる。

　熱い。自分の顔は見えないが、ククルと同じくらい赤くなっているだろう。

　そう意識すると、ますます顔が火ほ照てっていくような気がした。

　ユージは顔を赤くしながらも手をつなぎ続けた。

　暑さのせいか、それとも恥ずかしさのせいか、ユージは汗だくになっていた。ククルとつないでいる手も汗で湿っている。

　それでも、ククルは手を離そうとはしなかった。

　三十分後、二人は無事アイスクリームを手にすることができた。

　ようやく、アイスクリームを手にして二人は手を離した。

　アイスクリームを持ち、街中を歩き出す。

「近くに公園があるらしいのだ。そこで食べよう」



    

  
    
      



    

  
    
      「う、うん」

　ユージは答えた。

　まだ顔が熱い。

　ユージはチョコレートアイス、ククルは桃のアイスを手にしていた。

　二人は並んで歩きはじめる。

「なんで桃のアイスにしたの？」

　ククルは形のいい眉まゆを寄せていたが、やがて口を開いた。

「わからん。いつもはチョコレートが好きなのだが……。気づくと桃の奴やつを注文していた」

「ふうん」

「昨日の桃は美味かった。多分そのせいだろう」

　ククルはそう言って、ぺろっとアイスを舐めた。

　ユージは頭がくらくらしてきた。

　かわいい。すごくかわいい。

　なんだか自分の足が地面についていないみたいだ、ふわふわしている。

　この状況は一体なんなんだ。

　ユージは持っているアイスクリームを口にした。

　多分おいしいアイスなのだろう。それはわかる。わかるが、ククルが気になってぼんやりとした味しかしない。

　ちらりと、ククルの顔を見た。

　考えてみれば、これはユージが夢に描いていた情景だった。

　夏休みに、女の子とデートをする。電車で出かけて、雑誌で見つけたアイスクリームを二人で食べに行く。

　店は有名店なので行列ができているが、二人は気にしない。二人でいれば、どんなことだって楽しいからだ。

　そして二人は恥ずかしがりながら手を繋つなぐ。彼女は恥ずかしさで頬ほおを赤く染める。

　アイスクリームを手にした二人は、公園のベンチに並んで座る。そして、アイスクリームを交換したりして……。

　ユージが春に妄想していた『夏休みデート』。

　今ククルと行っているのはまさにそれだった。

「ユージ」

　ククルの声でユージは我に返った。

「交換してくれ。チョコレートの方も食べたい」

　来た。予想通りだ。

　言われるがままに、ユージはククルとアイスクリームを交換した。自分が持っていたチョコレートのアイスクリームを手渡し、代わりにククルの桃のアイスクリームを受け取る。

　ククルは、ユージのチョコレートアイスに躊躇なくかぶりついた。

　……今ククルがかじりついている場所は、さっきまで俺おれが食べていた場所なわけで、そうなるとククルは俺と間接キスとゆーかその……

「ユージ、桃のアイス食べないのか？　急いで食べないと溶けるぞ」

「うん」

　ユージは桃のアイスクリームにかぶりついた。

　アイスを交換して、間接キスをする。これもユージが思い描いていたデートの一シーンだ。

　ユージは今、夢見ていたことをすべてやりとげつつある。

　なのに……。

　なのに、不安な気持ちが風船のようにユージの胸の中で膨らんでいく。

　結局、ユージはアイスクリームを食べきることはできなかった。チョコレートアイスの残りはククルが食べ、桃のアイスもククルが片付けた。

　双方のアイスを食べ終えると、ククルは雑誌の切り抜きを取り出した。昨日ユージが買ってきた雑誌のアイス特集のところだ。

「よし、次にいくぞ」

「まだ食べるの」

「当たり前だ」

　ククルはきっぱりと言った。

「今日で私は夜の国に帰るんだからな。食べられるだけ食べておかねば」

　ククルはそう言って立ち上がった。

　そして、ユージに手を差し出す。

　ユージとククルは数秒間見つめ合った。

　ユージはククルに手を伸ばした。

　

　結局、ユージとククルは三軒のアイスクリーム屋を巡った。どの店もアイスクリームを買うのに並ばねばならず、すべての店のアイスクリームを食べ終え、家に帰り着く頃にはすっかり暗くなっていた。

「すっかり遅くなったな」

　ユージがぽつりとつぶやく。

「いいのだ。私は満足した」

　犬いぬ伏ぶし家の玄関の前まできた。

　そこでククルの足が止まる。

　中に入ろうとしたユージは後ろを振り返った。

「家はここだぞ」

「何を言っている。忘れたのか。私は今日夜の国に帰るのだぞ」

「ああ、そうか……」

「まだ少し時間がある。見送りに来てくれ」

　ククルはすたすたと歩き出した。

「どこに行くんだ」

「九十九つくも公園だ」

　それはククルと、そしてククルの父親と会った場所だった。

　ユージとククルは九十九公園に続く階段の前までやってきた。

　公園に続く階段を上っていく。

　二人とも口をきかなかった。

　その代わり、ユージは階段の数を数えていた。

　九十九公園の階段はその公園の名が示す通り九十九段だ。だが、ククルと九十九公園で会ったとき、この階段は百段だった。

　数え間違えたのかもしれない。けれど……。

　公園の入り口が見えてくる。

　九十七、九十八……。

　ククルが階段の先で、ユージを待っている。

　九十九……百。

　百段だ。あの時と同じく百段だ。

「思ったとおりだ」

　ユージは言った。

「何が？」

「いや、なんでもない」

　ユージは平静を装い、そう答えた。

「母上が待っているだろう。いくぞ」

　ククルは先に歩きはじめた。

　二人は桜並木の道を歩いていく。春に花びらを舞わせていた桜の木は、今は緑の葉を枝につけていた。

　ふと、顔を上げる。ククルがその歩みを止めている。

「どうした？」

　ククルはゆっくりと、ユージの方に振り返る。

　真剣な眼まな差ざしが、ユージの胸を打った。ユージは思わず唾つばを飲み込む。

「ユージ、聞きたいことがある」

　ククルは言った。

「お前は、私が好きか？」

　好きだ。

　もちろん、好きだ。

　今のククルは美人だし、かわいいし、スタイルだっていい。

　ユージはそう言おうとした。

　だが、実際にユージとククルの間にあるのは、沈黙だった。

　嘘うそだ。

　嘘なのだ。

　自分のこの気持ちは嘘だ、と思った。ククルのことが好きだなんて、嘘だ、と思った。

　今、目の前にいるククルを好きだなんて、嘘なのだ。

　自分がどぎまぎしたりしたのは、金髪でスタイルがよく道行く人の誰だれもが振り返る美少女なのだ。

　あの、ククルじゃない。

　外見が、自分の好みになっただけで、急にどぎまぎしたりするのはおかしいではないか。今まで一緒に暮らしていたのは、わがままで、マイペースで、小さくて、鬼のククルだ。

　決して、こんな美少女じゃない。

「……違う」

　ユージはぽつりとつぶやいた。

「好き、じゃない……」

　ククルの顔が見られない。ユージは顔を伏せる。

　数秒後、声が返ってきた。

「……そうか」

　ユージは顔を上げた。

　ククルはユージに背を向けている。その表情は見えない。

　そのまま、ククルは歩き出した。慌あわてて、ユージは後を追う。

　秋あき島しま市が見下ろせる広場に出た。ベンチが設置されており、案に相違せず、そこにはアリアンナがいた。

「おそーい」

　アリアンナは開口一番、そう言った。

「すまぬ母上。存外遅くなってしまった」

「まあいいわ。まだ時間あるし」

　アリアンナは腕時計を見ながらそう言った。アリアンナは腕に小さな時計をはめている。金色の時計は公園の外灯に照らされて光っていた。

　アリアンナは時計から顔を上げた。

　ククルはユージに言った。

「じゃあな」

「うん……」

　外灯の明かりが消えた。

　辺りは暗くら闇やみに包まれる。数歩先のククルの姿もうっすらとしか見えない。

　ククルが近づいてきた。ユージの耳元でぼそりとつぶやく。

「さよなら」

　ククルの表情はよく見えないが、泣いているような気がした。　

「ククル……？」

　光が戻った。

　眩まぶしさに目がくらみ、ユージは思わず目を閉じた。

　しばらく後、光に慣れたユージは目を開けた。

　もうそこには誰だれもいなかった。

　

　ユージは九十九つくも公園から家に戻った。

　がらんとしたリビングが広がっている。

　リビングの机の上に雑誌がある。昨日、ユージが買ってきた雑誌だ。何気なく、ぱらぱらとめくる。

　アイスクリーム店についた赤いマジックが、なんだか寂しげに見えた。

　携帯電話が鳴った。ユージは電話に出る。

　二に階かい堂どうからの電話だった。

「ユージ、明日だけど、大丈夫か？」

「大丈夫って？」

　携帯電話から、二階堂のイラついた声が聞こえる。　

「忘れたのかよ。理科部の合宿だよ」

「あー」

　ユージは思い出した。

　終業式の日に、二に階かい堂どうから言われた話をすっかり忘れていた。

　ユージは二階堂に頼まれて、理科部の部員になっていた。もちろん名簿に名前を載せるだけの幽霊部員で、理科部には一回も顔を出したことはない。これは、原はら田だや如月きさらぎも同じだった。

　終業式の日に、理科部の合宿について二階堂から説明を受けた。今年の合宿は海で行うのだという。理科部部長の親しん戚せきが民宿をやっており、そのツテで海で合宿することになったのだ。

　基本的に理科部は幽霊部員で構成されており、ユージにも参加の要請があった。そして、二階堂から『絶対参加してくれよな』と念を押されたのだった。

　頭の中が『学園クロニクル』で一杯になっていたユージは合宿なんぞに参加したくはなく、一度はその話を断った。

　だが、二階堂は執しつ拗ようにその参加を求め、根負けしたユージは理科部の夏合宿に参加することになったのだ。

「明日秋あき島しま駅改札口に八時集合だからな」

「わかった」

　ユージは電話を切った。

「海か……」

　ユージはぽつりとつぶやいた。



    

  
    
      




    

  
    
      二話　だってほら夏休みだから





　夏休みよ、早く終われ。

　夏休み、初日。

　冷房が効いた本屋から出た瞬間、内うち田だ勇魚いさなはそう思った。

　夕方になり、昼間よりは日差しが弱まってきている。だが、夏になりその存在感を増した太陽は、まだまだ厳しい日差しを勇魚に向けて送ってきている。

　首筋の辺りに、痛みにも似た日差しを感じた。

「あー、しんどー」

　勇魚は家に向かって歩き出した。

　本屋から家まで徒歩十五分の距離だが、今の勇魚にとっては永遠の距離のようだ。

　早く二学期にならないかなー、と勇魚は思った。

　夏休みの初日である。多くの人間が夏休みという楽園に一歩足を踏み入れ浮かれきっている時期だ。

　だが、勇魚は憂ゆう鬱うつだった。

　勇魚は夏休みが嫌いなのだ。

　学校が休みなのはうれしいが、いいことはそれだけだった。

　家にいても暑いだけだし、暑さにぐったりして部屋でごろごろしていると、母親が小言を言ってくる。

　市民図書館に行けば涼しいが、夏休みなので人が多い。人口密度が高いせいか、蒸し暑さすら感じる。座る場所にも余裕がなく、とてもゆっくり本を読む環境ではない。

　勇魚は駅ビル・スーパー・本屋など涼しいところを渡り歩いた。だが、いかに冷房が効いているとはいえ、長時間渡り歩けば疲労がたまってくる。

　夕方になり、勇魚の疲労は極限に達した。最終避暑地の本屋で雑誌を買い、家に帰ることにした。

　だが本屋を出て家路についたところで、勇魚は夏の日差しを甘く見ていたことに気づいた。

　太陽は、つくづく勇魚に優しくなかった。

　初日からこれじゃ、明日からが思いやられる。

　額に浮き出た汗を拭ぬぐうと、携帯に着信があった。

　同じ美術部に所属するミクからだった。

　眉まゆ根ねに皺しわを寄せながら、勇魚は電話に出る。

「勇魚やっほー」

　ハイテンションのミクの声が響く。

　勇魚の不快指数が更に上昇する。

「ねーねー、勇魚明日って暇？」

　もちろん、暇だ。

　期末試験は赤点を免れたので補習に出なくていいし、美術部は夏休みは開店休業中だ。やることなんてない。

「この間会った西にし高の人達たちとまた会う事になったんだけどさー」

「行かない」

　勇魚いさなはそのまま携帯を切ろうとしたが、ミクが慌あわてた声を出す。

「そんなこと言わないでさー。高たか橋はしくんって子覚えているでしょ？　勇魚のこと気に入っててさ。是非また会いたいって」

「嫌だよ」

「どうして？　いい人だったじゃない」

　高橋という人のことは覚えている。

　この間、秋あき島しま西にし高の男子三人とマックで会った。

　こっちも秋島高校美術部の三人で、いわゆるコンパみたいなものだった。

　勇魚は数合わせでミクに連れて行かれたのだが、その時に高橋という人がやたら話かけてきた。

　高橋はそこそこハンサムで、飲み物を奢おごってくれたりしていい人そうだった。

　けれど、もう一度会いたいとはあまり思えなかった。

「結構話してたじゃない」

「してたけどさー。あたしが歴史小説読むのが好きだって言ってたら、向こうも歴史小説が好きだとか言ってきてさー。それで好きな武将誰だれって聞いたら、徳とく川がわ家いえ康やすとか言ってきたのよ」

「徳川家康の何がいけないの？」

「いけなくないけどさー。その好きな理由聞いたらしどろもどろでさ。明らかに話合わせているの丸わかりで」

「それだけ勇魚のこと気に入ってくれてるんだよ」

　ミクは粘った。

「それにさー、だって、ほら、夏休みなんだよ？　いっぱい遊んで楽しもーよ。彼氏とか作ってさー」

　ミクも『夏休み教』の一人か、と勇魚はがっくりきた。

　夏休み教。『夏休みには素敵なことがある』と信じている宗教のことである。

　無論、勇魚は夏休みに対する信仰は持ち合わせていなかった。

　勇魚は返事をした。

「とにかくあたしは行かないから」

「んー、わかった」

　これ以上は無理だと悟ったのか、ミクは残念そうに電話を切った。

「まったくもー」

　勇魚いさなはぽつりとつぶやいた。

　だから、夏休みって嫌いなのだ。

　夏休みに入ると多くの人は『夏休み教』の信者になる。夏休みに、何かあると思ったり、何か特別な行動をとる必要があるという強迫観念に駆られたりするのだ。

　誤解だっつの、錯覚だっつの、思い込みだっつの。

　勇魚は強くそう思う。

　夏休みに何かあるわけがない。

　暑くて退屈な日常の繰り返し。それが夏休みなのだ。

　平穏、平凡に過ごすことが肝要なのだ。

　夏休みに日常と違うイベントなどあるはずがないし、求めてはいけないのだ。そんなものを求めても徒労に終わり、疲労を得るだけだ。

　人間、平凡に生きるべきなのだ。

　そこそこの成績をとり、そこそこ働き、自分の好きな趣味を楽しむ。それが一番なのだ。

　波乱万丈な人生など、勇魚からもっとも遠い存在だった。

　だから、夏休みにひと夏のイベントを……という考えが勇魚は大嫌いだった。

　夏は、その季節が過ぎ去るのをじっと待つ季節なのだ。

　太陽の下にいると、その考えが正しいことが嫌でもわかる。

　……早く帰ろう。

　勇魚は『猫道』を通って帰ることにした。

『猫道』とは細い裏路地のことである。猫が通るような狭い道で、人一人通るのがやっとの道だ。もっとも『猫道』と呼んでいるのは勇魚だけなのだが。

　道は狭いが駅から家に帰るときの近道なので、勇魚はよく利用している。おまけに日が当たらないので、夏は涼しくて重宝する。

　大通りから猫道に入った。猫道は薄暗く、大通りの喧けん騒そうが遠くに聞こえてくる他ほかは、概して静かだった。

　ブロックや大型不燃物が行く手を阻むように不規則に置かれている。だが、この道をよく利用している勇魚にとっては、何の障害にもならなかった。ひょいひょいと障害物を避よけて歩いていく。

　放置されている冷蔵庫の上に、暑さでぐてっとしている猫が寝ている。寝ているというよりも、寝転がっていると言ったほうがいい。

　勇魚はこの猫に見覚えがあった。いつも俊敏な動きで路地を駆け巡っている猫だ。その姿からは想像もできないような姿だった。

　暑さは野生を堕落させるな、と勇魚は思った。　

　その時、勇魚は自分の靴先にやわらかい感触を感じた。何かに蹴け躓つまずいたようだった。

　勇魚は自分の足元に視線を移す。　

　それは、忍者だった。

　しかもペアだ。

　青い忍装束に身を包んでいる女の子二人が、折り重なるように地面に倒れている。

　忍装束の次に勇魚いさなの目を引くのは、二人の髪の色だった。一人は金髪で、一人は赤毛だ。二人とも、背中に刀を背負っている。

　青の忍装束に、金髪と赤毛。

　信号機みたいだな、と勇魚はぼんやりと思った。

　外人のコスプレの行き倒れだろうか。それにしても、こんな細い裏路地で行き倒れているのはただ事ではない。

　暑さにやられてしまったのだろうか。

　勇魚はかがみ込み、二人に声をかけた。

「大丈夫ですか？」

「……ん」

　金髪の忍者から微かすかに反応が返ってきた。

「あの、救急車呼びましょうか？」

「何か……」

「？」

「何か……食べる物を……」

　金髪の忍者が、搾り出すような声を出す。　

　勇魚は、鞄かばんから昼食の残りの焼きそばパンを出した。

　スーパーで見かけた焼きそばパンがおいしそうだったので二つ買ってしまったが、一個食べただけで満足してしまった。焼きそばパンは確かにおいしかったが、暑いせいもあり、普段より食欲が減退していたのだ。

　勇魚が鞄から焼きそばパンを出すや否や、金髪の忍者がひったくるように奪い取った。

「おいサイゾー、これで助かるぞ！」

　金髪の忍者は焼そばパンを二つに分け、その半分を赤毛の忍者に渡す。

「かたじけない」

「かたじけないでござる」

　二人は勇魚を拝みながら焼そばパンを口に運んだ。両人の目にはうっすらと涙が浮かんでいる。

　勇魚は直感的に悟った。

　やばい。

　この二人はやばい。

「そ、それじゃ……」

　勇魚は逃げるように回れ右をし、早足で歩いた。今まで来た道を半分ほど戻ったところで一回だけ、後ろを振り返る。

　二人は焼きそばパンに夢中でかぶりついていた。

　勇魚いさなの背筋がぞわっとした。

　勇魚は全速力で駆け出した。息が切れるまで必死に走り、大通りに戻った。

　ハーハー、と息を吐く。走ったせいで全身汗だくだった。

　だ、大丈夫だよね……。

　勇魚はこわごわ振り返った。

　だが、後ろには誰だれもいない。通りがかった買い物帰りのおばさんが息が切れている勇魚を不思議そうに見ていたが、勇魚は気にしないことにした。

　よかった。勇魚はほっと息を吐く。

　なんだったんだろう、あれ？　勇魚は二人の正体について思いを巡らせたが、やがて考えるのをやめた。考えるだけ無駄な気がしたからだ。

　焼きそばパンはもったいなかったけれど、正体不明の忍者と係かかわり合いになるよりずっといい。

　勇魚は呼吸を整えながら家に帰った。

　勇魚の家は住宅地にある典型的な建売住宅だ。父、母、姉、勇魚の四人家族だが、姉は大学進学と共に家を出ているので、今は三人で暮らしている。

「ただいまー」

　玄関で靴を脱ぎ、廊下を歩く。

　台所では母親が夕食の準備をしているようだった。みじん切りのリズミカルな音が聞こえてくる。

　二階に上がろうとすると、夕飯準備中の母親から声をかけられた。

「勇魚、ちょっと夕飯作るの手伝って」

「んー、あとでー」

　勇魚は生返事で答えつつ、階段を上った。

　正直言って、夕飯を作る手伝いなどしたくない。

　部屋で買って来た雑誌を読みたかった。

　勇魚が買ってきたのは『ＳＥＮＧＯＫＵ』という雑誌だ。

　古今東西の武将達たちが出てくる漫画雑誌で、今月号は武たけ田だ家特集だった。これを逃す手はない。

　夕飯まで時間があるし、自分の部屋で思う存分読みふけりたかった。

　母親の手伝い要請は適当にごまかして、部屋でくつろごう。階段を上がりつつ、勇魚はそう思った。

　勇魚の部屋は昨年まで姉と二人で使っていた。姉は大学進学で家を出たので、今は部屋を一人で使っている。去年までは狭かったが、姉の持ち物が消え去った部屋はとても広かった。フローリングの床をごろごろ転がりながら本を読むのが勇魚は好きだった。

　勇魚は自分の部屋の扉を開けた。

　部屋の中には、忍者が二人いた。

　先程、道で行き倒れていた金髪と赤毛の忍者である。

　金髪の忍者は床に座り込み、熱心に本を読みふけっている。読んでいる本は、勇魚いさなが所有している歴史物の同人誌だった。鎧よろいに身を包んだ隻せき眼がんの武将の表紙が目についた。

　一方の赤毛の忍者は、勇魚のノートパソコンの前にいる。マウスを動かしながら画面を興味深げに覗のぞき込こんでいた。

　勇魚は静かに扉を閉めた。

　階段を下り、台所に入った。鞄かばんを置き、すばやくエプロンを着ける。

　母親の傍そばに寄り添うと、

「何すればいい？」

　と聞いた。

　トマトを手にしていた母親は、びっくりした顔で勇魚を見た。

「あら、どうしたの？　生返事だったからてっきり手伝ってくれないかと思ったのに」

「手伝うよ。だって、ほら、夏休みだから」

　我ながら意味不明だな、と思いながらも勇魚は答えた。

「そう。じゃあそこのじゃがいもの皮を剥むいてくれる？」

　勇魚は包丁を手に取り、じゃがいもの皮を剥き始める。

　母親は勇魚に向かって言った。

「しかし、珍しいわね」

「何が？」

　勇魚はじゃがいもを手にしたまま答える。

「お手伝い頼んでもいつもぶつくさ言って、こっちがうるさく言わないと手伝ってくれないじゃない。あんたが素直にお手伝いする時って何かあるのよね。何か欲しいものがあるときとか、試験の成績が悪かったときとか……」　

　母親は言った。

「何か拾って来たときとか」

　勇魚は思わず手にしていたじゃがいもを床に落とした。

「ちょっと何やってんの、ちゃんとしてよね」

「ご、ごめん」

　勇魚は慌あわてて床に転がったじゃがいもを拾った。水洗いし、再び向き始める。

「ほらいつだったか、子犬を拾ってきたことあったじゃない。道で子犬がお腹なかすかせてたから給食の残りのパンをあげたらついてきちゃったって言って……」

　母親は勇魚に顔を向けて言った。

「言っとくけど、何も飼わないからね」

「わかってるわよ、そんなこと。小学生じゃあるまいし、犬なんて拾ってこないよ」

「猫もお断りよ」

「わかってるって」

　勇魚いさなは答えた。

　道に落ちてた忍者に食べ物をあげたらついてきた、なんて言ったら母親はどんな顔をするだろう、と勇魚は思った。

　いやいや。勇魚は頭を振った。

　自分は疲れているんだ、きっと。

　昨日、歴史小説読んで夜更かししちゃったし。

　自分の部屋で忍者の幻覚を見るなんてどうかしている。

　さっき道で見た忍者が部屋にいるわけがないではないか。

　忍者達たちと別れた勇魚は、どこにも寄り道せずにまっすぐ家に帰った。忍者達が先回りするのは物理的に不可能だ。第一、忍者達が勇魚の家の場所を知りうるはずもない。

　幻覚だ。そうに違いない。

　そもそも、さっき道に行き倒れていた忍者達も幻覚だったのだ。あんな細い道に忍者が行き倒れているはずがない。しかも、金髪と赤毛の忍者なんて。

　しかも、その忍者が自分の部屋でくつろいでいるなんてことがあるはずがない。

　暑さのせいだ。

　今日はとびきり暑かったのに、帽子も被かぶらず外出したせいだ。しかも、夏休みであちこちうろうろして、暑さで頭がぼーっとしていたのだ。

　ご飯食べて、ゆっくりお風ふ呂ろに入れば疲れが取れるはず。そうすれば、さっき自分の部屋で見た幻覚は見えなくなるはずだ。

　勇魚は気を取り直して、じゃがいもの皮を剥むいていった。

　一時間ほど夕食の準備を手伝っている間に、父親が帰って来た。

　勇魚の剥いたじゃがいも達は、肉じゃがとして食卓に出された。

　食事が終わり後片付けを手伝うと、勇魚はお風呂に入った。ちょっぴり熱めのお湯に入り、充分に温まる。

　お風呂から出ると、冷蔵庫から麦茶を取り出し、飲み干した。

　ふー。満足。

　その時、勇魚の脳裏に二人の忍者の姿が浮かんだ。

　金髪の忍者と、赤毛の忍者。

　……いくらなんでも、もう幻覚は見えなくなっているだろう。

　勇魚は麦茶を冷蔵庫にしまうと、部屋への階段を上っていく。

　部屋の前まで来た。

　……幻覚だ、さっきのは幻覚なんだ。

　勇魚は、勢いよく自分の部屋の扉を開けた。

　そこには先程と同じく二人の忍者がいた。

　夕食前に見た光景と同じく、金髪は勇魚秘蔵の同人誌を読みふけり、赤毛はノートパソコンの画面を熱心に見ている。ただし、金髪の忍者が見ている同人誌はさっきの物とは変わっていた。今読んでいるのは、真紅の鎧よろいに身を包んだ真田さなだ幸ゆき村むらが表紙の本だ。

「おお、勇魚いさな殿」

　金髪の忍者が顔を上げ、勇魚を見る。

「喉のどが渇いたのだが、茶など出してはもらえぬか？」

　勇魚は搾り出すように声を出した。

「なっ……なんなのあんたら……」

　赤毛は至極当然のような顔で言った。

「我が名はサイゾー。夜の国から来たシノビでござる。そしてこっちが」

　金髪がぱたんと同人誌を閉じて言った。

「姉のハンゾー。同じくシノビでござる」

　……。

　勇魚は言葉を失った。

　

　　　＊

　

「というわけで、理解して頂けたでござるか？」

「なにが、『と、いうわけ』よ。意味わかんないし」

　勇魚は言った。



    

  
    
      



    

  
    
      　二人がうるさいので、台所から麦茶を持ってきて二人に出した。ハンゾーとサイゾーは勇魚いさなの出した麦茶を満足そうに飲みながら話を始めた。

　二人の話によると、こういうことだった。

　ハンゾーとサイゾーの二人は『夜の国』という、この世界とは別の世界から来たシノビ族という一族の者だった。二人は姉妹で、相性がいいこともあり、いつも二人で組んで仕事をしているらしかった。

　この世界に来た目的は、ある任務の為ためだった。二人はその任務を果たすべく活動していたが、その途中で道に迷ったらしい。

「この世界の地理は複雑怪奇でござる」

　路ろ銀ぎんが尽き、餓えと疲労に襲われあそこで行き倒れていたらしい。

「ちなみに、『任務』については勇魚殿に述べることはでき申さぬ。許して頂きたい」

　赤毛のサイゾーが言った。

「いいよ、別に聞きたくない」

　勇魚は投げやり気味に言った。

　ハンゾーとサイゾーが言っていることを、勇魚はこれっぽちも信じていなかった。

　異世界とかそういうのは漫画や小説やゲームの中だけの話だ。そんなものが現実にあるわけがない。

　一学期の初め、勇魚の所属する一年Ｂ組で自己紹介があった。

　その時に、犬いぬ伏ぶしユージという奴やつが、あるゲームのキャラクターが好きだと言っていた。無論周囲はドン引き。ゲームのやりすぎで、現実と妄想の区別がつかなくなったのだろう。

　今、勇魚の目の前にいる忍者コスプレの二人もその手の類の人間なのだ。忍者のコスプレをしているうちに、自分が忍者だと思い込むようになってしまったに違いない。

　それはいい。それは個人の自由だ。勇魚も文句を言うつもりはない。

　だが、その現実とフィクションの区別がつかなくなった忍者がなぜ自分の部屋にいるのだ？

「事情はわかったから早く出て行ってくれない？　お茶も飲んだし満足でしょ？」

　ハンゾーとサイゾーは顔を見合わせ、頷うなずいた。

　ハンゾーが口を開く。

「我々は、しばらく勇魚殿の部屋にご厄介になりたいと思っておる」

「なんでよ、冗談じゃないわ！」

　勇魚は思わず大きな声を出した。

　こんな正体不明の連中と係かかわり合いになるのはまっぴらだった。

　平穏無事に生きるのが勇魚のモットーである。

　そのモットーと真逆の存在である忍者姉妹に自分の生活に干渉されたくなかった。

「何しろ我々は勇魚殿に命を救われた身」

　赤毛のサイゾーが言った。

「その恩を返すまではこの場所を離れるわけには参らぬ」

「流石さすがだな、妹よ」

　金髪のハンゾーが深く頷うなずく。

「シノビ族は義理堅いのだ。命の恩人を放ほうって他よ所そへ行くなど、部族の沽券にかかわる」

「さようさよう。礼と義はシノビ族の基本であるからな」

　二人の忍者は深く頷きあう。

「それにしては随分とあたしの部屋でくつろいでいたみたいだけど」

　勇魚いさなは改めて部屋の惨状を見渡した。

　勇魚秘蔵の戦国ジャンル同人誌が床に散乱している。期末試験の後に半日かけて整理収納した同人誌の半分以上が、本棚から出されていた。

　それだけでなく、ストックしておいたポテトチップスの残ざん骸がいも散らかっている。

　ゆっくり食べようと楽しみにしていたのに……。

　勇魚は悔しかったが、この二人の存在に比べたら些さ事じに過ぎない。

「礼とか義理とかそーゆーのいいから出て行ってくれない？　あんたらが出て行ってくれることが一番の礼よ」

　二人は顔を見合わせたが、やがてサイゾーが言った。

「これは、あれだな。ツンデレという奴やつだな」

「そうそう。さっき見た本に載っておったぞ」

　忍者達たちの言葉に、勇魚は再び大声を出す。

「余計な知識を身につけるんじゃない！」

　その時、階下から母親の声がした。

「どうしたの、勇魚」

　母親が階段を上ってくる足音がする。

　まずい、非常にまずい。

　だが、勇魚にはどうしようもない。あと数秒で母親がこの部屋の扉を開ける。その行為を防ぐのは不可能だ。

　勇魚は、忍者達がこの部屋にいることの言い訳を考え始めた。

　とりあえず学校の友達って紹介すれば……いやでも玄関から来てもないのにそんなこと言えるはずもない。というか、ハンゾーとサイゾーはどこから家に入ったんだ？

　勇魚が考えているうちに、部屋の扉が開いた。　

「夜に大きな声出すんじゃないわよー」

　声と同時に母親が姿を現した。そして、部屋の様子を見て表情を曇らせる。

「まー、こんなに散らかして。ちゃんと片付けなさいよ」

　勇魚は部屋を見渡した。

　同人誌が部屋に散乱し、ポテトチップスの残骸もちらかっている。

　しかし、二人の忍者達の姿はどこにもなかった。

「あ、あれ？」

「あれ？　じゃないわよ。さっさと片付けて寝なさいよ」

　そう言うと、母親は部屋を出て行った。

　勇魚いさなはほっと息を吐いた。

「あー、寿命が縮んだ」

「危ないところでござったな」

「まったく」

　気づくと、ハンゾーとサイゾーが横にいた。

「どこに居たの？」

「天井裏に身を潜めていたのでござるよ」

「天井裏って、どこから天井裏に入ったのよ」

「シノビの術を持ってすれば、このくらいのことはわけもござらぬ。急だったのでちょっと危なかったでござったが」

「危なかったのはあたしよ！」

「声が大きいでござるよ。また母上様が来るでござる」

　サイゾーが言った。悔しいがサイゾーの言う通りだ。

　勇魚は慌あわてて声のトーンを落とす。

「とにかく、出ていってよね二人とも」

　だが、勇魚の言葉に二人は動じなかった。

　ハンゾーは笑顔を作って言った。

「遠慮は無用でござるぞ、勇魚殿」

「遠慮じゃないっつの。第一、どうやってあたしの部屋に入ったの？　そもそもあたしの家の場所をどうやって知ったのよ？」

「もちろん、後をつけたのでござるよ」

　悪びれる様子もなく、ハンゾーは続ける。

「勇魚殿に気づかれぬよう尾行し、勇魚殿が玄関から家に入る隙すきに、この部屋の窓から中に入ったのでござる」

「窓には鍵かぎかけておいたはずなんだけど」

「忍者の前では鍵など無用の長物でござる」

　ハンゾーは胸を張った。

　最悪だ。勇魚は思った。

　やっぱり行き倒れの忍者なんかに近づくんじゃなかった。　

　今後は、忍者が行き倒れていても無視することにしよう。

「正直言って、我々も任務を遂行するのに、拠点が必要なのでござるよ」

「礼とか義とか言わずに最初からそう言いなさいよね」

「では我々をここに置いてくれるのでござるか？」

　ハンゾーは餌えさを出された犬のような笑みを浮かべる。

「そんなわけないでしょ」

　勇魚いさなはきっぱりと言った。

「そこをなんとか」

「駄目」

「どうしてもか」

「駄目なものは駄目」

　うむむ、とハンゾーが腕を組んだ。その端正な顔が歪ゆがむ。

　改めて見ると、二人は美形だった。

　二人ともくっきりとした目鼻立ちをしており、つぶらな瞳ひとみは育ちのいい血統書付きの小型犬を連想させる。

　それだけに、青い忍装束と背中に背負っている刀が異質なものに見えた。

　二人のやりとりを黙って見ていたサイゾーが言った。

「仕方ない。切り札を出すしかなかろう、姉者」

「うむ。それしかあるまいな、妹よ」

　ハンゾーは深く頷うなずく。

「な、なにをする気よ？」

「勇魚殿は父母と一緒に住んでいるのでござろう」

「それが、どうしたっていうのよ」

「母上様にこのような本を見せてもよいのでござるか？」

　ハンゾーは勇魚に一冊の本を見せ付ける。

　それは勇魚所有の同人誌だった。

　しかも、本棚に収納してある普通の同人誌ではない。机の引き出しの奥深くに隠し持っていた秘蔵の本だった。

　半裸の伊だ達て政まさ宗むねとその部下である片かた倉くら小こ十じゆう郎ろうが絡み合う表紙が勇魚の視界に入る。

「わわわわわっ！」

　勇魚はひったくるようにその同人誌を奪い取った。

「人が隠しているものを見つけるんじゃない！」

「その割にはたくさんあったぞ。ほら」

　ハンゾーは『奥おう州しゆう探たん題だいシリーズ』の同人誌を何冊も取り出した。

「引き出しには鍵かぎかけてたはずなのに！」

「さっき言ったではないか。忍者の前に鍵など無意味だと、なあ」

　ハンゾーの問いにサイゾーが深く頷く。いつの間にか、手には勇魚愛用のノートパソコンがあった。

「そんなに慌あわてることはあるまい。ノートパソコンの『秘蔵』という名のフォルダにも似たような絵のデータがたくさんあったぞ」

「そ、そのフォルダにもパスワードをかけておいたはずなのに」

「忍者の前にはそーゆー物は無用でござる」

　サイゾーはノートパソコンの画面を勇魚いさなに見せた。

　そこでは、徳とく川がわ家いえ康やす（美少年）とその部下である石いし川かわ数かず正まさ（美少年）が抱き合っているイラストが画面に大写しになっている。

　勇魚は叫びだそうとする自分の口を必死に押さえた。また大声を聞きつけた母親に踏み込まれたら、勇魚の人生は終わってしまう。

　サイゾーは冷静にノートパソコンを閉じた。

「母上様に見つかると少々まずいことになるのでござろう？」

「……脅す気？」

「取引でござるよ取引」

　ハンゾーとサイゾーはにこにこ笑っている。その笑顔が憎たらしかった。

「なに、ご心配には及ばぬ。天井裏を少しばかり貸していただければ」

「天井裏？」

「あとは一日一いち汁じゆう一いつ菜さいの食事さえ頂ければ、文句は言い申さぬ」

　勇魚とハンゾーはしばらくの間、見つめあった。

　そして勇魚はがっくりと肩を落とした。

　こうして、ハンゾーとサイゾーは勇魚の家に居い候そうろうすることになった。

　

　　　＊

　

　三日後。

　外出先から部屋に帰ってきた勇魚は、たまりかねて二人に声を上げた。

「あんたらいつまでゴロゴロする気？！」

　ハンゾーとサイゾーの二人は不思議そうに勇魚を見ている。

　ハンゾーは床に寝転がったまま勇魚を見ている。手には相変わらず勇魚秘蔵の同人誌があった。

　サイゾーは床に座ってこそいるが、あぐらをかき、勇魚のノートパソコンでネットをしていた。

　床にはおにぎりが載っていた皿もある。勇魚が二人の昼食用に作らされたおにぎりはしっかり消費されていた。

「どうしたのでござる。何か問題でも？」

「ひがな一日ごろごろごろごろして、同人誌読んだりネットばっかりして！　任務とやらはどーなったの？」

　勇魚の言葉に、ハンゾーは些かも動じなかった。

「今は時を待っているのでござる」

「いったいいつまで待てばいいのよ！」

「あせりは禁物でござるよ」

　ハンゾーはそう言うと、再び同人誌に目を落とす。

　勇魚いさなは母親の気持ちが少しわかったような気がした。

　勇魚も、夏休みに入ってゴロゴロしていたら母親に叱しかられたのだ。その時はうるさいなーと思っていたが、今なら母親の気持ちがわかる。

　何ら目的も持たずゴロゴロしている人間を見ると、確かに文句の一つも言いたくなる。

　だが、その母親の気持ちがわかったところで、勇魚のイライラが解決するわけもなかった。

「今、いいとこなのでござる。静かにして頂けるとうれしいでござる」

　ハンゾーが同人誌に目を落としたまま言った。ページの端にちらりと半裸のイラストが見える。

　確かに、いいところらしかった。

　ネットをしていたサイゾーが口を挟んだ。

「勇魚殿、ご心配には及ばぬ。任務は着々と進んでおる」

「どこが？」

　サイゾーが見ていたパソコンの画面にはＷＥＢ漫画のページが映っていた。美形の島しま津づ義よし弘ひろと美少年の石いし田だ三みつ成なりが見つめあっているシーンだった。

　この後の展開が予測できるシーンだけに、勇魚は頭が痛くなった。

「勇魚殿のご懸念もわかる。我々のことを心配しているのであろう」

「一ナノミクロンも心配してないけど」

　勇魚は言った。

「そんなに無理しなくてもよい。勇魚殿はツンデレなのだろう」

「ツンデレじゃない。ツンデレってゆーのは小こ谷たに城攻略の時の信長が秀ひで吉よしに……」

　言いかけて勇魚は口を閉じた。何を真面目まじめに説明しようとしているんだあたしは。

「とにかく、ゴロゴロしてないで何かしたらどうなの？」

　数日前に母親に言われた台詞せりふそのままだったが、二人の忍者に向けてそう言った。

「心配ご無用。我々は明日からしばらく働きに出ることにした」

　サイゾーの言葉に同人誌を読んでいたハンゾーが反応した。

「お、仕事が見つかったか」

　ハンゾーがサイゾーのノートパソコンのところにやってくる。

「うむ。ネットでバイトのサイトに登録したところ、すぐに返信が来た。明日からやれるバイトがいくつかあるみたいだ」

　こいつら、完全にこの世界に順応してるな、と勇魚は思った。

　やっぱり、夜の国から来たとかシノビ族とかそういうの全部ウソで、やっぱりただのコスプレ好きな外国人なのかもしれない。

　いずれにしろ、バイトでもなんでもいいから外に出て欲しい。そして二度と帰ってきて欲しくなかった。

「複数のサイトに登録しておけよ。ちゃんと時給を比較するのだ。そして一番いい時給のところで働こう」

「抜け目ないな。さすが、姉者」

「そういうわけで、我々は明日から出かけるでござる」　

　ハンゾーは勇魚いさなに向かってそう言った。

　

　翌日、勇魚が起きた頃には、すでに二人はいなかった。

　いつもだと勇魚が起きる頃には、二人は既に起床していて同人誌を読んだり、パソコンを立ち上げて作業していた。勇魚が寝るときも同じ姿なので、二人が何時に寝て何時に起きるのか知らなかった。

　だが、今日は二人の姿は見えない。昨日言っていたように、バイトに出かけたらしかった。

　勇魚はその日外出し、夕方に家に帰ってきた。

　部屋に戻ったが、二人の忍者の姿はなかった。

　それから数日、忍者達たちは戻ってこなかった。

　勇魚は拍子抜けしてしまった。

　もしかしたら、夜の国とやらに帰ったのかもしれないな、と勇魚は思った。そして、そうあって欲しいと願った。

　そうすれば、平穏な日常が帰ってくる。

　勇魚は祈るように数日間を過ごした。

　もちろん、二人は帰ってきた。

　数日後、勇魚が部屋に帰るとハンゾーとサイゾーが帰ってきていた。

　勇魚は気分がマリアナ海溝付近まで落ちていくのを感じた。

「おかえり、勇魚殿」

　ハンゾーが読んでいた同人誌から顔を上げ言った。

　サイゾーに至っては返事もせずにパソコンに見入っている。

「帰って来たのね……」

「遅くなって済まぬ。いろいろとこちらにも都合がござってな」

「永遠に遅くなっていいのに」

　その時、勇魚は気づいた。

　サイゾーが手にしている同人誌は、勇魚の所有する同人誌ではなかった。

　よく見ると、部屋の床一面に散らばっている同人誌はすべて見覚えのない同人誌だった。勇魚は同人誌の一つを手に取りぱらぱらとめくる。間違いなく、勇魚所有の同人誌ではない。

「これ、どーしたの？」

「無論、買ったのでござるよ」

　ハンゾーが自慢げに答える。

「引越しのアルバイトをしたら、結構な給金を頂いたでござる」

　サイゾーがハンゾーの言葉を継いだ。

「その帰り道に同人誌を扱っている書店に行って買ってきたのでござるよ」

　そういえば、パソコンのネット検索履歴に同人誌専門書店の名があった。

　こいつら、そこまでリサーチしていたとは。

　しかし、二人の『任務』とは同人誌を買い集めることなのだろうか？

「で？」

「で、とは？」

「居い候そうろう代とか、あたしに御お土産みやげとかないの？」

「ないでござる」

　二人は口を揃そろえて言った。

「同人誌を買うのに給金は使い果たしたでござる」

「あんたら同人誌を買うのが任務なの？」

「そんなわけないでござろう」

　ハンゾーは言った。

　勇魚いさなはムッとして反論する。

「じゃあ『任務』とやらはどうなったのよ？」

「それでござるが……」

　ハンゾーが同人誌をパタンと閉じ、勇魚の方に差し出した。

「そ、それは『戦せん国ごく太たい平へい記き』」

「さよう」

　ハンゾーはにやりと笑う。

『戦国太平記』とは、知る人ぞ知る幻の同人誌である。今第一線で活躍している漫画家や小説家達たちが、まだ売れない新人だった頃に作った同人誌で、評価が高い。現存部数も少なく、ネットオークションに出せば必ず高値が付くという逸品だ。

「給金の大半をつぎ込んだでござる」

　勇魚がその本を手に取ろうとしたが、ハンゾーは勇魚の手を押さえる。

「何するのよ！」

「これを無料で見せるわけにはいかないでござる」

「なぜ！」

「これは我らの数日間における労働の証あかし。おいそれと他人に見せるわけにはいかぬでござるよ」

「自分達が楽しめればそれでいいっていうの？」

「いや、そうではないでござる」

　ハンゾーが言った。

「勇魚いさな殿にも読んで楽しんで頂きたい」

「じゃあさっさと見せなさいよ！」

「そうはいかぬ」

　いつの間にか、サイゾーがノートパソコンを手に近づいてきていた。

「勇魚殿にお願いがあるのでござる」

「な、なによ」

「そんなに身構えなくても大丈夫でござるよ。暗殺とか破壊工作の類ではござらぬ」

　当たり前だ。

　一介の平凡な女子高生である勇魚にそんなことができるわけがない。

「ここに行ってもらいたいのでござるよ」

　サイゾーはブックマークをダブルクリックする。

　ノートパソコンに映し出されたサイトをサイゾーは勇魚に見せた。

「……侍喫茶？」

　

　翌日。

　サイトにあった地図のプリントアウトを頼りに、勇魚は侍喫茶にたどり着いた。

　こんな喫茶店があったとは知らなかった。

　店が入っているビルの前で、『侍喫茶・武家屋敷』という看板を見ながら、勇魚はそう思った。

　サイトには『御お館やかた様さまの御帰還を御待ち申しております』という文章があった。どうやら侍喫茶とはメイド喫茶などと同じようなコンセプトの喫茶店らしかった。

　要するに、メイド喫茶がメイド姿のウエイトレスが接客してくれるのと同じように、侍喫茶は侍姿のウエイトレスが接客してくれらしい。

　勇魚は階段を上り、二階にある侍喫茶の前に立った。重厚そうな店の扉を開けて中に入る。

　入り口のすぐ近くに鎧よろい姿の女の子がいた。勇魚の来店に気づくとがちゃがちゃと鎧の音をたてて近づいてくる。

　勇魚ににっこりと笑いかけてきた。

「お帰りなさいませ、奥おく方がた様さま」

　奥方様、と呼ばれているのが自分だとわかるのに数秒かかった。

　勇魚は鎧姿の女の子に促されて、店の奥へと進む。

　店の中は雅楽が流れており、断続的にししおどしの音も聞こえる。部屋の一つ一つは障しよう子じで区切られていた。部屋数はそれほど多くはなさそうだが、その分ゆったりと作られていそうだ。

　勇魚いさなは店の様子を窺うかがいながら思った。

　この店、できる。

　店員がつけている刀や鎧よろいのつくりが本物志向だ。

　勇魚は、鎧よろい兜かぶとを見るのが好きだった。鎧兜や刀とう槍そうを展示している博物館や美術館に足を運んだこともあるし、商品として鎧を扱っている古美術商の店にも何度か行ったことがある。

　その勇魚の目から見て、店員が着けている鎧や腰に差している刀は本物に見えた。

　こういう戦国武者のコスプレも幾度か見たことがあるが、どんなに頑張っても本物の質感は出せない。布やプラスチックで作ると、遠目なら問題ないが、近くで見るとどうしても本物に比べて見劣りしてしまう。費用や安全上の問題から鎧や刀を本物の材質で作るわけにはいかないので、当然と言えば当然と言えた。

　だが、侍喫茶の店員が着けている鎧や刀は、本物そっくりに見えるのだ。何より、鎧の発する音が重い。実際に鉄などの金属で作らなければこんな音はしないはずだった。

　今自分を案内してくれている女の子はもちろん、他ほかの店員が着けている刀や鎧も勇魚には本物に見える。鎧を着けていない店員もいるが、どの店員も刀は差しており、その刀も作り物とは到底思えなかった。

　まさかこの刀とか鎧って本物なんじゃあ……。

「内うち田ださんじゃん」

「ひゃあっ！」

　ふいに後ろから声をかけられて、勇魚は飛び上がった。

　勇魚が振り返ると、そこにはクラスメートの如月きさらぎがいた。障しよう子じから顔を出し、こちらを見ている。

　な、なんで如月がこんなところにいるの？

　全身から変な汗が出てきた。

「こんなところで内田さんと会うとは思わなかったなー。内田さんも侍喫茶に興味あるの？」

「ま、まあそんなところ」

　と勇魚は言った。

　居い候そうろうの忍者に偵察を頼まれたとはとても言えなかった。

　ハンゾーとサイゾーの二人によると、この店は二人と同じく夜の国から来た一族がやっている喫茶店らしい。サムライ族という種族らしかった。

　偵察って何をすればいいの？　と勇魚は聞いたが、とりあえず様子を見てくるだけでいいと二人は言った。

　まてよ、と勇魚は思った。

　ここは如月と一緒にいるのがいいかもしれない。

　ハンゾーもサイゾーも明言こそしなかったが、どうも二人とこの喫茶店にいるサムライ族は友好的ではないようだった。二人がサムライ族について話すときに、端々に非友好的なニュアンスを感じたのだ。

　勇魚いさなにとっては、二人がサムライ族と友好的であろうがなかろうがどうでもいい。どうでもいいが、万が一、勇魚がシノビ族の二人の依頼でサムライ喫茶に偵察に来たことがばれると、少々やっかいだ。

　シノビ族とサムライ族の関係によっては、勇魚の身に危険が及ぶことになる。

　従って、この喫茶店のサムライ族には普通の客だと思われる方が都合がいい。

　そうなると、如月きさらぎと同席するのが最善の手なのではなかろうか。

　勇魚は如月に向かって言った。

「せっかくだし、相席してもいい？」

「もちろん」

　如月は即答した。目が輝いている。

　勇魚は如月と同じ席に座った。

　如月は勇魚と同じ一年Ｂ組のクラスメートだった。犬いぬ伏ぶしや原はら田だ達たちとよく一緒にいる奴やつだ。勇魚は如月と話したことはほとんどないが、四し方ほう堂どうがあの三人のことを『三さん馬ば鹿か』と呼んでいたことは知っている。

「いやー、内うち田ださんが侍喫茶に興味あるとは思わなかったなー」

　もちろん侍喫茶なんかに興味はないが、勇魚はあいまいに頷うなずいた。



    

  
    
      



    

  
    
      「戦国武将とか好き？」

　勇魚いさなは頷うなずく。それはすごく好きだ。

「一番好きな戦国武将誰だれ？」

　やっかいな質問が来た。

　勇魚は戦国武将が好きだ。すごく好きだ。

　それだけに、好きな武将を聞かれると微妙な気分になる。

　何な故ぜかというと、勇魚が好きな武将を言うと皆一様に首を捻ひねるのだ。

　普通の人は、徳とく川がわ家いえ康やすとか上うえ杉すぎ謙けん信しんとかそういう有名武将が好きであり、勇魚が好きな武将は知らない場合がほとんどだった。

　勇魚もそれらの有名武将は好きだが、最も好きな武将はそういう有名武将ではなかった。

　勇魚は意を決して言った。

「……石いし川かわ数かず正まさ」

　まただ。また首を捻られるんだ。

　はいはい、わかってる。わかってるわよ。慣れっこです、そんなの。

　だが、如月きさらぎから返ってきた答えは意外なものだった。

「石川数正いいよねー。秀ひで吉よしと戦おうといきり立つ徳川武士団を諌めてさー。苦労人だらけの徳川家臣団の中でも白はく眉びだよねー」

　むむ。

　勇魚は表情を歪ゆがめる。

「？　内うち田ださん、どうかした？」

「なんでもないよ」

　勇魚は言った。

　こいつ、できるな。

　少なくとも、勇魚に話を合わせているわけではないことだけは確かだ。

　石川数正、と聞いて即座に反応するのがその証拠だ。

「じゃあ如月が一番好きな武将って誰？」

「うーん、いっぱいいるけど強しいて言うなら毛もう利り勝かつ永ながかなー。真田さなだ幸ゆき村むらの影に隠れているけど、大おお坂さか夏なつの陣じんでの活躍はすげーでしょ」

　同類だ。

　勇魚は確信した。

　如月は勇魚に話を合わせているわけではなく、本当に戦国武将が好きなのだ。

　好きな武将に真田幸村ではなく毛利勝永というマイナー所を挙げるなど只ただ者ものではない。

「内田さんは他ほかに好きな武将は？」

「羽は柴しば秀ひで長ながかな」

「内田さん有能なナンバー二好きだね。でも確かに秀吉の政権運営が安定した時期の功績は秀長に拠よるところが大きいよなー」

「そうそう。その辺をわかってくれる人が少ないんだけど」

　勇魚いさなは思わず笑顔で答える。

　その時、新しん撰せん組ぐみ姿のウエイトレスが注文を取りに来た。

　如月きさらぎは『戦国セット・夏の陣』を頼んだ。お勧めだというので、勇魚も同じものを頼んだ。

　注文が終わると、急に如月がそわそわしだした。落ちつかなげに入り口付近を見たりしている。

　勇魚は見かねて如月に聞いてみた。

「誰だれか捜してるの？」

「捜しているとかじゃないけど」

　そう言っていた如月の表情が急に明るくなった。

　着流しの女の人が店に現れた。店内のウエイトレスの背筋が一様にぴんと伸び、入ってきた女の人に頭を下げる。

　女の人は、如月の姿を見つけると近くまでやってきて、如月に声をかけた。

「どうも」

「鈴すず蘭らんさん！」

　如月の声が明るくなる。

　鈴蘭と呼ばれた人は優雅な動作で席に腰を下ろした。

「如月くん、いつも来てくれてありがとう」

「いいえ、鈴蘭さんに会えるならいつでも来ます！」

　如月の目が輝いている。

　侍ウエイトレスが、注文したセットを持ってきた。

『戦国セット・夏の陣』は、草くさ団だん子ごに麦茶がセットになったものだった。侍ウエイトレスは、如月と勇魚の前に団子と湯のみを置くと深々と礼をし、去っていった。

　草団子を口にすると、ひんやりとしてとてもおいしい。甘さも抑え目で勇魚の好みだった。

　鈴蘭はひとしきり如月と話していたが、話が一段落すると勇魚の方に向き直った。

「こちらは初めての御方だったかな。私はこの店の責任者で、鈴蘭と申す」

　鈴蘭はそう言った。

「あ、どうも」

　勇魚は釣られるように挨あい拶さつをした。

「この店は、どちらで知られたのかな？　如月くんに連れてこられたのか？」

「いや、ネットでお店のサイトを見て……」

「ほう。サイトは最近作ったばかりなのに、よく見つけられたな」

「なんとなくさまよっていたら、たどりつきまして……」

　あはは、と勇魚は笑ってごまかした。

　居い候そうろうである忍者が見つけました、なんて言えるはずもない。

「なるほど、なるほど」

　にこやかに鈴すず蘭らんは笑う。

　その時、侍ウエイトレスが鈴蘭に何事か耳打ちした。

「すまん、所用ができた。ゆっくりしていってくれ」

　鈴蘭はそう言うと席を立ち、店の奥に消えていった。

　ふう、と如月きさらぎがため息をつく。

「鈴蘭さんかっこいいよねえ」

　確かに、と勇魚いさなは思った。女の自分から見ても鈴蘭は美形だし、筋の通った美しさがある。刀のような美しさだ、と勇魚は思った。

「如月ってあーゆー人が好みなの？」

「いやいや」

　如月は大げさに手を振って否定した。

「俺おれはただあこがれてるだけだよ。好みとはちょっと違うな」

「そう」

　勇魚は少しほっとした。

　ん？

　なぜほっとするんだ？

「じゃあさっきの話の続きしようか。武たけ田だ家臣の中で誰だれが好き？　俺真田さなだ幸ゆき隆たか」

「あたしは横よこ田た備びつ中ちゆうかな」

「石いし川かわ数かず正まさといい、渋いなー」

　勇魚は戦国セットの麦茶がぬるくなるまで、如月と話し込んだ。

　

　勇魚は家に帰った。

　夕飯を食べた後お風ふ呂ろに入り、両親が寝静まる深夜を待つ。

　下の階から人の気配が消えると、そろそろと台所に降りた。冷蔵庫を開け、残り物を確認する。

　勇魚はカルボナーラを二人前作った。派手な音を立てて母親に気づかれるとやっかいなので、物音を立てないようにコトを運ぶ。

　二人前を大きな皿に載せ、慎重な足取りで、カルボナーラ二人前を自分の部屋に運んだ。

「おお、これはかたじけない」

　忍者の二人は子犬みたいな顔でカルボナーラを受け取った。

「これはうまい」

「この世界の食べ物はうまいな、姉者」

　食事しているときは生き生きしてるな、と勇魚は思った。

　二人が食事のメニューに文句を言わないのも勇魚には助かっていた。もっとも、一番助かるのは二人が出て行ってくれることなのだが。

　食事をしつつ、ハンゾーが話しかけてきた。

「侍喫茶はどうだったでござるか？」

　侍喫茶を脳裏に浮かべつつ勇魚いさなは答える。

「侍がいっぱいいたよ」

「まあ侍喫茶でござるからな」

　ハンゾーが真面目まじめに応答する。

　冗談が通じない忍者は困るな、と勇魚は思った。　

「他ほかには変わったことはなかったでござるか？」

　サイゾーが聞いてきた。

　もちろん、あった。

　勇魚の脳裏に石いし川かわ数かず正まさの顔が浮かぶ。次いで如月きさらぎの顔が浮かんだ。

　勇魚はその二人をとりあえず心の棚に置いた。

　二人を心の棚に置いた後に浮かんできたのは、鈴すず蘭らんという名の侍だった。

「鈴蘭っていうすっごい美人の侍がいた」

　カルボナーラを口に運んでいた二人の動きがぴたりと止まる。

　勇魚は訝いぶかしげに尋ねる。

「どうしたの？」

　ハンゾーが口を開いた。

「読み通りだな、妹よ」

「姉者の読み通りだ。さすがだな、姉者」

　二人は深く頷うなずき、再びカルボナーラを口に運ぶ作業に戻っていった。

　あの鈴蘭という人と、この二人は何か関係あるのだろうか。

　勇魚にはよくわからなかった。

　ただ一つだけ、わかることがある。

　鈴蘭とサイゾーハンゾーが何か関係あったとしても、それは勇魚には関係のないことなのだ。

　勇魚に関係があるのは、二人が買って来た『戦せん国ごく太たい平へい記き』だけだ。その本の為ために、勇魚は侍喫茶に行ってきたのだ。

　勇魚は二人に向かって手を差し出した。

「ちゃんと侍喫茶に行って偵察してきたわよ。本見せてよ」

　だが、勇魚の思いに反してハンゾーは首を振った。

「そうはいかぬ」

「なんでよ、約束は守ったわよ。侍喫茶に行ったら見せてくれるって言ったじゃない」

「一回だけ行けばよい、とは言っておらぬ」

「……明日も行けっての」

　ハンゾーは深く頷うなずいた。

「そうだ。そして鈴すず蘭らんの様子を観察して欲しいのだ」

「鈴蘭さんを？」

「うむ。どんな様子か報告して欲しい」

　なんであたしが、と言いかけたが、勇魚いさなは思いとどまった。

　心の棚にしまっておいた石いし川かわ数かず正まさと如月きさらぎが再び脳裏に現れた。

　そして、今日如月と交わした戦国話の数々を思いだす。

「まあ、いいけどさ……」

　勇魚は口を開き、そう言った。

　

　翌日、勇魚は再び侍喫茶に向かった。

　扉を開けると、見覚えのある侍が勇魚の元にやってきた。

　昨日、注文した品を持ってきてくれた侍だった。

「奥おく方がた様さま、お久しゅうござる」

「昨日も来たんですけど」

「何を言われる。拙せつ者しやはずっと待ちわびていたでござる」

　侍姿のウエイトレスはそう言って、勇魚の手をとった。

　……なんか調子狂うな。

　ここで働いているサムライ族とやらはハンゾーやサイゾーと同じ国の人間らしいが、その事実がなんとなく納得できた。

　勇魚は握られた手を振り解き、店内を見渡す。

　いた。

　本当にいた。

　もしかしたら、と思ったが、如月が店内にいた。しかも、昨日と同じ場所に座っている。

　勇魚は待ち合わせをしているかのように、如月の席に座った。勇魚の姿を認めると、如月はにっこりと笑って言った。

「今日も来たんだ」

「うん、昨日ちょっと面白かったし」

　言い訳するように勇魚は言った。

　昨日と同じように、如月と話し込んだ。勇魚は戦国武将に関しては誰だれよりも詳しいつもりだったが、如月は勇魚と同じかそれ以上だった。

　如月と話しているうちに、戦国武将を題材にした同人誌の話になってきた。そんなことまで知っているんだ、と勇魚は驚いた。

　勇魚が持っている本の話をされると、勇魚はなんとなく面映おもはゆい気分になってきた。さすがに、机の引き出しにしまっておいた種類の同人誌については触れてこなかったので、勇魚はほっと胸をなで下ろした。

　だが、如月きさらぎが『戦せん国ごく太たい平へい記き』について語り出すと、冷静では居られなくなった。

「あの本ネットオークションとか見るとすごい値がついてるんだよね。確かに面白いけど……」

「『戦国太平記』読んだことあるの？」

「うん、うちにあるし」

　勇魚いさなは思わず身を乗り出した。その様子に如月はきょとんとした表情をする。

「もしかして、興味あるの？」

「うん、まあ」

　興味あるどころではないが、勇魚は控えめに希望を告げる。

「じゃあ貸してあげるよ」

「本当？」

「明日もここに来るなら持ってくるけど」

「うん、来るよ」

　勇魚は内面の喜びを隠しつつ言った。

　まさかあの本を如月が持っているとは思わなかった。

　これでハンゾー達たちの言う事を聞かなくてすむ。

　いやまてよ、ハンゾー達の要求は『侍喫茶に行ってこい』なわけで、でも如月から『戦国太平記』を受け取る為ためには、侍喫茶に来ないといけないわけで……。

　勇魚が思案していると、鈴すず蘭らんがやってきた。鈴蘭は、勇魚の顔を見るとにこりと笑う。

「また来てくれたのか。嬉うれしいよ」

「あはははは……」

　勇魚は曖あい昧まいに笑いを返す。

　如月は昨日と同じく熱心に鈴蘭に話しかけていた。鈴蘭はそれに応こたえ、時折満足そうにうんうんと頷うなずく。如月の目は輝いており、今は勇魚も眼中に入っていないようだった。

「鈴蘭さんってどういう人がタイプなんですか？」

　如月が弾んだ声で鈴蘭に聞いた。

「タイプ？」

「どういう感じの人が好きなんですか？」

「そうだな……」

　鈴蘭は形のいい顎あごに手を当てて思案する。その姿は同性である勇魚の目から見ても様になっていた。

　確かに、如月が夢中になってもおかしくない、と勇魚は思った。

「強い男だな。たとえば自分の女がさらわれたら、すぐに救いにくるような……」

「腕っ節が強い人ですね」

「いや、そうとも限らん」

　鈴蘭は言った。

「自分が惚ほれた女の為ためなら見境なく救いにくるという馬ば鹿かさ加減も強い男の条件だ」

「そーですかー」

　如月きさらぎは尊敬の眼まな差ざしを鈴すず蘭らんに向けていた。

　如月と鈴蘭はその後も話し込んでいたが、しばらくすると如月が席を立った。どうやらトイレらしかった。如月の席の前にある空からの湯のみを見るに、如月は勇魚いさなが来るかなり前からいたらしく、お茶の飲み過ぎだろうことが窺うかがえる。

　如月が席から去ると、鈴蘭は勇魚の方を向いた。そしてじりっと勇魚の方に身を寄せる。

　そして、花が開くようにゆっくりと微笑ほほえんだ。

「はは……」

　勇魚も釣られて笑顔をつくる。

　鈴蘭は、勇魚にしなだれかかった。倒れこむように、勇魚の胸に顔をうずめる。

　鈴蘭の手が勇魚の胸に触れた。

「ふむ。なかなか大きいな」

「な、なにするんですか！」

　勇魚は振り払おうとしたが、体が動かなかった。

　鈴蘭の体重のかけ方が絶妙で、身動きできない。

　これは武術の技だ、と勇魚は直感的に悟った。

　勇魚の困惑を他よ所そに鈴蘭の行動はエスカレートしていった。胸元に顔を動かし、くんくん、と匂いを嗅かぐ。

「え、ちょっとやめてください」

「いい匂いだ」　

　鈴蘭は顔を勇魚の傍そばに寄せた。鈴蘭の顔が迫る。勇魚は反射的に目を閉じる。

　鈴蘭は、耳元でぽそりと呟つぶやいた。

「シノビの匂いがする」

　勇魚の体温が一気に下がった。

「それって、どういう……」

　鈴蘭はクスリと笑う。

「奴やつらに言っとけ。俺おれはいつでも受けてたつとな。あと、この国の人間を使うのはやめろと伝えてくれ」

　鈴蘭は勇魚から身を離した。

　絶妙のタイミングで如月が席に戻ってくる。

「内うち田ださんとなんの話してたんですか？」

　如月が鈴蘭に聞いた。

　勇魚はごくん、と唾つばを飲み込む。

「内緒話だよ。女同士の内緒の話さ」

　鈴蘭はいたずらっぽく笑って言った。

　

　深夜。

　忍者達たちの食事タイムである。

　忍者達は勇魚いさなの作ったアラビアータに夢中になっていた。

「うまい」

「うまいでござる」

　二人は争うようにアラビアータをかっこんでいる。

　これだけおいしそうに食べてくれると、ちょっとうれしい。あくまでちょっとだけだけれど。

　しかし、勇魚は忍者達の幸福を壊す話をしなければいけない。

　鈴すず蘭らんの話だ。

「大変言い辛づらいんだけど」

　と勇魚は切り出した。

　忍者達二人は、勇魚に顔を向ける。

　ハンゾーはフォークを置き勇魚を見たが、サイゾーは口に運びかけのフォークを途中で止めたまま勇魚の方に向き直った。

「今日、鈴蘭さんと話したんだけど」

　二人の表情が微妙に変化する。

「何か、言ってたでござるか？」

「いつでも受けてたつ、だって」

　二人の皿が床に落下する。

　幸い、アラビアータの中身はほとんど無事だった。

「あんた達、何やってるのよ」

　勇魚はこぼれたアラビアータをティッシュで掃そう除じしつつ言ったが、その言葉を二人は無視した。

「これはまずいな、姉者」

「うむ。こうも早く察せられるとは」

「サムライ族一の曲くせ者ものだけはあるな」

「正面きって戦って勝てる相手ではない。策を練らねばいかぬな」

　二人はそう言うと、再び皿を手に取った。

「その為ためにも……」

「わかってるわよ、明日も行けばいいんでしょ」

「妙に物わかりがいいでござるな」

「あんた達の思考パターンはわかってきたわよ」

　勇魚は言った。

　二人に言われなくても、如月きさらぎから『戦せん国ごく太たい平へい記き』を借りるために侍喫茶に行くつもりだった。　

　翌日、勇魚いさなは侍喫茶に向かった。

　勇魚は前日より少し早めに家を出た。如月きさらぎに本を借りられるとわかると、少しでも早く行きたかった。

　駅から出て、商店街を通り侍喫茶へと向かう。

　この道ももう覚えてしまったな、と勇魚は思った。

　如月の顔が脳裏に浮かぶ。

　期待している自分がいる。何とも不思議な気分だった。

　あたしは如月に何を期待しているのだろう。

　もちろん『戦せん国ごく太たい平へい記き』を借りることだ、と勇魚は思った。あの本を借りるために、侍喫茶に向かっているのだ。

　でも、と勇魚は思う。

　本当はそうではない。

　如月と話すことを期待しているのだ。

　如月と歴史小説の話をしたり、戦国武将の話をするのがすごく楽しいのだ。

　今までその手の話ができる人間は勇魚の周りにはいなかった。話をしたとしても勇魚が一方的に話すことがほとんどである場合が多かった。

　自分と同じレベルで話ができるのは、ほとんど初めてのことだったのだ。

　その時、勇魚は如月の姿を見つけた。

　声をかけようとしたが、勇魚は思いとどまった。

　如月がある人物と話していたからである。

　しかもそれは女の子で、勇魚も知っている人間だった。

　四し方ほう堂どうだ。

　如月はクラスメートの四方堂と話していた。

　四方堂は、商店街の団扇うちわで自分を扇あおぎながら言った。

「今日って半額なんだよね」

「同盟フェアの日だからね。チケットあるから大丈夫だよ」

　如月はうれしそうに言った。

　その笑顔は、昨日勇魚と話しているときに見せていた笑顔と同じだった。

　勇魚は二人の会話が聞こえる位置を保ちながら歩き続ける。

　振り向かれたらどうしようと思ったが、二人は会話に夢中で勇魚には気づいていないようだった。

「ところであの本持って来てくれた？」

　四方堂が如月に問いかける。

「持って来たよ」

　如月は鞄かばんから本を出した。

　それは『戦せん国ごく太たい平へい記き』だった。

　ハンゾーが買ってきたものと同じだ。

　そして、如月きさらぎが勇魚いさなに貸してくれると言った本だった。

　如月は四し方ほう堂どうに『戦国太平記』を渡した。

「おー、これこれ。一度読みたかったんだー」

　四方堂は本を受け取り、自分の鞄かばんにしまう。

　勇魚は踵きびすを返した。

　そして、駅に向かって全力で走りだす。

　駅についた頃には、勇魚の息が切れていた。汗が滝のように顔からすべり落ちる。

　顔が熱い。

　勇魚は駅のトイレに入り、顔を洗った。蛇口を大きく捻ひねり、水を目一杯出した。水を手で掬すくい、何度も何度も顔を洗う。

　顔が熱かった。

　顔を十何度か洗った後、勇魚は蛇口を締めた。

「どうぞ」

　横から誰だれかがタオルを勇魚の手に載せてくれた。

「ありがと」

　出されたタオルで顔を拭ふく。

　そして、目を開けた。

　そこにいたのはハンゾーとサイゾーだった。

「……なんであんた達たちがここにいるのよ」

「ここは女子トイレでござる。我々がいてもなんの問題もなかろう」

「世界中に女子トイレはいくらでもあるわ。どうしてこの時間にこの女子トイレにいるのよ！」

「偶然でござるよ」

　嘘うそ付つけ、と勇魚は思った。

　二人は勇魚の後をつけてきたに違いない。

「侍喫茶に行かないのでござるか」

「そういう気分じゃなくなった」

「……なるほど」

　ハンゾーは深く頷うなずいた。

「何勝手に納得してんのよ」

「いや、それ以上は結構でござる。拙せつ者しや達とて木ぼく石せきではござらぬ」

「言っとくけど、あんたが考えているようなことは何もないからね」

　勇魚は強く言った。

　強く言った分だけ自分が惨めだった。

　忍者達たちとは駅で別れ、勇魚いさなは家に戻った。

　忍者達は家に戻ってきてはいなかった。

　勇魚は部屋の鍵かぎをかけ、ベッドに潜り込む。

　なんだ。なんだこの気持ちは。

　なんだろう。この気持ち。

　すごくもやもやする。

　拾ってかわいがっていた犬に逃げられたみたいな気分だ。

　なぜこんなことになってしまったんだ。

　あたしは平穏な夏休みをすごしたいだけだったはずなのに。

　道で忍者を拾って。

　侍喫茶に行って。

　如月きさらぎに会って。

　戦国武将の話をして。

　……。

　いや、違う。

　あたしは間違っている。

　確かに、あたしは忍者を拾った。忍者が家に来て住み着いた。あたしの欲しかった同人誌を買ってきて、読ませてもらう約束で侍喫茶に行った。そこで如月と会って話をした。

　ただ、それだけだ。

　何も変わっていない。

　変わったものといえば、それは一つだけだ。

　よし。

　勇魚は決意をした。

　

　　　＊

　

　翌日、勇魚は侍喫茶へと向かった。

　相変わらず天気が良く、日差しは容よう赦しやなく勇魚に降り注いでいる。

　勇魚はビルの階段を上り、侍喫茶の前に立った。

　ゆっくりと侍喫茶の扉を開ける。

　扉を開けると、如月の姿がすぐに目についた。

　如月と四し方ほう堂どうが同じ席に座っていた。

　二人とも笑顔で楽しそうに話している。

　怒りとも嫉しつ妬とともつかない感情が湧わき上あがってくるのを感じた。

　鎧よろい姿のウエイトレスの「いらっしゃいませ、奥おく方がた様さま」の言葉を無視して二人に近寄る。

　勇魚が近づくと、二人は笑みを浮かべて勇魚を見た。

「内うち田ださん、どうしたの？」

　如月きさらぎの声に、思わずイラっとくる。

「どうして約束を破ったの？」

「約束？　なんのこと？」

　勇魚いさなの中で、何かが爆発した。

「あたしに本を貸してくれるって言ったじゃない！」

「あ、ああ……あれね」

　忘れていたのをごまかす体ていで如月は言った。

　馬ば鹿かだ。

　あたしは馬鹿だ。

　こんな奴やつと話して楽しいと思っていたなんて。

「何を騒いでいるんだ」

　鈴すず蘭らんが現れた。

　気配が変わった。

　四し方ほう堂どうと如月が同時に立ち上がる。

「え？」

　勇魚は反射的に身を伏せる。

「鈴蘭殿！」

「覚悟！」

　如月と四方堂はいつの間にか、手に刀を持っていた。

　同時に鈴蘭に切りかかる。

　鈴蘭が、一瞬笑ったように見えた。

　一いつ閃せん。

　勇魚は思わず目を閉じた。

　どさっという音がする。誰だれかが地面に倒れた音だ。

　勇魚はおそるおそる目を開けた。

　勇魚の目に飛び込んできたのは、床に転がっているハンゾーとサイゾーだった。

　鈴蘭は、ゆっくりと刀を鞘さやに戻している。

「ふん、この程度の小細工にやられはせん」

　如月と四方堂がいた場所には、セミの抜け殻のように二人の服が残っている。

「これって……」

　鈴蘭が勇魚に近づき、肩を抱く。

「シノビ族の二人が如月達たちに化けていたんだよ。そして、俺おれが油断して近づいたところでバッサリと行くつもりだったのさ。勇魚殿は、ダシにされたんだよ」

　倒れているハンゾーからうめき声がする。

「う、うぐ……くそ……」

「大人しくしてろよ。特別タイムサービスで峰みね打うちにしてやったんだ。妙な真ま似ねをすると本当に斬るぞ」

　店内の侍達たちが次々と鈴すず蘭らんの近くにやってくる。

「鈴蘭様、お怪け我がはありませぬか」

「心配するな。こんな連中にやられるほど腕は鈍ってない」

　そう言って鈴蘭は笑ったが、ふと真面目まじめな顔になる。

「しかし、なんで俺おれを狙ねらったんだ？　シノビ族は最近大人しくしてたはずだが」

「功名を狙ったのではありますまいか」

　鈴蘭は首を振る。

「その為ためにわざわざ夜の国から来るということもあるまい。しかもこいつらの腕はシノビ族の中でもかなり落ちる。本気で俺の命を狙いに来たとは思えん」

　鈴蘭は自らの言葉を確かめるように、頷うなずく。

「本気で、命を狙いに来たわけではない、か……」

「ところで鈴蘭様」

　鎧よろい武者が恭しく鈴蘭に告げる。

「彼女、どう致しましょう」

　鎧武者が勇魚いさなを指差した。

　勇魚はごくんと唾つばを飲み込んだ。

　勇魚は、自分が今危険な状況に置かれているのがわかった。

　ハンゾーとサイゾーは自ら言っていたように『夜の国』という異世界から来た人間であり、そして鈴蘭を狙う刺客だったのだ。

　そして、二人は鈴蘭に斬られた。

　勇魚と鈴蘭は目が合った。

　鈴蘭は鋭い眼光を発していたが、やがてにっこりと笑った。

「丁重にもてなせ。二人をここまで導いてくれた功労者だ」

「しかし、我らのことを外部に漏らされると……」

「そんな愚かなことはすまいよ、なあ」

　鈴蘭の問いに勇魚はこくこくと頷く。

　鈴蘭の言うとおりだ。勇魚だって命は惜しい。それにこのことを誰だれかに言って信じてもらえるとは思えない。

　鈴蘭は鎧武者達に言った。

「ちょっと出かけてくる」

「向こうに戻るのですか？」

「うむ。ちょっと事態が動いたようだ。数人連れて行くからな」

　鈴蘭は店から姿を消した。

　ハンゾーとサイゾーの二人は縛られ、どこかへと連れ去られていった。

　勇魚いさなは一番奥の個室に通された。しばらくすると、鎧よろい姿の侍が団だん子ごセットを運んできた。

「頼んでいないんですけど……」

「鈴すず蘭らん様からのサービスです」

　鎧武者はそう言ってにっこりと笑った。

　入り口の扉が開く音がした。

　如月きさらぎが入ってきた。

「内うち田ださん、今日は早いね」

　勇魚は如月をじっと見つめた。

「どうしたの？　俺おれの顔になにかついてる？」

「ううん、なにも」

「じゃあ忘れないうちにこれ」

　如月が『戦せん国ごく太たい平へい記き』を渡してくれた。

　勇魚は目を二、三回瞬まばたきさせる。

「どうしたの、これ？」

「やだなー。『戦国太平記』貸すって言ったじゃん。昨日来なかったからちょっと心配したよ」

「四し方ほう堂どうに貸したんじゃないの？」

「なんで四方堂に貸したの知ってるの？」

「いや、その」

　勇魚は口ごもった。

「昨日偶然見かけたのよ。四方堂に本を貸してるところを」

「ああ、そーなんだ。この本三冊持ってるから。四方堂にはそのうちの一冊貸しただけだよ」

　如月はあっさりと言った。

「三冊も持ってるの？」

「うん、兄貴がマニアでさー」

　ははは、と如月は笑った。

「明日から理科部の海合宿に行くから今日渡せてよかったよ」

　勇魚は渡された『戦国太平記』と如月の顔を見比べた。

　そして、急に笑い出した。

　勇魚の変化に、如月が慌あわてた声を出す。

「ど、どうしたの、内田さん」

「いや、なんでもない。自分が馬ば鹿か馬ば鹿かしくなって、あははは……」

　首をかしげる如月の前で、勇魚はずっと笑っていた。

　

　夏休みには何もない。　

　ただ、あたしの心が変わっただけだ。

　だって、ほら、夏休みだから。



    

  
    
      




    

  
    
      三話　Exchange





　とてもよく晴れた日だった。快晴で、雲一つない。

　ユージは約束の時間の五分前に、駅についた。

　待ち合わせ場所は、秋あき島しま駅改札口だ。

　その改札口前で、二人の女の子が騒いでいる。

「海だー」

「海だー」

　二人の女の子は、両手を空に向かって突き上げ叫んでいた。

　二人の女の子のうち、一人は見知った顔だった。

　四し方ほう堂どうである。

　青いＴシャツにメジャーリーグの帽子をかぶった四方堂は、周囲の好奇の視線も気にせず叫んでいる。

　四方堂と一緒にいるもう一人の人は誰だれだかわからなかった。だが、どこかで会ったことがあるような気がする。

　四方堂より背が高く、すらっとした女の子だった。白いＴシャツが太陽の光に反射して目に眩まぶしい。

「先輩、そんなに大きな声出さないでくださいよ」

　その人の横にいた二に階かい堂どうが困った顔をしている。

　ユージは思い出した。

　あの人は確か理科部の部長だ。三年生の山やま科しな先輩という人で、バスケ部と兼部している人だった。二階堂の頼みで、理科部の名簿に幽霊部員として氏名を記入した時に見たことがあったはずだ。

　よく言えば明るい、悪く言えばうるさい人だ。

　似たようなタイプの四方堂と意気投合して騒いでいる。

　いや、騒いでいるのはいい。

　問題は、なぜ四方堂がここにいるかということだ。

　四方堂は理科部部員ではないし、合宿に来るという話も聞いていない。

　さらに言えば、四方堂だけではなく、九ここの重えもいるし、さらに宮みや内うちさんもいた。

　ユージは二階堂に近づき、小声で聞いた。

「なんで四方堂がいるんだよ？」

「いやそれがな……」

　二階堂も小声で返す。

「理科部って幽霊部員が多いだろ。だから合宿をやるって言ってもロクに人が集まらないわけだよ。それで上うえ村むら先生に相談したんだけど……」

　二階堂が『上村先生』と言ったとき、少し声のトーンが変わった気がした。

　だが、ユージは口を挟まず二に階かい堂どうの言葉を待つ。

「部員じゃなくても行きたい人がいれば、参加してもいいって言ったんだよ」

「だからって四し方ほう堂どうを誘うことはないだろ」

「俺おれが誘ったんじゃなくて上うえ村むら先生が連れてきたんだよ。『部員じゃなくても参加していいよ。ところで海に行きたいって言ってる子がいるんだけど』って」

「その結果があれか」

　盛り上がる四方堂と山やま科しな先輩を見て、ユージは言った。

　早くも前途多難が予想される。

　宮みや内うちさんは四方堂とは微妙に距離をとっている。上村先生と並んで立っており、その横には九ここの重えがいた。

　上村先生は我関せずといった体ていで、本を読んでいる。

　九重は大きなボストンバッグの上に腰掛け、ルービックキューブをいじっていた。

　しばらくすると顔を上げ、四方堂に向かって言った。

「あんたうるさいわよ。他ほかの人に迷惑でしょ」

「そんなことないよ」

「少なくとも私は迷惑よ。それに宮内さんだって困った顔してるでしょ」

「え、みーちゃんそうなの？」

　突然話をふられて、宮内さんは困った顔をする。

　宮内さんは、薄紅色のワンピースを着て、手にはバスケットを持っていた。遊園地に持って来ていたのと同じ物だ。

「え？　あ、うん。そうかな。他のお客さんもいるし、もう少し静かにしたほうがいいかな、と……」

　宮内さんの言葉を受けて、二階堂も山科先輩に言う。

「宮内さんの言うとおりですよ。先輩も少し自重してください。仮にも部長なんですから」

「ごめんごめんニカくん。逸はやる気持ちを抑えきれなくってさー」

　ははは、と山科先輩が笑う。

「先生も、少しは顧問らしく注意してください」

「嫌よ」

　立ったまま本を読んでいた上村先生はあっさりと言った。

「生徒に注意するなんて嫌よ。夏休みなんだし、海に行くときにまで仕事したくない」

「引率は立派な仕事ですよ」

「それは知らなかったなー」

　そう言うと再び上村先生は本に目を落とす。

　ここまで自らの職務にやる気のない教師も珍しいな、とユージは思った。

　この合宿、本当に大丈夫か？

「もう帰りたくなってきた」

　駅のベンチに座っていた原はら田だがぽつりとつぶやく。

　それはユージも同感だった。

　如月きさらぎは我関せずといった風で音楽を聴きながら雑誌を見ている。雑誌の表紙には『ＳＥＮＧＯＫＵ』という文字が躍っていた。歴史物の雑誌らしかった。

　如月がその手の雑誌を読んでいるのを見たのは初めてだった。如月は『侍喫茶』にずっとハマっているので、その影響なんだろうか？

「もうすぐ電車がやってきますから、構内に入ってください。四番ホームに電車が来ますから」

　二に階かい堂どうに切符を渡され、四し方ほう堂どう達たちは駅の中に入っていく。ユージもそれに続いた。

　一行は四番ホームで電車を待った。待っている間も四方堂と山やま科しな先輩のコンビは騒いでいたが、ユージは努めて他人のフリをした。　

　ホームに電車が入ってきた。

「電車が来ましたよ。みなさーん、この電車に乗ってくださーい」

　二階堂が全員に声をかける。

「じゃあ出発だー」

　四方堂が声をあげる。なんで部員でもないお前が率先してんだよ、と思ったが部長の山科先輩は「おー」と声をあげて応こたえている。

　上うえ村むら先生は本に目を落としたままだ。

　一行は電車に乗り込んだ。

「ククルもくればよかったのになー」

　四方堂が後ろの九ここの重えに話しかける。

「電話したんだけどさ、連絡とれなかったんだよなー」

「夏休みの間まで馬ば鹿かの相手したくなかったんじゃない？」

「そんなことないよ。ククルは優しい子だから」

「大体、一日前の夜に明日海に行かない？って言われても、余程暇な人間じゃない限り行けないっつーの」

「じゃあ九重は暇な人間だったのか」

「そりゃそうよ。超絶に暇よ。じゃなかったらあんたと一緒に海に行くわけないでしょうが」

「あーあ、せっかくククルと一緒に海に行くチャンスだったのになー」

　ユージの胸がチリチリと痛む。

「どうしたユージ？」

「いや、なんでもない」

　原田の言葉を誤魔化しつつ、ユージは空いている席を探した。

　

　秋あき島しま駅から目的地の鴻こうの池いけ駅までは、だいたい二時間ほどかかる。

　ユージは窓際に座り、ぼんやりと景色を眺めていた。

　海はまだ遠いらしく、その影さえ見せてはいない。見えるのは山々の緑だけだ。

　ユージは車内に視線を戻した。

　そこには、天国と地獄があった。

　女の子が固まって座っている席からは歓声や陽気な声が聞こえてくるが、ユージが座っている四人がけの席は重苦しい雰囲気に包まれている。

　上うえ村むら先生を除く女の子達たちはトランプのババ抜きをやっているようだった。四し方ほう堂どうと山やま科しな先輩の声がユージ達の席まで聞こえてくる。

　二に階かい堂どう、原はら田だ、如月きさらぎ、そしてユージは口を開くでもなく、車窓を眺めたり、雑誌を読んだりしている。

　誰だれ一人口をきかない。

　旅行が始まったばかりだというのに、テンション低いことこの上なかった。

「違う！」

　原田が唐突に叫んだ。

「違うって何が？」

　如月が雑誌から顔を上げて言う。

「男女グループで行く旅行ってこーゆーのなのか？　男女共学で夢見ていたものってこーゆーのなのか？」

　違う、とユージも思った。

　少なくとも、ユージが夢想していたものとは違っていた。

　ついでに言えば、『学園クロニクル』にあった旅行のイベントとも違う。

　海に行く旅行で、主人公とヒロイン達は距離をぐっと縮めるのだ。それまではただのクラスメートだった男女が急接近するイベントだ。

　少なくとも、『学園クロニクル』ではそうだった。

　だが、現実はご覧の有様だった。

　ユージ達の席と女子達の座っている席の間には、ナイル川より深くて広い川が横たわっている。

「お前らこのままでいいのか？　せっかくの海イベントをこんな牢ろう獄ごくみたいな席割りで浪費していいのか？」

　鼻息荒く原田が熱弁する。

　だが、ユージは沈黙していた。

　もちろん、いいわけがない。

　だが、あの女子の席には入って行き辛づらい雰囲気がある。少なくともユージはそう感じていた。

　おそらくユージ以外の人間もそう思っているだろう。

　原田はそれでも言葉を続けた。

「こういう時は、男女交互に座るのがセオリーじゃないのか？」

「じゃあ、お前がそれを向こうに提案してこいよ」

　ユージの言葉に、原はら田だはあっさりと返答した。

「断る」

「なら、そういうこと言うなよ」

「じゃあこのままで良いって言うのか？　こういう時は、男女交互に座るのがセオリーじゃないのか？」

　同じような言い争いを三回ほどループさせた後、ユージと原田は一つの妥協案にたどり着いた。

　ジャンケンで『男女混合で座らない？』という提案を言いに行く人間を決めることにしたのだ。

　そんなことをしたって無駄だとユージは思うのだが、原田が強く主張するので折れた形になった。

　体ていのいい罰ゲームみたいなものだろうが、こうでもしないと原田は納まらないだろう。

　数分後、ジャンケンの神様よりその罰ゲームを実行する人間が選出された。

「……」

　ユージはグー出した自分の手をうらめしそうに眺める。

「頼むぞユージ」

　満面に笑みを浮かべて原田が言った。

　こういう時は必ず貧乏クジを引いているような気がする。

　席を立ち、ユージは女子達たちのいる席に近づく。

「あのー」

「なんだよ犬いぬ伏ぶし？」

　ポッキーを齧かじりつつトランプをシャッフルしていた四し方ほう堂どうが応対する。

「何人か席替わらない？　男女混合の方が楽しいと思うし……」

　女子全員の視線がユージに突き刺さる。

　変な汗が出てきた。

　ユージは続けて言った。

「……って原田が言ってました」

「ユージ汚いぞ！」

　ユージの会話を聞いていた原田が男子席から叫ぶ。

　四方堂がにこにこして答える。

「じゃあ原田に伝えて。『寝言は寝て言えこのクソ虫』って」

「承りました」

　ユージは自分の席に戻った。

「『寝言は寝て言えこのクソ虫』って四方堂が言ってたよ」

「聞こえてた。いちいち言わないでいい」

　ユージ達たちのテンションはダダ下がりになった。

　時折聞こえる女子の席からの歓声（大抵は四し方ほう堂どうと山やま科しな先輩のものだが）が、余計に気分を滅入らせる。

　原はら田だはぽつりと呟つぶやいた。

「この気分は中学の修学旅行を思い出すな」　

「やめろ。ますます気分が滅入るだろうが。あの時のことは口に出すな」

　ユージの言葉に原田が返す。

「じゃああれやろうぜ」

「あれ？」

「ダメ山やまの手て線ゲーム」

「あれか……」

　ユージは憂ゆう鬱うつな気分になった。

　ダメ山手線ゲームは、中学の修学旅行の時にやったゲームだ。

　修学旅行でユージ、原田、如月きさらぎ、二に階かい堂どうの四人は同じ班になった。

　自由行動の時、原田が『ナンパしに行こうぜ』と言い出した。

　ユージ達は女の子と付き合ったことは勿もち論ろん、家族以外の異性とロクに話したことさえない。なのに知らない土地でナンパに行くなど、素足にＴシャツでエベレストに挑むような無謀な行為である。

　冷静に考えればそんなことはわかりきっている。だが、『修学旅行』という一生に一度の特別なイベントで気分が高揚していたユージ達は一も二もなく賛成した。

　その結果、帰りの電車でこの上なく落ち込んだ気分をたっぷり味わえたのだった。

　その時にやったのが、『ダメ山手線ゲーム』である。

　要は、自分がやった『ダメ行為』を順番に申告していくというゲームだ。

　自虐行為以外の何物でもないが、目的地までの時間を無言で通すよりほんの少しだけマシかもしれなかった。

「じゃあ俺おれからいくぞ」

　原田が意気込んで言った。その意気込みぶりから、夏休み初日から今日までの原田の生活が容易に想像できる。

　原田は言った。

「天使事務所に繋つながるまで電話した」

　ユージは口の中に味のなくなったガムを投げ込まれたような気分になった。

　原田は、『エンジェル・ターン』という天使が出てくる漫画が好きだった。　

　その漫画の冒頭は、さえない男子主人公が間違い電話をすると天使事務所に偶然繋がり、その事務所から天使が派遣されてくるというものだった。

　口に出すのも馬ば鹿か馬ば鹿かしいが、ユージは一応突っ込みを入れる。

「『エンジェル・ターン』はフィクションだぞ。最終ページに『この物語はフィクションです』って書いてあるだろ」

「万が一ってこともあるじゃないか。奇跡が起こって本当に繋つながったらラッキーだろ」

「で、繋がったのか？」

「もちろん繋がらなかった」

　原はら田だは胸を張った。

　こいつ重症だな。ユージは思った。

「次、二に階かい堂どう」

「俺おれ？」

　二階堂は自分の顔を指差した。

　しばらく思案していたが、思い出したように口を開いた。

「畳の上でエア海水浴」

「エア海水浴って何？」

　ユージは素朴な疑問を口にした。

「今日の予行演習をやったんだよ。パラソルさして、レジャーシートを敷いて……っていうシミュレーションをやったわけ。山やま科しな先輩にその辺のことやるように言われてたから」

「ふーん」

　しばらく沈黙した後、二階堂は言った。

「ちなみに母親に見られた」

「反応は？」

「何も言わなかったけど、夕飯には俺が好きなものを作ってくれた」

「怒られたり罵ば倒とうされるよりきついな、それ」

　ユージはため息をつく。

　原田が続けて言った。

「次はユージだぞ」

「って言ってもなー。ダメなこと特にしてないし」

「ユージは夏休み何をしてたんだ？」

　二階堂の問いにユージは答える。

「学園クロニクル」

「学園クロニクルまだやってんの？　とっくの昔にクリアしたんじゃなかったっけ？」

「壊れた携帯ゲーム機を買い直したんで、最初からやってんだよ」

「よく一度クリアしたゲームをもう一度やる気になるな」

　二階堂はあきれた声で言った。

「神かん崎ざき圭けい子こに会えるなら何度でもできるよ」

　ユージは真顔で言った。

「むしろ、新鮮な気分で楽しめたよ。いやー、学園クロニクルはいいね。やっぱ神崎圭子は最高だよ」

　ユージの言葉が熱を帯びてくる。

　原はら田だと二に階かい堂どうは『まーた始まった』みたいな顔をしていたが、ユージは構わず続ける。

「告白のシーンとか、最高だよ。夕暮れ時の静かな校庭で告白されるんだ。誰だれもいない校庭でさ、神かん崎ざき圭けい子こは『好きです』って言ってさ、こっちを振り向……」

　その時、ユージは遠くからの視線を感じた。

　女子の席から、宮みや内うちさんが微妙な表情でこっちを見ている。　

　どうやら声量が大きすぎたらしい。

　やばい。やってしまった。

　宮内さんは『学園クロニクル』の話が大嫌いなんだった。

　ついつい話に熱が入りすぎて、宮内さんが近くにいることを忘れてしまっていた。

「お前、充分ダメだよ」

「ダメだな」

　原田と二階堂の二人に言われて、ユージは何とも言えない気分になった。

「ちょっと気分転換してくる」

　ユージは席を立った。

　デッキに来て、ふー、とため息をつく。

　窓から景色を見た。

　遠くに海がちらりと見えた。

　目的地はもうすぐみたいだった。

　海か……。

　ユージはククルのことを思い出した。

　ククルを連れてきてあげたかったな、とユージは思った。あんなに行きたがってたんだから。

　ククルの泣いている顔が脳裏に浮かぶ。

　なんで、あんなこと言っちゃったんだろう……。

　その時、ユージの耳に話し声が飛び込んできた。なにやら揉めているような声だった。

「やっぱそれは無理があるよー。偶然だなんて」

「大丈夫だって。そんな細かいこと誰も気にしないわよ」

「でも……」

　ユージは二人の声になんとなく聞き覚えがあるような気がした。

　声のする方向に足を進める。

　そこにはクラスメートの薬やく本もとがいた。

　薬本は、犬いぬ伏ぶしを見つけると、雷におびえる子犬のような反応をした。

「い、犬伏くん、偶然だね」　

　ぎこちない口調で薬本が話しかけてきた。

　薬やく本もとの背後には日下部くさかべがいる。ユージには興味がないとでも言うように、携帯ゲーム機に目を落としていた。

　偶然……偶然？

「薬本と日下部はなんでここにいるの？」

「そ、それはその……」

　返事に窮する薬本に代わって、携帯ゲーム機に目を落としたままの日下部が答える。

「海に行こうと思って」

「そ、そうなの。天気もいいし。海に行こうって、桜おう花かと話して」

　桜花、というのは確か日下部の下の名前だったはずだ。ユージは過去の記憶をたどりつつ言った。

「それは……偶然だね」

「そう。偶然なの」

　あはは、と薬本は笑った。ぎこちないことこの上ない。

　なんだよ、この空気は。

　薬本は遠慮がちに口を開いた。

「犬いぬ伏ぶしくんは原はら田だくん達たちと一緒なの、かな」

「うん。あと四し方ほう堂どうとかもいる。理科部の合宿なんだ」

「犬伏くんって部活入ってたの？」

「一応理科部に。と言ってもユーレイだけど」

　薬本と話をするユージの背後から声がかかった。

「あれーヤクモンじゃん」

　ユージが振り返ると、そこには四方堂がいた。

「なんでヤクモンと犬伏が一緒にいるんだ？」

「偶然会ったんだよ」

　ユージが答える。

　本心から偶然とは思っていなかったが、一応薬本の申告通りに答えた。

「なるほどー。偶然か」

　ふむふむ、と四方堂が腕を組みつつ頷うなずく。

　こいつ本当に偶然だと信じているかもしれんな、とユージは思った。

「ところで、なんで席に座らずにこんなとこにいるの？　座席結構空いてるよ」

「あ、う、うん。ちょっと……」

　薬本は困ったような笑顔を浮かべる。

「せっかくだから、ウチらと合流したら？　九ここの重えやみーちゃんもいるよ」

　四方堂の言葉に、薬本がほっとした表情になる。

　日下部も携帯ゲーム機から顔を上げた。

　薬本と日下部は四方堂に連れられて女子の席に向かった。

　ユージも自分の席に戻る。

　薬やく本もとと日下部くさかべの姿を見つけた原はら田だがユージに詰め寄る。

「なんでここに薬本と日下部がいるんだよ」

「知らないよ」

「何が知らないだ。お前、薬本と日下部と一緒に戻ってきたじゃないか」

「偶然デッキで会ったんだよ」

「偶然？　本当か？」

「しょうがないじゃん、本人達たちがそう主張してるんだから」

　ユージは女子達の座る席を見た。

　薬本と日下部の二人が合流して、あちらはさらに盛り上がってるようだった。

「宿は取ってないの？　じゃあ一緒の宿に泊まろうよ。人数多い方が楽しいし」

「叔お父じさんのやっている民宿だから、予約なしでも大丈夫だよっ」

　四し方ほう堂どうと山やま科しな先輩に挟まれて、薬本は必死の笑顔を浮かべている。

　ユージは薬本に少しだけ同情した。

　しかし、薬本と日下部はなぜこんなところにいたのだろう。

　薬本の言う通り偶然なのだろうか？　いやそんな偶然があるはずがない。たまたまユージ達が海に行く日に、たまたま同じ電車に乗るなんて出来すぎている。

　第一、薬本と日下部は偶然を装って合流する相談をしていたようだった。

　ユージが考え込んでいると、ユージの肩を誰だれかがつついた。

　それは二に階かい堂どうだった。

「おい、日下部がこっちにやってくるぞ」

　二階堂が指さした先には確かに日下部がいた。すたすたとこっちに向かって歩いてくる。

　そして、ユージ達の席の前で止まった。

「ここ、空いてる？」

　四人がけの席で四人座っているので空いてはいない。だが口調と視線から察するに、日下部のそれは質問ではなく、『席を空けろ』という命令だった。

　ユージと二階堂は素早くアイコンタクトを交わした。元々その席にいた二階堂は空いていた隣の席に移動する。

　二階堂は移動した席から首を覗のぞかせて、ユージ達の成り行きを窺うかがっている。

　日下部はユージの隣に座った。

　沈黙が場を支配した。

　ユージは原田を見た。ついで、二階堂を見る。

　二人は『お前が日下部に話しかけろ』というサインを出している。如月きさらぎは一人我関せずと、雑誌に目を落としたままだ。

　選択の余地はなかった。

　ユージは意を決して口を開いた。

「なんでこっちに来たの？」

「向こうはこっちより人が多くて狭かったから」

　日下部くさかべは言った。

「それに四し方ほう堂どうに『あっちの連中、女の子に来て欲しいみたいなこと言ってたよ』って聞いたから。女の子と座りたいんでしょう？」

「女の子と座りたがってたのは原はら田だだよ」

「お前人のせいにするなよな！」

　原田が憤慨した声を出す。

「そうなの？　四方堂は犬いぬ伏ぶしが座りたいって言ってきたって言ってたけど」

「それはジャンケンに負けて……」

「じゃあ犬伏は私と座りたくないの？」

「そういうわけじゃないけどさー」

　相変わらず日下部は苦手だ、とユージは思った。

　会話が途切れた。

　沈黙。

「なんかしゃべってよ」

　日下部が口を開いた。

「何かって？」

「なんでもいいから」

　ユージは当たりさわりのない話題を選んで話しかける。　

「夏休みは何してたの？」

「部活」

「そう」

　会話終了。

　……女の子との会話ってこーゆーのだっけ？

「原田、何か言えよ」

　窮したユージは原田に話をふった。そもそも女の子と座りたいと言ったのは原田だ。こういう状況になった一片の責任はある。それなりの責任をとってもらいたかった。

「俺おれにふるなよ」

「女の子と一緒の席になりたいって、お前が言ったんだろ。望み通りになったぞ。ほら話せよ」

「俺は日下部と一緒に座りたいとは言って……」

　日下部が鋭く反応する。

「原田は、私とは一緒に座りたくないってこと？」

「そういうわけじゃなくてさ」

　しどろもどろになる原田に向かって日下部の鋭い一言が飛ぶ。

「他ほかに一緒に座りたい女の子がいるってこと？」

　一瞬の沈黙。

　そして、原はら田だが口を開く。

「そんなこと……ないけど」

　こ、これは……。

　図星か。

　原田も隠し事ができない性格だな、とユージは思った。

「そ、そういえばさ、日下部くさかべはどうして海に行こうと思ったの？」

　二に階かい堂どうは隣の席から、取り繕うように話題をふった。いいぞ二階堂。

　ユージは心の中で二階堂に向かってエールを送る。

「夏だから。暑いし」

「そーだよねー、最近暑いよね。やっぱ地球温暖化って進んでいるのかな？」

　無難な会話を二階堂は続ける。

　その二階堂とは対照的に原田は落ち込んでいた。

　ユージはその姿を見て哀れみを覚えた。

　そして、女子達たちが座っている席を見る。

　四し方ほう堂どう達は薬やく本もとを入れて再びトランプを始めたようだった。

　あの中に、原田が一緒に座りたい女の子がいるのか。

　一体、誰だれなんだろう？

　ユージは首を捻ひねったが、答えが浮かぶはずもなかった。

　

　　　＊

　

　駅に着き、一行は民宿へと向かった。男女でそれぞれの部屋にわかれる。

　ユージ達は荷物を置き、水着に着替えて早速海に出た。

　民宿から海までは歩いて一分もかからない距離だった。夏休みということで、大勢の人が海に出ている。

　座る場所を確保するのも大変そうだったが、先んじて出ていた二階堂がなかなかいい場所を確保していた。水辺に近い場所にパラソルを差し、レジャーシートを数枚敷いている。

　二階堂の手際は完かん璧ぺきだった。さすがエア海水浴で練習していただけのことはある。

　パラソルの下でくつろいでいると、四方堂を筆頭に女子達がやってきた。

「みてみてー」

　四方堂は自分も水着の指差した。

「九ここの重えとおそろいなんだぜ。かわいいだろー」

　九重と四方堂が着ているのはオレンジのフリルビキニだった。この間の水着勝負の時に九重が着ていたものだ。　

　四し方ほう堂どうが言う通り、確かにかわいい。

　九ここの重えの表情は曇っている。

「普通の紺の水着がいいって言ったのに……」

「いーじゃん。こいつらに大好評だった水着だよ。ほら、日下部くさかべだってヤクモンだって、あの時の水着着てるじゃない」

　四方堂の言う通りだった。日下部はピンクのビキニ、薬やく本もとは黒と白のフリルビキニを着ており、それぞれ水着勝負の時の水着だった。

　ただ宮みや内うちさんだけは水着勝負の時の水着ではなく、ピンクのワンピースを着ている。

　ちなみに、山やま科しな先輩は紺のワンピース、上うえ村むら先生は水色のビキニを着ていた。ただし、上村先生は、水着の上からＴシャツを着ている。

「よし、じゃあおよごー！」

　かけ声と共に、四方堂と山科先輩が駆けて行った。

　原はら田だがぽつりと呟つぶやく。

「生きててよかった……来てよかったよ、ユージ」

　簡単な奴やつだな、とユージは思った。

　

　四方堂達たちは輪を作り、そこでビーチバレーをやっている。

　ビーチバレーと言っても、海の中に膝ひざまで入り、輪を作ってビーチボールを打ち合っているだけだ。輪の中には女の子だけでなく、原田や如月きさらぎ、二に階かい堂どうもいた。上村先生も面倒臭そうな顔しながらも参加している。

　ユージは一人、パラソルの下でその様子をぼんやりと眺めている。

　ビーチバレーの輪から、二階堂が抜けてユージの元にやって来た。

「ユージは行かないのか？」

「うーん、ちょっと、いいや……」

　ユージは答える。

　なんだか気が乗らなかった。

　四方堂や原田達が遊んでいるのを見ているだけで、充分な気がした。

　いや、そうではない。

　ユージは思い直した。

　これは、ククルのせいだ。

　楽しもうと思っても、ククルの顔がちらついて楽しめないのだ。

　あんなに海に行きたがってたククルを差し置いて、自分だけが遊ぶなんて後ろめたかった。

　それに……。

「大丈夫か、ユージ？」

　二階堂が重ねて聞いてきた。

「大丈夫だよ。荷物見てる人間は必要だろ？　俺おれのことはいいから、行ってこいよ」

　ユージの言葉に押されるように、二に階かい堂どうはビーチバレーの輪に戻っていった。

　入れ替わるように、ユージの元にやってくる影があった。

　宮みや内うちさんだ。ピンクの水着が目に眩まぶしい。

　宮内さんは手に缶のウーロン茶を持っていた。良く冷えているらしく、缶は汗をかいている。

「はい」

　宮内さんは笑顔と共にウーロン茶の缶を渡してくれた。

「ありがとう」

　ユージは宮内さんから缶を受け取った。ウーロン茶はよく冷えている。

「いつかのお返し。ほら、犬いぬ伏ぶしくんに、ウーロン茶をおごってもらったことあったじゃない。そのお返し」

　そんなこともあったな、とユージは思い出した。

　同時に、宮内さんの泣き顔が思い出される。

　駄目だ。今日はネガティブな思考しかできない。

「犬伏くんは行かないの？」

　宮内さんは二階堂と同じことを聞いてきた。

「しばらくはいいよ」

「そう」

　宮内さんはちょぴり残念そうにそう言い、ユージの隣に腰を下ろした。そして、ウーロン茶の缶を開ける。

　一口飲むと、何気ない口調でユージに言った。

「犬伏くん、昨日すごくかわいい女の子と歩いてたんだって？」

　ウーロン茶を飲んでいたユージはむせ返った。

　宮内さんが言っていることは事実だ。間違いない。

　問題はその『かわいい女の子』というのがククルだということだった。

「だ、誰だれがそんなことを……」

「四し方ほう堂どうさんが言ってた。駅で金髪の外人モデルみたいな人と歩いていたって」

　四方堂の奴やつめ。

　ユージは太陽の下でビーチバレー満喫中の四方堂に呪のろいの視線を送ったが、本人は全まつたく気づいていない。原はら田だに至近距離からスパイクを食らわせて高笑いしている。

　くそ、あれを見られていたのか。ユージは天を仰ぎたくなった。

「あれは……親しん戚せきの人だよ」

　ユージはとっさにそう答えた。

「彼女とか、じゃないの？」

　宮内さんの顔がユージに近づく。

　ユージは思わず後ずさった。

「全然違うよ。第一、自分でこんなこと言うのもなんだけど、俺おれってもてないじゃない。かわいい子を彼女になんてできるはずないよ」

　ははは、とユージは笑った。

　だが、宮みや内うちさんからは予想外の言葉が返ってきた。

「そんなことないよ。犬いぬ伏ぶしくんは優しいし、その気になればすぐに彼女できるよ」

「そんなことないと思うけど」

「そんなことあるよ！」

　宮内さんは力強く主張した。

「そ、そう？」

　宮内さんの剣幕に引きながらも、ユージは返答する。

　なんか今日の宮内さん変だな……。

　とりあえず話題をそらすべく、ユージは口を開く。

「水着、この間のと違うんだね」

　この間の水着勝負では、宮内さんは白のワンピースを着ていた。対して、今日はピンクの水着だ。

　宮内さんは拗すねたような口調で言う。

「だって、ピンク好きなんでしょう」



    

  
    
      



    

  
    
      「誰だれが……？」

「犬いぬ伏ぶしくんが」

「俺おれ？」

「だってあの時、私じゃなくて日下部くさかべさんの水着に点を入れてたじゃない。だから、ピンクの水着が好きなのかと思って……」

　宮みや内うちさんは消え入りそうな声で言った。

「それとも、ワンピースじゃなくて、やっぱりビキニの方がよかった？」

　宮内さんは顔を真まっ赤かにしている。

「いやそんなことは……どっちも好きだよ」

　ユージは言った。

　我ながら間抜けな答えだな、と思った。

「ごめん、変なこと言ったかも。忘れて。これあげる」

　宮内さんはユージにウーロン茶を押しつけ、立ち上がった。

　そして、全速力でビーチバレーの輪に走っていった。

　

　　　＊

　

　夜になり、ユージ達たちは民宿に帰り夕食をとった。

　夕食が終わると、四し方ほう堂どうが立ち上がり声を上げる。

「はいはい、ちゅーもくー」

　ユージは嫌な予感がした。またろくでもないこと考えてんだろ、と思った。

　周囲を見渡すと、原はら田だ、ついで九ここの重えが苦い顔をしている。

「さて、みなさんお待ちかねの夜になりましたー」

「待ってないけど」

　九重のツッコミにもめげず、四方堂は続ける。

「夏の夜と言えば？　そう、肝試しです！」

　四方堂はどこからともなく段ボールで出来た箱を取り出した。

「二人一組でチームになって、ここから徒歩十五分の鴻こうの池いけ神社を目指してもらいます。神社にお札が置かれているので、それを取ってきてください。組み合わせはクジで決めます。今から箱をまわすので、各自一枚ずつ引いてくださいね」

　二に階かい堂どうが上うえ村むら先生に尋ねる。

「上村先生、いいんですか？」

「何が？」

「夜に外出すると顧問的に安全かどーとか……」

「いいんじゃない？　私は行かないけど」

　投げやりな返事を上村先生は返した。

　場の雰囲気上、肝試しに参加を拒否することは出来なさそうだった。

　あの九ここの重えでさえ、あきらめたようなため息をついている。

　クジの結果、ユージは宮みや内うちさんと組になった。　

　各自それぞれ組になり、肝試しが開始された。

　最初の組は如月きさらぎと九重、二番目は二に階かい堂どうと日下部くさかべ、三番目が薬やく本もとと山やま科しな先輩、四番目が原はら田だと四し方ほう堂どう、最後がユージと宮内さんになった。

　上うえ村むら先生が懐中電灯と共に渡してくれた地図には神社までの道順が書かれている。

　ご丁寧なことに、それぞれの組でルートが違うようだった。ユージ達たちが渡された地図には、森の中を通っていくルートが書かれてあった。

　上機嫌の四方堂と幽霊みたいな顔をした原田が出発して十分後、ユージ達は民宿から出発した。

「犬いぬ伏ぶし」

　ユージは上村先生に声をかけられた。

「しっかりやるのよ」

「しっかりって何をです？」

「宮内さんを守ってあげてよ」

「何か出るんですか？」

「そりゃそうよ。肝試しだもの」

　上村先生はにこにこ笑っている。

　言っている意味がよくわからなかったが、ユージはとりあえず頷うなずいた。

　ユージの服を宮内さんが強く引っ張った。

「犬伏くん、早く行こう」

「うん。行こうか」

　ユージと宮内さんは並んで歩き出した。

　道は暗く、外灯らしきものはなかった。懐中電灯で地図を確認しながら、道を歩いていく。

　空にはたくさんの星が瞬またたいている。快晴ならもっとよく見えるだろうが、切れ切れに雲が流れており、空の一部を覆い隠していた。

　くねくねと曲がる民家の間の道を抜けていくと、鬱うつ蒼そうとした森が見える。

　地図によるとこの森の中を通って行くようだった。

　森の中は暗く薄気味悪いが、それでも行くしかなかった。

　ユージは森の中に足を踏み入れた。数歩遅れて宮内さんがついてくる。

　森の中は予想以上に暗かった。懐中電灯が無ければ、足あし下もともおぼつかない。ユージは慎重に歩みを進める。

　しばらく歩くと、道の脇わきに小屋が見えた。小屋は小さい上に古そうだった。小屋の壁にスコップが立てかけられている。多分、森で作業をする時に使う小屋なのだろう。

　ユージと宮みや内うちさんの二人は無言だった。

　二人とも、民宿を出てから一言も口をきいていない。

　何か話そうと思ったが、口を開こうとする度に、唇が接着剤でくっつけられたように開かなかった。舌で唇を濡ぬらすと、呼吸ができるくらいの隙すき間まが開くのだが、声を出すには至らない。

　自分の足音と宮内さんの足音が交互に聞こえてくる。

　こういう時は何か話したほうがいい、そうに決まっている。決まってはいるが、何を話したらいいのか見当がつかない。

　ぽつり、と水滴が頭を打った。

　空を見ると、いつの間にか灰色の雲が空一面を覆っている。

　雨が降ってきた。と、思う間もなく激しい雨が降り注ぐ。

　ユージは宮内さんと顔を見合わせた。

「そこで雨やどりしよう」

　ユージは古びた小屋を指さした。

「う、うん」

　ユージと宮内さんの二人は足早に小屋の前に来た。庇に入ると、雨を避けることができた。

　ユージが小屋の扉に手をかけると開いた。どうやら鍵かぎはかかってないようだ。

　二人は小屋の中に入った。

　懐中電灯で中を照らし、中の様子を窺うかがった。小屋は板張りの間で、中にはスコップや鎌かまなどの道具が置かれている。そのせいで少し狭いが、少しの間二人が雨宿りする分には問題ないように思えた。よく手入れがされているのか、思っていたより埃が少ない。

　電気も無く中は暗いが、幸い懐中電灯がある。雨宿りするだけなら、懐中電灯の光だけでも充分だろう。　

　雨が激しく屋根を叩く音がする。

「さっきまで降ってなかったのにね」

　宮内さんが言った。

「うん。急に降り出した」

　ユージは携帯電話を取りだした。電波状況を確認するが、見事に圏外だ。心配されないように連絡しようと思ったが、無理なようだった。

「しばらく雨宿りして、止やまないようだったら走って帰ろうか」

「そうだね」

　宮内さんはそう答えた。

　宮内さんの表情が心なしか明るくなっているように見えた。さっきまでは深刻な顔をして歩いていたが、この小屋に入った時から雰囲気が一変した。

　今ユージに返事をした時も笑みがこぼれていた。

「よかった」

　ユージは思わずつぶやいた。

「よかったって何が？」

「宮みや内うちさんが楽しそうで」

　宮内さんは焦った顔になる。

「私、今楽しそうな顔してた？」

「うん」

　宮内さんは恥ずかしそうに目を伏せる。

「ごめんなさい。雨って好きなの」

　宮内さんは言った。

「特に夏の雨は好きなのね。夏だから雨に濡ぬれても涼しいぐらいだし、それに雨があがると空気が透き通るような気がするの」

「じゃあ雨がずっと降るといいね」

「それは困る。犬いぬ伏ぶしくんが濡れちゃうじゃない」

　そう言って宮内さんは笑った。

　雨音が続いている。

　宮内さんの話を聞いた後だと、雨音が楽しく感じられる。さっきまで鬱うつ陶とうしいと思っていた雨音が音楽のように響いてきた。

「ユージくん」

　宮内さんの声がした。

　ユージの体がぶるっと震える。この震えは雨に濡れて寒くなったからではなさそうに思えた。

　……なんで宮内さんは俺おれのことを名前で呼ぶんだ？

　さっきまで『犬伏くん』って名字で呼んでたじゃないか。　

　ユージはおそるおそる返事をする。

「な、何？」

「懐中電灯消して」

「でも懐中電灯消すと真っ暗に……」

「いいから」

　強い、意思を持った口調だった。ユージはその口調に押されるように、懐中電灯のスイッチを切った。

　闇やみがユージと宮内さんを包む。

「後ろ向いてて」

　ユージは言われるがままに後ろを向いた。

　しばらくそのままじっとしていると、背中に誰だれかの体温を感じた。

　もちろん、幽霊ではない。

　宮みや内うちさんの体温だ。

　背中から胸に腕が回ってくる。細い腕だ。

　そして、白い。今日一日太陽の下にいたはずなのに、暗くら闇やみの中で宮内さんの手は白く浮かび上がっている。

　宮内さんの右手と左手は、ユージの胸の上で一つに重ねられた。

「ユージくん……」

「は、はひっ」

　声が上ずる。情けない声を出してしまった。

「あなたのことが、好き、です……」

　ユージの胸に絡まっている宮内さんの腕が、ぎゅっと締まる。

　二人はそのまま、しばらくじっとしていた。背中から、宮内さんの体温がじんわりと伝わってくる。胸に絡んでいる腕は強くユージを押さえている。ユージが呼吸する度に、びくっと震えるように反応する。

　雨音が小さくなっていく。通り雨が過ぎたようだった。

　宮内さんは手をほどいた。

「雨、やんだね」

　宮内さんの声が暗闇に響く。

「うん」

「帰ろうか」

　宮内さんは立ち上がった。

　ユージも釣られるように立ち上がる。懐中電灯を点けると、光が二人の元に戻ってきた。

　二人は小屋を出て、民宿への道を歩き始める。

　行きとは逆に、宮内さんがユージの先を歩いた。ユージは宮内さんに数歩遅れてついていく。

　宮内さんがくるりと振り返った。

　その目は、静かにユージを見つめている。

　ユージは宮内さんから視線をそらすことができなかった。

「ユージくんって、『学園クロニクル』好きでしょ」

「う、うん」

　何で今『学園クロニクル』の話をするんだ？

　ユージの困惑をよそに宮内さんは話を続ける。

「そのゲームに出てくるヒロインの中でも神かん崎ざき圭けい子こが好きだって言ってたよね」

「そう……だけど」

「それ、私です。神崎圭子は私なの」

「？」

「神崎圭子は私なの。中の人は私です」

　……え？

「えええええええええええ？！」

「そんなに大きな声を出さないでよ」

　たしなめるように宮みや内うちさんは言い、コホンと咳払いをする。

　そして、言った。

「ユージくん、あなたのこと、好きです」

　その声は、いつもの宮内さんの声ではなかった。

　高い声。鈴を鳴らすような透明な声。

　夏休みに入ってから、毎日聞いていた声だ。聞き間違えるはずがない。

　神かん崎ざき圭けい子この声だ。

「知らなかった」

「ばれないように頑張ってたから。間違っても神崎圭子の声で話しかけないように」

　と宮内さんは言った。その声は神崎圭子の声だ。

「だからユージくんの自己紹介の時にびっくりした。ユージくんが、神崎圭子が好きだって言ってたの聞いてすごく恥ずかしかった。原はら田だくん達たちと『学園クロニクル』の話をしてる時も、気が気じゃなかった」

「ご、ごめん」　

　ユージの全身から汗が噴き出してくる。本人を目の前に演技がどーとかそんなことを言っていたのか。　

　自分の間抜けさに目眩めまいがしてくる。

　だが、宮内さんは頭を振った。

「ううん。そんなことないよ。恥ずかしいけど、うれしかった。でも、神崎圭子を好きだって言ってくれたから好きになったわけじゃないよ。ユージくんのことちゃんと見て、好きになりました」

　宮内さんは、少し目を伏せて言った。

「返事は休み明けにしてね。夏休みは楽しくすごしたいの」

　そう言うと踵きびすを返して走り出した。

　ユージは慌あわてて宮内さんの後を追いかける。　

　相変わらず宮内さんの足は速い。ユージは全力で追いかけ、宮内さんの手をつかんだ。

「待って、待って待って待って！」

　走っていたせいか、ユージがつかんだ宮内さんの手は熱かった。

　宮内さんは足を止め、ユージを見る。

　走ったせいでユージの呼吸は荒い。

「な、何？　返事のことはさっきも言ったけど……」

「……これだけは言っておきたくて……」

　ユージは呼吸を整える。

「俺おれ、確かに神かん崎ざき圭けい子このこと好きって言ったけど……」

　ユージは言葉を続ける。

「それと、宮みや内うちさんは別だから」

　ユージは言った。

「『学園クロニクル』は好きなゲームだし、そのヒロインの神崎圭子も好きだけど、それと宮内さんは一緒じゃないよ。声が宮内さんでも、神崎圭子は宮内さんじゃない」

　ユージは言葉を続ける。

「宮内さんは俺の隣の席の人で、いつも親切で優しくて、クラスの女子が男子と敵対しているときも俺に話しかけてくれて、クッキーとかもくれて。休みの日にジャージ着てるとか眼鏡めがねかけてるとかも知ってるし……」

　宮内さんの顔が泣き笑いのような表情になる。

「い、いやそうじゃなくてつまりその……」

　宮内さんはユージをじっと見ている。

　心臓の鼓動が加速度的に速くなる。

　ええい、心臓がうるさい。

　ユージは声を振り絞って言った。

「今、宮内さんに告白されて、頭が混乱してるからちゃんと返事できないけど、その……俺知ってるから。神崎圭子以上に、宮内さんのことちゃんと知ってるから。宮内さんが俺のことちゃんと見て好きになってくれたように、宮みや内うちさんのこと、優しいところとか親切なところとか、全部じゃないけど、知ってるよ」



    

  
    
      



    

  
    
      　ユージは言った。

「だから、神かん崎ざき圭けい子この中の人に対してじゃなくて、ちゃんと考えて、宮内さんに返事をするよ」

　宮内さんはくすくすと笑った。

「ごめん、変なこと言ったかな」

「そうじゃないの。悩んでた自分が馬ば鹿かみたいだなー、と思って」

　宮内さんは自分の左手を右手でぎゅっと握る。

「私、ユージくんのこと好きだったけど、ずっと言えなかったの。ユージくんは、私じゃなくて、神崎圭子が好きなだけなのに、ユージくんは『私』を褒ほめてるんじゃなくて、神崎圭子を演じている人を褒めているだけなのに、とか思ってた。だから、告白しても迷惑なだけだと思ってた」

　宮内さんは続ける。

「でも、今ならちゃんと言える。私は、あなたのことが好きです。本当に」

　宮内さんはさっぱりとした笑顔で言った。

　

　ユージと宮内さんは宿に戻った。

「あ、帰ってきたー」

　四し方ほう堂どうがユージ達たちを見ると駆け寄ってきた。当然のようにユージは無視して、宮内さんに話しかける。

「雨降ってきてたし心配したよー。大丈夫だった？」

「うん。雨が降ってきたから雨宿りしてたの。神社には行けなかったんだけど」

「いいよそれは。みーちゃんが無事ならそれで。犬いぬ伏ぶしはどうでもいいけど」

　ひどい言われようだったが、ユージの頭の中はそれどころではなかった。宮内さんの告白で頭の中はいっぱいだった。

　四方堂の後ろで、日下部くさかべがこちらを睨にらんでいる。ユージは首をすくめ、視線をそらした。

「今日のところはこれで解散にしよう」

　四方堂がそう言うとみんな頷うなずいた。女子と男子に分かれてそれぞれの部屋に帰る。

　ユージは体が重かった。頭の奧がしびれているような感覚だ。

　部屋に帰ると、敷いてあったふとんにごろんと横になる。

　そのユージにゆらりと近づく影があった。

「お前、宮内さんと何かあったのか」

　影は原はら田だだった。

　ユージは大きな息を吐き、原田に答える。

「何もねーよ。雨が降って来たから小屋で雨宿りしてただけだろ」

「本当だろうな」

　原はら田だが念を押してきた。目が充血している。本気だ。

　ユージは答えた。

「本当だよ。それ以外何があるんだよ」

　二に階かい堂どうは二人のやりとりを興味深そうに見ている。

「あのさ、前から聞きたかったんだけど、ユージと宮みや内うちさんって付き合ってないの？」

「付き合ってないよ」

　うんざりしたようにユージは答える。

　だが、ユージの答えに対する二階堂の反応は予想外の反応だった。

「なんで？」

「なんでって……」

　言葉に詰まった。

「ユージって彼女が欲しいんでしょ」

「そりゃまあ……欲しい、けど」

「だったら宮内さんと付き合えばいいじゃない。ユージって宮内さんと仲がいいし、宮内さんもユージのこと嫌いじゃないみたいだし。しかも同じクラスメートで同い年だし。なんで付き合わないの？」

「なんでって……」

　そんなこと言われても、困る。

「付き合うのになんの障害もないじゃん」

　二階堂はそう言った。

　ユージは思わず言い返した。

「ニカは、付き合いたい人との間に何か障害がでもあるのか？」

「……俺おれのことはどーだっていいじゃん」

　そう言うと、二階堂はため息をつく。

「まあどうでも、いいんだけど」

　そう言うと二階堂は寝床についた。

　誰だれに言われるまでもなく、ユージは部屋の電気を消す。

　ユージは天井をじっと見つめている。

　昼間泳いで体力を使ったせいか、原田や如月きさらぎは早々に眠りについていた。二階堂はしばらく自分の布ふ団とんでごそごそしていたが、そのうち物音がしなくなった。

　ユージはずっと天井を見ている。

　眠れない。

　眠れるはずがない。

　ユージは宮内さんの言葉を反はん芻すうしていた。

　神かん崎ざき圭けい子この中の人が宮内さんってどーゆーこと？

　しかも、俺おれのこと……好きだなんて。

　どういうことだ。

　布ふ団とんの中で、ユージは何度も自分の頬ほおをつねった。痛い。

　夢じゃないのか？　

　女の子から告白される、というのは、男子校だった自分が思い描いていた夢だった。野望と言っても差し支えない。

　それが、こんな形でかなうとは思わなかった。

　ユージは身を起こした。

　どうにも眠れそうにない、外に出て散歩でもしよう。

　寝ているみんなを起こさないように、そろそろと部屋を出る。

　階段を降り、民宿の入り口をゆっくりと開け、外に出た。

　雨は完全に止やんでいた。空を覆っていた灰色の雲は消え去り、空一面に星がまたたいている。中天には月がかかっている。

　今にも星が降ってきそうな夜空だ。星が、随分と近く感じられる。

　ユージはあてもなく歩き始めた。

　せっかくだし、神社に行ってみるか、とユージは思った。

　さっき途中で引き返した森の中に足を踏み入れる。

　懐中電灯を持って来ていなかったが、月明かりのせいか、森の中を進むのに苦労はなかった。

　雨宿りした小屋の前まで来た。

　ここで俺は宮みや内うちさんに……。

　頭の芯しんがじんじんとした。考えるのをやめよう。

　ユージは先を急いだ。

　森を抜けると、目の前に神社があった。大きな赤い鳥居がある。

　鳥居をくぐり、境けい内だいに足を踏み入れる。

　周囲はしんとしており、物音ひとつしない。

　賽さい銭せん箱ばこの前に、御お札ふだが二枚置いてあった。白い紙に筆で何か書いてあるが、草書体でユージには読めなかった。

　ユージは鳥居の所まで戻り、腰を下ろす。

　ユージは携帯電話を見て、時刻を確認した。日付が変わっている。

　あと五分ぐらいここにいて、それから帰ろう。ユージはそう思った。

　その時、ユージは人の気配に気づいた。

　森の中から、誰だれかの気配がする。足音が近づいてくる。

　日下部くさかべだった。

　ユージはその姿を見ても、なぜか驚いたりはしなかった。

　Ｔシャツ姿と短パン姿の日下部は、ゆったりとした足取りでユージに近づいてくる。

　眼鏡めがねの奥の瞳ひとみがユージを見た。

「……なんで驚いたりしないの？」

「なんでだろう？」

　自分でもよくわからなかった。ただ、日下部くさかべを見ても『ああ、そうか』としか思わなかった。学校の教室でぼーっとしていると、日下部が入って来た。そんな気分だった。

「質問に質問で答えるのやめてくれない？」

　日下部は自分の眼鏡の位置を直す。

「眠れないから散歩することにしたんだ」

「私もよ」

「何か、眠れないことでもあったの？」

　ユージが聞くと、日下部はユージの顔をまじまじと見つめた。

「別にないけど……犬いぬ伏ぶしはそういうことあったの？」

「ちょっと」

「ふーん」

　そう言うと、日下部は境けい内だいに足を踏み入れた。ユージもその後について行く。

　日下部は、賽さい銭せん箱ばこに小銭を投げ込んだ。そして夜中だというのに、ことさら大きく柏かしわ手でをうつ。

　辺りが静かなだけに、柏手の音は周囲に大きく響いた。

「日下部、夜中だよ」

「だから何？　大きな音を出したら鬼でも出るって言うの？」

　そう言うと、日下部は手を合わせて、目をぎゅっと閉じる。その顔は少し苦しそうに見えた。

　しばらくして、日下部は目を開けた。

「何をお願いしたの？」

「私の嫌いな奴やつがひどい目にあいますように、って」

「ひどいなー」

　ユージと日下部は民宿に帰ることにした。二人は並んで神社を出て、暗い森の中に入る。

　さっきまで空にあった月が厚い雲に覆われていた。星も見えない。行きと違い、森の中は暗く、目を凝らして地面を見ないと、歩くのもおぼつかない。

　懐中電灯がないだけに、さっき宮みや内うちさんと歩いた時よりも、慎重な足取りになる。日下部はその後ろからついてきている。

　ざく、ざく、ざくという音が背後からする。日下部が地面を踏みしめる音だ。

　ユージは前を向いたまま、日下部に問いかけた。

「日下部ってさ、好きな人がいるの？」

　ユージは言った。

　ざく、と日下部の足が止まる。

「……なんでそう思うの？」

「いや、別に理由はないけど」

　ユージは答えた。

「さっきお祈りしてたのも、その好きな人のことなんじゃない？」

「健忘症なの？　嫌いな奴やつって言ったでしょ」

「でも、なんだか一生懸命だったし。嫌いな人間の為ために、あんなに一生懸命祈れないだろ？」

「あんたに何がわかるっていうのよ」

　日下部くさかべはそう言った。

　その通りだ。

　ユージにはよくわからない。日下部のことも宮みや内うちさんのことも。

　ユージ達たちは森の中を歩いていく。

　行きってこんなに時間かかったっけ？　とユージは思った。そろそろ森の出口が見えてきてもいいはずなのに、未いまだに見えない。夜も遅いので、自分の感覚がズレて来ているのかもしれないな、とユージは考えた。

　そう考えているうちに、森の出口が見えて来た。ユージはほっと息を吐く。

　森を抜ければ、ユージ達が泊まっている民宿はすぐそこだ。

　だが、そこにあるのは別の光景だった。

「え……」

　日下部は絶句した。

　目の前に現れたのは、西洋風の城だった。

　巨大な白亜の城が、ユージ達を見下ろしている。

　そして、城の背後にある空には星が見えない。真っ黒な空間が広がっているだけだ。

　ユージと日下部は思わず顔を見合わせる。

「犬いぬ伏ぶし、顔つねっていい？」

「自分のでやれよ。ちなみに、俺おれにも目の前に城があるように見える」

「同じ夢を見てるってこと？」

「全然、わかんない」

　その時、ユージは背後に気配を感じた。

　おそるおそる振り返る。

　そこには、見覚えのある顔と、そして体があった。

　巨大な鬼がユージを見下ろしている。

　それは、九十九つくも公園で会った鬼だった。

　ククルの父親だ。

　そして、その背後には数人の鬼が控えていた。ククルの父親よりも一回り体は小さいが、手には斧おのや棍こん棒ぼうなど、凶悪な武器を携えている。

『久しぶりだな』

　ククルの父親は地面からわき上がるような低い声を出した。

　ユージはかばうように、日下部くさかべの前に出る。日下部はユージの服をつかんだ。日下部が震えているのが伝わってくる。

『こんなところまで出張ってくるとはなかなかいい度胸をしている。歓迎しよう』

　そう言うと、父親の背後に居た鬼達たちが、ユージと日下部を取り囲んだ。

　あまり歓迎されているようには見えなかった。



    

  
    
      




    

  
    
      四話　星のない空の下





　ユージはククルの父親に連れられてオウガ族の城に入った。

　巨大な門と、それに比例する巨大な体の鬼二人ががユージ達たちの前に立ちはだかる。

　ククルの父親が合図をすると、門番とおぼしき鬼達は道を譲った。ユージ達は門番の横を抜ける。

　赤い絨毯の上をククルの父親は歩いていく。ユージは先導するククルの父親の後ろについていった。その後ろから日下部くさかべがついてくる。

　ユージ達の周りは鬼達に囲まれおり、まるでユージ達の逃亡を防ごうとしているようにも見える。

　ユージは自分が犯罪者みたいな気分になった。ククルの父親が持っている棍こん棒ぼうで、ハンバーグの材料になる光景が何度も浮かび、その都度ぶるっと身震いした。

　大きな両開きの扉の前に来た。ククルの父親が扉を開ける。

　広い部屋の中央には円卓があり、ユージに見覚えのある顔があった。

　小さな体に金の髪が水のように流れている。丸い大きな目が、ユージを見ていた。

　ククルの母親のアリアンナだった。

　そしてアリアンナの周囲には鬼達がいた。いずれも巨漢でユージを見下ろしている。中には一つ目の鬼もいた。

　アリアンナはユージを見ると目をぱちくりさせた。

「なんでユージお兄ちゃんがここにいるの？」

「さあ？」

　ユージは答えた。そうとしか答えようがなかった。

　代わりに、ククルの父親がアリアンナに向かって答える。

『城の周りをうろついていたから、連れてきたのだ』　

「ふーん」

　アリアンナは机に肘をつき、ユージを見据える。　　

「お兄ちゃん、ここがどこかわかってるの？」

　しばしの沈黙の後、ユージは答えた。

「夜の国……だろ？」

　確証は無かったが、そうとしか考えられなかった。

「正解です。でも、向こうの世界の人間は夜の国に来れないはずなんだけどね」

「そんなこと言われても、答えようがないっつーか……」

　その時、日下部がユージの服を引っ張った。

「その女の子、誰だれ？」

「それを説明すると長くなるんだけど……」

　アリアンナが口を挟んだ。

「姑しゆうとめよ」

「姑？」

　日下部くさかべが眉まゆを寄せる。

「ユージお兄ちゃんの妻の母親」

「犬いぬ伏ぶしの、妻の、母親……」

　日下部は指折り数えて考える。

　そして、ユージに向き直って言った。

「犬伏、あんた私をからかってんの？」

「なんで俺おれに言うんだよ。答えたのはアリアンナだろうが」

　ユージは日下部に抗弁する。

　それはさておき。

　ユージはアリアンナに聞きたいことがあった。

「ククルはどうしてる？」

　ユージの言葉にアリアンナの表情が曇る。

「それがね……」

　アリアンナは言った。

「さらわれたの」

「さらわれた？　どういうことだよ」



    

  
    
      



    

  
    
      「落ち着いて聞いてね」

　とアリアンナは言った。

「シノビ族にさらわれたみたいなの」

「シノビ族？」

「サムライ族の次にオウガ族と仲の悪い種族でね。ちょっと目を離したすきに、ククルちゃんが城から出ちゃって。その時にさらわれたらしいのよね」

「じゃあ早く助けに……」

「それがさー、そー簡単にもいかないのよねー」

　アリアンナはため息をつく。

「軍を動かせば簡単なんだけど、シノビ族の領地に入るにはサムライ族の領地を通る必要があるのよ。サムライ族とは今休戦してるから、軍を動かすとなると、いろいろ難しいのよね」

「ククルを見捨てる気かよ」

　ユージは激げつ昂こうした。

「お兄ちゃん落ち着いて」

「誰だれも行かないなら俺おれが行く！　俺がククルを助け出すよ」

「それは……」

　アリアンナは言いかけたが、ふむ、と思案顔になる。

　そして、言った。

「それもいいかもしれないわね」

　その言葉に、周囲の鬼達たちがざわめく。

「なんと言っても、ユージお兄ちゃんはククルちゃんの夫なんだし。妻を救うのは夫の役目だしね」

　ざわめきの中で、ユージは強く拳こぶしを握りしめた。

　会議は散会になり、部屋にはユージとアリアンナ、そして日下部くさかべが残った。

「はい、これ」

　ユージは、アリアンナから地図を受け取った。

　ユージは鎧よろい姿に着替えている。オウガ族の服はどれもサイズが大きく、ユージが着られそうな物は無かった。だが、サムライ族との戦争で敵から奪った服がいくつかあり、それを貸してもらうことになった。

　鎧と言ってもユージの想像していたものとは違い、驚くほど軽かった。多少動きづらいが、大きな支障はない。

「いっぱしのサムライ族に見えるわよ。運が良ければサムライ族に見つからずにすむわね」

　どうかな、とユージは思った。ユージは侍喫茶の鈴すず蘭らんを思い出す。もし敵に鈴蘭クラスの人間が居たら、こんな小細工はたちどころに見破られてしまうに違いない。

　だが、その時はその時だ、とユージは開き直った。

「シノビ族の城はここね。この城から半日ほど歩けば着くから」

　地図の一点を指し示し、アリアンナは言った。

　歩いて半日と言えば結構な距離だ。

　だが、そんなことを言ってはいられない。

「三日たってお兄ちゃんが戻ってこなかったら軍を出すから。それまでには戻ってきてね」

「軍を出したらサムライ族とはどうなるんだ？」

「戦争になるに決まってるわよ」

　アリアンナはさらりと言った。

「サムライ族も軍を出してくるだろうから、双方の軍がぶつかったところで戦争になるわ。この間頑張って休戦を結んだ苦労が水の泡になっちゃうのよね」

　アリアンナは肩をすくめる。

「多分、シノビ族はオウガ族とサムライ族に戦争をさせたくてククルちゃんをさらったと思うのよねー。軍を動かしてククルちゃんを救うには、現状サムライ族と戦いくさをするしかないし。最近、サムライ族とシノビ族の関係が険悪になってきてるからね。オウガ族の力でサムライ族を倒したいんじゃないかなー」

　アリアンナはそう言うと、ユージに向き直った。

「だから、ユージお兄ちゃんには期待してるわよ。ククルちゃんを助け出してさえくれれば、後はなんとかするから。……ところで」

　アリアンナは日下部くさかべを指さして言った。

「その女の子、本当に連れて行くの？」

　日下部もユージ同様にサムライ族の扮装をしている。だが、こちらは鎧よろいではなく紺の袴はかまだった。

　こういう格好の人侍喫茶にいたな、とユージは思った。

「この城に残ってた方が安全だと思うんだけど」

「嫌よ。絶対ついていくからね」

　日下部は強く主張した。

「鬼達たちに囲まれて待ってるぐらいなら死んだほうがマシよ」

「みんな見た目に反して優しい子ばっかりなんだけどねー」

　アリアンナはため息をついた。

「ま、その子も夜の国まで来た人間だから、大丈夫でしょう。頼んだわよ」

　アリアンナはそう言って、ユージの手を両手でしっかりと握った。

　

　ユージと日下部は城を出た。

　日下部は何度も城の方を振り返った。城の前にいる門番の鬼達は睨にらむようにユージ達の方を見ている。

　ユージは歩く速度を上げた。

　やがて鬼達たちの姿が見えなくなると、ユージはほっとした。

　その時、日下部くさかべが口を開いた。

「どういうことか一から説明してくれる？」

　もっともな要求だった。

　ユージは正直に説明した。

　ククルのこと、夜の国のこと、オウガ族とサムライ族のこと、知っていることをすべて日下部に話した。

　ククルが自分の妻であることも、妻になった経緯も全部話した。正直に話すことが、巻き込まれた形の日下部にできる唯一のことだと思ったからだ。

　説明が終わるまで、日下部は眉まゆひとつ動かさなかった。驚きも笑いもしなかった。

　ユージの心を見透かすように、じっと見つめていた。

　日下部って、本当に苦手だ。

　姉の涼りよう子こと違った怖さがある。涼子の怖さは直接的なものだが、日下部の怖さはそれとは違う。

　日下部の怖さは、幽霊の怖さだ。

　得体のしれない怖さ。見えない怖さ。

　日下部が何を考え、何を思っているのかユージにはさっぱりわからなかった。

「……ということ」

　すべてを説明し、ユージはそう言った。

「おしまい？」

「おしまいです」

　ユージの言葉を聞き終わると、日下部はため息をついた。

「あのね、私、心霊とかＵＦＯとかそういうの大嫌いなの。自分の見たものしか信じないのよ」

　だろうな、とユージは思った。日下部はそういうタイプだと思った。

「だから、あんたが言った馬ば鹿かげた話も一切信じてない。頭おかしいんじゃないの？　って思ってる。でもさっきから何度もあちこちつねったり叩いたりしてるんだけど、一向に目は覚めないし、眼鏡めがねだって何回も拭ふいたけど見える風景は変わらない」

　日下部は続ける。

「だから今自分が見ていることを受け入れることにする。今犬いぬ伏ぶしが言ったことも、信じてみることにする。夢なら覚めない限り何をしても駄目だし、現実なら問題解決しない限り、前には進めないしね」

　日下部は建設的だな、と思った。だが、そうでいてくれた方が、ユージにとってはやりやすい。

　なんとしても、ククルを救い出さねばならないのだ。日下部に協力してもらうまではいかないまでも、邪魔はされたくなかった。

　そして同時に、日下部くさかべに無事でいて欲しかった。

　日下部には申し訳ない気持ちで一杯だった。なぜ夜の国に来ることができたのかはわからないが、少なくとも日下部はユージと一緒に居なければ、夜の国に来ることはなかっただろう。

　いわば、日下部は被害者と言えた。そしてユージは加害者だ。

　なんとしても、無事でいてもらう必要がある。

　そんなユージの気持ちを知ってか知らずか、日下部はずい、とユージに顔を近づける。

「一個だけ聞きたいんだけど」

「何？」

　ユージは思わず後ずさる。

「ククルがあんたの『妻』ってどーゆーこと？」

「だからさっきも説明した通り、入学式の後に九十九つくも公園で……」

「そうじゃなくてさ」

　日下部は言った。

「あんた、ククルのこと愛してるの？」

　思いもよらない言葉にユージは戸惑った。

　日下部の口から『愛してる』なんて言葉が出てくるなんて思わなかった。

「どうなの？　ここだけははっきりさせて」

「急にそんなこと聞かれても」

　ユージは狼ろう狽ばいした。日下部はその狼狽につけ込むように、語気が強くなる。

「ククルと夫婦になって『妻』にしたのは言ってみれば成り行きでいわば『偶然』なんでしょ？　『偶然』妻になったククルをどうして犬いぬ伏ぶしが助けにいかなきゃならないわけ？　シノビ族ってのがなんだか知らないけど、返してくださいって言って、はいそーですかって返してくれる相手とはとても思えない」

　そりゃそうだ、とユージは思った。

「なんでそんな危険を冒す必要があるわけ？　それとも何？　そんな危険を冒してでも助けたいほどククルのこと愛しているの？」

　ユージは遠慮がちに言った。

　日下部は強い口調でそう言った。

「もしかして、俺おれのこと心配してくれてるの？」

　数秒の沈黙の後、答えが返ってきた。

「そうよ！　万が一犬伏になにかあったら私はどうなるの？　この世界に置き去りになるんでしょう」

　日下部は言った。

「ちゃんと責任とってよね」

　興奮しすぎたのか、日下部は荒い息を吐いた。

「わかったよ。ちゃんと責任とって、元の世界に帰すよ。それでいいだろ」

　ユージはそう言った。

　愛している、か……。

　そんなこと聞かれても、自分でもよくわからない。

　地図に従い、ユージと日下部くさかべはシノビ城に向かって歩いていった。

　道は暗い上に山道で勾配があり、お世辞にも歩きやすい道とは言えない。だが、ククルを助ける為ためだ。そんなことを気にしている場合ではない。

　しかし、自分の後ろにいる人間のことは気になった。

　日下部の呼吸が乱れている。

　日下部のペースにあわせてゆっくり歩いているつもりだったが、若干ペースが速かったようだ。

　道の勾配がゆるやかになった。

「少し休もうよ。ここなら腰を下ろせるし」

「……いいから」

「よくない。城に着いて終わりじゃないんだからさ」

　ユージは地面に直接腰を下ろした。

　日下部はしばらくそのまま立っていた。そして、挑むような視線をユージに投げかけていたが、やがて観念したように腰を下ろす。

　日下部って強情なやつだな。知ってたけど。

　ユージはアリアンナからもらった地図を見る。

　地図によると、この山を越えたところにシノビ城はあるらしい。そして、このあたりはすでにサムライ族の領地らしかった。

　本当は歩みを速めてさっさとここを通り過ぎるべきなのだが、日下部の様子を見ているとそうも言ってられない。

「ところで、さっきの答え聞いてないんだけど」

　休んで幾分呼吸が落ち着いた日下部が口を開く。

「さっきのって？」

「ククルのこと愛してるかって話よ」

　日下部の口から『愛してる』という言葉が出ると、どきっとする。日下部の言葉の中で、『愛してる』という言葉だけが熱っぽく感じるのだ。

　もちろん、日下部がユージを愛してるということはないはずだ。けれど、何な故ぜか日下部の唇から漏れた言葉はユージを動揺させるのだ。

「そ、そんなのわからないよ。でもシノビ族にさらわれているってのに放ほうっておくわけにもいかないだろ」

「私は？」

「え？」

「例えば、ククルと同じように私がさらわれたら助けてくれる？」

「そりゃ、もちろん」

　ユージは答えた。

　当たり前だ。もし日下部くさかべがさらわれたとしても助けに行く。

　いくら、日下部が何を考えているかわからなくて、怖い存在だったとしても、見捨てるなんてできるわけがない。

「じゃ、私とククルの違いって何？」

　日下部の眼鏡めがねの奥の瞳ひとみがユージを射る。

「あんたククルのどこがいいの？」

「どこって……」

　ユージは返答に窮した。

　その時、ユージは人の気配を感じた。

　あっ、と思った時には遅かった。背後にまわられた人影から、首筋に短刀が突きつけられている。日下部の首にも、同じく短刀が突きつけてられていた。

「動くな」

　別の場所から声がした。

　ユージはおや、と思った。聞き覚えのある声だった。

「……ユージの旦だん那なじゃねーか。おい、離してやれ」

　ユージに突きつけられていた短刀が離れる。

　ユージは声の方向を振り返った。

　声の主は鈴すず蘭らんだった。

　刀を手に、珍しい生き物を見るような目でユージを見ている。

「なんでユージの旦那がここにいるんだ？　ここは夜の国だぞ。しかもなんだその格好」

「いろいろ訳がありまして……」

　ユージは固い笑いを返す。　

　ユージは鈴蘭に事情を話した。話しを聞き終えた鈴蘭は、苦笑する。

「シノビ族の野郎、オウガ族を使ってサムライ族を潰つぶそうとするとはなー。せこい奴やつらめ」

　鈴蘭は近くに居た鎧よろい姿の部下を呼んだ。

「読み通りだ。シノビ族を攻めるぞ」

　部下がにやりと笑う。

「戦いくさですか」

「戦と呼ぶほどのものでもないさ。奴らの城にちょいと火をかけてやるだけさ。遊びみたいなもんだ。準備ができ次第始めろ」

「ははっ」

　部下は一礼すると駆けだして行った。

「しかし、ユージの旦那はすげーなー」

　鈴すず蘭らんはユージに向き直って言った。

「向こうの世界から妻の為ために夜の国まで来るんだもんな。すげーよ」

　そして、日下部くさかべにちらりと視線を移す。日下部は怯えるように、ユージの影に隠れる。

「しかも女連れで」

「いや、夜の国に来たのも、日下部がついてきたのも、たまたまというか、偶然というか……」

「馬ば鹿かめ。偶然？　そんな偶然があるか。向こうの世界から自力で夜の世界に来た人間などいない。それは奇跡と言うんだ。もしくは運命と言う」

　鈴蘭はいたずらっぽく笑う。

「第一、夜の国に来たのは偶然だとしても、ククルを助けにシノビ族の城に行こうと決めたのは旦だん那なの意志だろうが。しかも、丸腰で。誰だれかに襲われたらどうするつもりだったんだ、この考え無しめ」

「だって、刀とか持ってても使えないから同じだし」

「ふふふ」

　鈴蘭は地面にごろんと寝転がった。

「いいなー。ククルがうらやましい。俺おれもそんな風に愛されたい。何の力もない癖に、自分を救うために敵地に乗り込んでいくような奴やつに愛されたい」

「愛とかそーゆーのじゃ……」

「じゃ、なんでこんなとこまで来てるんだ？　ククルを助ける為だろ。それが愛じゃなくてなんなんだ」

　ユージは、鈴蘭の言葉を否定できなかった。

「いい物見せてもらったから、ククルを助けるのを手伝ってやるよ。俺らが城を攻め落とすから、その隙すきにククルを救い出せ」

　鈴蘭はそう言って鷹揚に笑った。　

　

　シノビ城は燃えていた。

　ユージは鈴蘭と一緒に、丘の上から燃える城を眺めている。

　鈴蘭の部下達たちがシノビ城に消えてしばらくすると、どこからともなく火の手が上がった。火は瞬またたく間に城全体に広がっていった。

「敵とはいえ、もう少し手て応ごたえがあってもいいもんだが」

　鈴蘭のつぶやきに、ユージは不安な気持ちを抑えきれずに言った。

「大丈夫なんですか？」

「いいんだよ。どうせここにはウチの新しい城を建てるから。全部燃やしてしまったほうがいい」

「じゃなくて、ククルまで焼け死んだらどうするんですか」

　鈴蘭は宙を眺め、そして、にやりと笑う。

「忘れてた」

「鈴すず蘭らんさん！」

「冗談だ、ムキになるなよ。そんなにかわいいところを見せられると、旦だん那なをククルに渡したくなくなる」

　ユージは鈴蘭の言葉に赤面した。

　鈴蘭の部下らしき鎧よろい武者がやってきた。部下の報告では、シノビ族の組織的な抵抗は終了し、族長や部隊長の主立ったものは捕縛したらしかった。

　鈴蘭は城の消火を指示すると、鎧武者は応こたえ去って行った。

「もう少し、火が静まったらククル捜しに行こうぜ」

「でも……」

　ユージは逸はやる気持ちを抑えられずにそわそわする。

「心配するな。シノビ族の抵抗は終わってるし、ククルが危険な目には遭うことはないよ」

「そう、ですか……」

　鈴蘭の言葉に全面的に賛成しているわけではないが、ここは鈴蘭に従うほかない。

「ところで、鈴蘭さんはなぜ夜の国に帰って来たんですか？」

　ユージの問いに、鈴蘭は答える。

「シノビ族の刺客が襲ってきたから、仕返しに来たんだよ。命を奪えないまでも、向こうに足止めしときたかったらしい。返り討ちにしてやったがな」

　鈴蘭は笑って言った。

「今頃は侍喫茶の臨時店員として働いているだろうよ。忍者の奴やつは今までいなかったら、また客層が広がるかもしれん」

　城を覆う火が小さくなってきた。サムライ族の消火活動が功を奏し始めたのだろう。

「じゃ、そろそろ行くか。そっちのお嬢さんはどうする？」

「行きます」

　日下部くさかべは即答した。

「危ないからここに残ってた方が……」

　ユージの言葉に、日下部はキッと反論する。

「ついていくに決まってるでしょ！」

「連れてってやれよ旦那。あんたについてここまで来たんだ。ここで置いてけぼりはかわいそうだろ」

　鈴蘭にそう言われると、反論のしようがなかった。

　丘を下り、三人は城に向かって歩いていく。

　火は大方鎮火し、いたるところから煙が立ち上っている。

　あちこちで縛られた忍者が鎧武者達たちに引っ立てられている。

　ユージ達は城に入った。

「多分下だろ。地下だ。階段を探せよ」

　鈴すず蘭らんの言葉に従い、ユージは地下に通じる階段を探した。

　階段はすぐに見つかった。階段を下り、地下に入る。

　地下は一面牢ろうになっている。ほとんどの牢は空からだったが、一番奥の牢に人影を見つけた。

　ククルだった。

　膝ひざを抱え、牢の角にうずくまっている。

　鈴蘭が牢の前に立った。手にした刀を一いつ閃せんすると、牢の扉がバラバラになる。

「ククル！」

　ユージは牢の中に入り、ククルの元にかけよった。

　ククルは顔を上げる。

「ユー……ジ？　私は夢を見ているのか？」

　ユージはククルの頬ほおをぎゅっとつねった。

「……痛い」

「夢じゃないだろ」

「なんで助けにきたんだ」

「ククルのことが心配だからに決まってるだろーが」

「お前は私のことを嫌いなんじゃないのか？」

「……とにかく、立ちなよ」

　ユージは手を取ってククルを立たせた。

　ククルはユージの後ろにいた鈴蘭と日下部くさかべの姿を見た。そして、ユージを見る。　

「お前は女連れで私を助けにきたのか」

「いや、これにはいろいろあってだな……」

　説明に窮しているユージ向かって日下部が聞いた。

「誰だれよ、あれ」

「ククルだよ」

「冗談言わないでよ。顔はちょっと似てるけど、姿形が全然違うじゃない。あんなスタイルのいい女の子が、ちんちくりんなククルなわけないでしょ」

「あれは、ククルなんだって」

　日下部と口論しつつ、ユージはククルの顔をちらりと見た。ククルは、ユージを複雑な表情で見ている。

　鈴蘭は面白そうに三人の様子を見ていたが、やがて口を開いた。

「そろそろ撤収しようぜ。痴話げんかは、城に帰ってから存分にやれよ。物足りないなら俺おれが参戦してやってもいいし」

　ユージは鈴蘭の提言に応じるしかなかった。

　

　　　＊

　

　ユージと日下部くさかべは森を抜けた。

　二人の目の前には、見覚えのある民宿がある。

　ユージと日下部はお互いに顔を見合わせた。

　日下部の手がユージの頬ほおに伸びる。

　思いっきりつねられた。

「いてててて！」

「夢じゃないのか……」

「だから自分で確かめろって」

　ユージは自分の頬をさすった。そして、空を見上げる。

　空には大きな月が浮かんでいる。星がこぼれ落ちそうな星空だ。

　あの後、ユージ達たちはオウガ族の城に戻ってきた。

　城まで送ってくれた鈴すず蘭らんとアリアンナはシノビ族の処遇について話しあった。シノビ族はとりあえずサムライ族が管理することになった。

「これで国の連中にいろいろ要求を飲ませられる」

　そう言って、鈴蘭はご満悦で帰って行った。

　ユージはククルを連れて帰りたかったが、アリアンナはオウガ熱が下がるまで夜の国に居させると言った。

　ユージは日下部と一緒に森を抜け、夜の国から帰ってきた。

　ユージは携帯電話を取りだし、時計を見た。

　神社を出てからほとんど時間がたっていない。

　ユージは言った。

「帰ろうか」

「うん」

　二人は民宿への道を並んで歩いていった。

　不意に日下部が歩みを止めた。日下部が止まったのに気づき、ユージは後ろを振り返る。

　日下部はユージに向かって言った。

「あんた、ククルのこと愛してるのね」

　日下部の言葉は月に吸い込まれていく。

　ユージは口を開いた。

「うん」

　大きく息を吸い、ユージは言った。

「愛してる」

　日下部はため息をつく。

「私ね、あんたのこと好きだったの。知ってた？」

「え？」

　ユージは間抜けな声を出す。

「まあ、気づいてるわけないと思ったけどさ」

「……ごめん」

「いいよ。別に気にしてない」

　そう言って日下部くさかべは笑った。

「二学期になっても普通に接してよね」

　そう言うと日下部は口笛を吹き出した。

　それは、資料室で聞いた曲と同じ曲だった。



    

  
    
      




    

  
    
      五話　明日への階段





　九十九つくも公園のベンチで、ユージは待っていた。

　ユージの手には、アイスクリームの入ったコンビニのビニール袋がある。夏限定のスイカ味だ。

　眼下に秋あき島しま市の夜景が見える。

　ユージは携帯電話を取り出し、時刻を見た。

「時間まで、もう少しか……」

　ユージは目を閉じた。

　人の気配がする。

　その気配は、一歩一歩、ユージに近づいてくる。

「ユージ」

　ユージは目を開けた。

　目の前には、ククルの姿があった。

　ククルは秋島学園の制服姿だった。入学式の後に、ここで会った時と同じ姿だ。茶色がかった髪が風に揺れている。

　大きな瞳ひとみが、ユージを見ていた。

「熱は下がったぞ」

　ククルは言った。ククルの姿は、オウガ熱が出る前の小さな姿に戻っている。

　しかし、ユージには一つ疑問があった。

「なんで制服着てるの？」

「わからないか？　これはお前に初めて会ったときの服だ。この世界に帰るから、無理を行って作らせたのだぞ」

　ククルはそう言うと、ユージを上から下までじろじろと眺めた。

「こちらこそ聞きたいのだが、なぜお前はここにいるんだ？　帰る時間は知らせていなかったはずだぞ」

「毎日、ここで待ってたんだよ。帰って来るならこの時間とこの場所のはずだし」

　合宿から、一週間たっていた。

　ユージはあれから毎日九十九公園に来ていた。ククルが夜の国から帰って来るのを待っていたのだ。

「犬みたいな奴やつだな」

「感動したら、ここに俺おれの銅像でも建ててくれ」

　ユージはコンビニのビニール袋からアイスを取り出し、ククルに渡した。

「前と同じアイスか？」

「そうだよ。夏だからスイカ味だけど」

　ククルはユージからアイスを受け取った。

　そして、ユージの隣に座る。

　ククルが食べ始めるのを確認すると、ユージもアイスの蓋を開け食べ始める。

「よく夜の国まで来たな」

　ククルがぽつりとつぶやいた。

「まさか、夜の国まで助けに来てくれるとは思わなかった。それに、好きじゃないって、言われてたから……」

　ユージは口を開いた。

「ごめん」

「なぜお前が謝る必要がある」

　ククルはそう言ったが、ユージが頭を振った。

「ククルと一緒に住むようになってさ。一人で食べてた夕食が二人になってさ。家の中にククルがいるのが、普通になってた」

　ユージは続ける。

「夜が明けたら必ず朝が来るみたいに、ククルがいるのが普通になってたんだ。家に帰ってきたら、迎えてくれて。夕食一緒に食べて。言い争ったり口喧嘩したり。そういうのが当たり前になってたんだ」

　ユージは言った。

「だから、ククルがオウガ熱で大きくなった時、すごくびっくりした。当たり前が、当たり前じゃなくなったような気がして。大きくなったククルはとても素敵だったけど、俺おれが好きなのは小さいククルだし、いや小さい方がいいってわけじゃなくて、その……」

「何を言っているんだお前は」

　ククルはアイスクリームのスプーンを置き、ユージの唇に人差し指をあてる。

「私が聞きたいのはそんな言葉ではない」

　ククルはユージを見つめている。

　ユージは空を見上げる。空には星が瞬またたいている。その一つ一つが、ククルに言うべき言葉を言ってくれているような気がする。

　大きく息を吸い込み、そして言った。

「ククル、愛してる」

　ククルはその言葉を聞くと、アイスをベンチに置いた。　

　そして、目を閉じる。

　ユージの手がククルの額に触れる。

　ユージはククルの額の髪をかきわけた。その奧に、小さな突起を見つける。

　ククルの角だ。

　ユージはククルの角に、そっと唇をつけた。

　ククルの体がびくっと震える。

　ユージは、ククルの角から唇を離した。ククルの角が髪をかきわけて、姿を現わす。

「……もう私はお前のものだからな、責任とれよ」

「わかった」

　ユージはそう言うと、ククルをぎゅっと抱きしめた。



    

  
    
      



    

  
    
      


あとがき





　あとがきです。

　本書は『オウガにズームＵＰ！』シリーズの四冊目で、最終巻になります。

　いろんな方々のお力添えで、このシリーズも無事……無事？　うん、無事。きっと、無事。多分無事。ええと、つまり無事に終えることができました、はい。

　思った以上にフリーダムになったこのシリーズですが、いかがだったでしょうか。

　個人的には四し方ほう堂どうはもーちょっと幸せにしてあげたかったよーな気がしますが、まあ自業自得（？）だと思います。みんな「えー」って言うかもしれませんが、僕は一年Ｂ組の中では、三番目ぐらいに四方堂が好きなのでした。

　はいそこ、「えー」とか言わない！　

　

　改めましてこんにちは。穂ほ史し賀が雅まさ也やです。穂史賀は「ほしが」と読みます。この間『ラブプラス』というゲームをやったんですが、主人公の名前を……あ、このネタまずいですか。そうですか、そうですよね。

　それはさておき。

　この本の刊行にあたって多くの方にご尽力して頂きました。

　編集部の皆様、いつもありがとうございます。いつもご迷惑かけてすみません。

　イラストを担当して頂いたシコルスキー先生、ありがとうございます。前シリーズの『暗くら闇やみにヤギを探して』に続いて今シリーズもお世話になりました。大変感謝いたしております。

　僕の本を取り扱ってくださっている全国書店のみなさま、ありがとうございます。

　そして、最後にこの本を手に取ってくださった方すべてに感謝いたします。

　少しでも楽しんで頂けたら、それ以上の喜びはありません。

　

　それでは、また。

　

穂史賀　雅也



    

  
    
      　著者

　穂史賀雅也（ほしが・まさや）

　　10月12日生まれ。

　　『暗闇にヤギを探して』で第２回ＭＦ文庫ライトノベル新人賞＜∧優秀賞＞∨を受賞。

　　

　　この間、某作家さんに

　　「穂史賀さんって地味に変態ですよね」

　　と言われました。

　　ちょっとうれしかったです。



　イラスト

　シコルスキー（しこるすきー）

　　82年生まれ、神奈川県在住の自称イラストレーター。

　　ゲーム、読書、映画が趣味の根っからインドア派です。

　　今日も気合入れてお絵かき中！

　　ＨＰ：‥「グググググ」

　　http://www.sikorsky.sakura.ne.jp/
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